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序

論

本
稿
の
執
筆
動
機
と
考
察
方
法

Ⅰ

本
稿
の
執
筆
動
機

筆
者
ら
は
、
銀
行
法
務
21
誌
で
か
つ
て
連
載
さ
れ
て
い
た
民
法
判
例
研
究
会
（
平
井
一
雄
獨
協
大
学
名
誉
教
授

４
）

代
表
）
の
席
を
通
じ
て
出

会
い
、
と
も
に
保
証
法
を
専
門
の
一
つ
と
し
、
理
論
と
実
務
に
わ
た
っ
て
広
く
深
く
フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
や
議
論
を
お
こ
な
う
研
究

者
仲
間
で
あ
る
。
筆
者
ら
の
公
的
機
関
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
取
引
に
関
す
る
感
想
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
に
近
時
の
信
用
保
証
協
会
収
支
の
経
常
的
な
悪
化
で
あ
り
、
公
的
保
証
制
度
の
維
持
・
存
続
の
危
機
で
あ
る
。

第
二
に
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
前
後
で
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
が
大
き
く
急
激
に
変
化
し
た
こ
と
で

５
）

あ
る
。

第
三
に
信
用
保
証
協
会
取
引
は
綺
麗
（
公
正
）
な
事
柄
ば
か
り
で
は
な
く
綺
麗
（
公
正
）
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
事
柄
も
残
念
な
が
ら

存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
綺
麗
（
公
正
）
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
事
柄
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
で
き
る
だ
け
是
正
し
て
い
く
こ
と
が
研
究
者
や
企
業
人
の
責
務
で
あ
り
、
ま
た
建
設
的
な
公
的
機
関
の
あ
り
方
・
社
会
の
一
員
と
し

て
の
公
的
機
関
の
あ
り
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
ら
は
、
以
前
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
信
用
保
証
協
会
取
引
の
実
態
上
の
変
化
と
、
信
用
保
証
協
会
取
引
に
お
い
て
改
善
す

べ
き
と
思
わ
れ
る
点
を
、
法
律
学
的
見
地
か
ら
筆
者
ら
な
り
の
整
理
を
し
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
経
済
状
況
も
安
定
を
取
戻
し
つ
つ
あ

６
）

る
今
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
お
こ
な
っ
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
な
「
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
状
と
問

７
）

題
点
」
を
法
学
的
見
地
を
中
心
に
多
角
的
・
複
眼
的
に
考
察
し
、
さ
ら
に
今
後
の

「
信
用
保
証
協
会
取
引
の
あ
る
べ
き
姿
や
か
た
ち
」
を
も
見
定
め

８
）

た
い
と
考
え
て
い
る
。

信
用
保
証
協
会
取
引
は
保
証
と
い
う
間
接
的
な
取
引
形
態
を
形
式
上
採
る
こ
と
か
ら
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
実
態
を
正
確
に
把
握

し
て
根
本
的
・
本
質
的
な
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
公
的
保
証
機
関
取
引
を
入
手
可
能
な
資
料

に
基
づ
き
学
問
的
見
地
か
ら
研
究
者
と
実
務
家
と
が
協
力
し
て
検
討
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
有
意
義
と
考
え
た
の
が
本
稿
の
執
筆

動
機
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
筆
者
ら
の
見
解
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
の
信
用
保
証
協
会
取
引
で
使
用
さ
れ
る

約
定
ひ
な
が
た
の
一
部
を
掲
げ
（

付
録

）、
資
料
的
な
意
義
を
も
兼
ね
る
よ
う
配
慮
を
し
た
。
ま
た
、
日
本
で
の
公
的
信
用
補
完
の
み

で
は
な
く
、
本
稿
に
必
要
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
海
外
の
公
的
信
用
補
完
に
関
し
て
も
若
干
の
紹
介
を
お
こ

９
）

な
う
。

Ⅱ

考
察
方
法

以
上
の
本
稿
の
執
筆
動
機
か
ら
、
本
稿
の
目
的
は
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
状
と
問
題
点
か
ら
考
察
し
、
そ
の
た
め
に
実
態
把
握
を

必
要
に
応
じ
て
お
こ
な
い
、
取
引
法
（
契
約
法
）
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
、
さ
ら
に
今
後
の
信
用
保
証
協
会
取
引
の
あ
る
べ
き
姿
を
も

見
定
め
、
信
用
保
証
協
会
取
引
（
公
的
保
証
機
関
取
引
）
に
有
益
と
思
わ
れ
る
提
言
を
お
こ
な
う
こ
と
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
叙
述
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

ま
ず
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
取
引
（
公
的
保
証
機
関
取
引
）
に
有
益
と
思
わ
れ
る
「
提
言
」
を
お
こ
な
う
。
そ
の
た
め

に
、「
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
状
と
問
題
点
」
を
述
べ
る
必
要
が
あ
り
、
実
態
把
握
を
お
こ
な
う
必
要
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、「
信

用
保
証
協
会
取
引
の
現
状
」
を
把
握
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
信
用
保
証
協
会
と
は
何
か
、
ま
た
信
用
保
証
協
会
を
取
引
と
い
う
点
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か
ら
み
た
と
き
、
い
か
な
る
取
引
先
が
存
在
し
、
そ
の
よ
う
な
信
用
保
証
協
会
の
取
引
先
と
信
用
保
証
協
会
と
が
ど
の
よ
う
な
具
体
的

関
係
に
あ
る
の
か
、
信
用
保
証
協
会
取
引
に
お
け
る
現
実
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
よ
う
な
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
に
対

す
る
理
想
は
存
在
す
る
の
か
、
も
し
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
と
現
実
と
の

差
は
存
在
す
る
の
か
、
も
し
存
在
す
る
と
し
た
場
合
に
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
と
現
実
と
の
差
を
埋
め
る
（
信
用
保
証
協
会
取
引

の
現
実
を
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
に
近
付
け
る
）
た
め
の
具
体
的
な
方
策
は
存
在
し
な
い
か
が
問
題
と
な
る
。

信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
と
現
実
に
差
が
存
在
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
と
現
実
と
の
差
が
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
場
面
・
局
面
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
を
信
用
保
証

協
会
取
引
の
理
想
に
近
付
け
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
法
的
観
点
か
ら
法
律
解
釈
な
ど
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
裁
判
例
や
通
説
的
見

解
に
し
た
が
っ
て
分
析
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
法
律
学
的
に
は
、
従
来
よ
り
論
じ
ら
れ
る
裁
判
例
や
通
説
的

見
解
が
、
は
た
し
て
真
に
適
切
・
妥
当
か
を
常
に
考
え
て
み
る
必
要
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
筆
者
ら
が
信
用
保
証
協
会
取
引
論
に
接
し
て
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
信
用
保
証
協
会
取
引
論
で
適
用
さ
れ
る
べ
き
、

ま
た
は
論
じ
ら
れ
る
べ
き
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
は
、
た
だ
一
つ
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
も
強
調
し
た
い
点

の
一
つ
で
あ
る
が
、
実
際
の
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
は
後
述
す
る
よ
う
に
三
つ
の
取
引
形
態
が
存
在
す
る
（
第
Ⅱ
編
〜
第
Ⅳ
編

そ

の
端
的
な
図
示
は
【
図
１
】
の
と
お
り
）。
実
際
の
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
に
即
し
た
よ
り
実
践
的
な
議
論
を
志
向
し
展
開
す
る
と
す
れ

ば
、
実
際
の
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
毎
の
理
想
と
現
実
と
の
差
が
生
じ
、
ま
た
は
生
じ
易
い
と
思
わ
れ
る
具
体
的
な
場
面
・
局
面
に

対
す
る
解
決
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
該
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
が
ど
の
よ
う
な
理
念
の
下
に
生
ま
れ
、
ど

の
よ
う
な
内
容
を
有
し
実
際
上
の
取
引
が
い
か
な
る
手
順
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か
、
信
用
保
証
協
会
取
引
を
研
究
さ
れ
る
者
な
ど

259

四

信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成

㈠
（
鶴
井
・
平
野
）



に
も
有
益
と
さ
れ
る
論
述
を
心
掛
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
信

用
保
証
協
会
の
各
取
引
形
態
の
特
性
・
特
質
を
十
二
分
に
説
明
・
配
慮
し
た

う
え
で
、
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
毎
の
法
的
分
析
を
、
前
述
し
た
問
題
と

な
り
得
る
具
体
的
な
場
面
・
局
面
に
対
す
る
解
決
へ
の
斬
込
み
の
明
確
化
さ

れ
た
視
点
や
観
点
か
ら
、
従
来
よ
り
論
じ
ら
れ
る
裁
判
例
や
通
説
的
見
解
と

は
別
の
法
的
再
構
成
が
可
能
で
あ
る
か
を
考
察
し
て
い
き

10
）

た
い
。

最
後
に
、
本
稿
の
要
約
を
お
こ
な
い
、
本
稿
で
の
核
心
的
検
討
を
振
返
り
、

提
言
と
今
後
の
課
題
を
論
じ
て
、「
ま
と
め
と
展
望
」
と
し
た
い
。

１
）

本
稿
は
平
野
真
由
の
同
名
の
一
橋
大
学
博
士
学
位
論
文
を
叩
き
台
に
、

鶴
井
に
よ
る
監
修
お
よ
び
指
導
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
作
成
し
直
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

２
）

本
学
教
授
。

３
）

一
橋
大
学
博
士
（P

h
.
D
.

民
事
法
専
攻
）。

４
）

平
井
一
雄
名
誉
教
授
は
、
本
年
を
も
っ
て
中
京
大
学
法
科
大
学
院
客
員

教
授
な
ど
す
べ
て
の
教
職
を
退
か
れ
た
。
平
井
一
雄
名
誉
教
授
か
ら
の
長
年

の
多
大
な
ご
学
恩
に
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

５
）

た
と
え
ば
、
平
野
真
由
「
資
金
繰
り
円
滑
化
借
換
保
証
」
バ
ン
ク
ビ
ジ

ネ
ス
二
〇
〇
三
年
三
月
一
日
号
五
六
頁
、
同
「
資
金
繰
り
円
滑
化
借
換
保
証
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に
関
す
る
基
礎
知
識
」
バ
ン
ク
ビ
ジ
ネ
ス
二
〇
〇
三
年
六
月
一
日
号
四
九
頁
参
照
。

６
）

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
の
時
点
で
、
日
本
経
済
や
社
会
の
先
行
き
に
再
び
暗
雲
が
広
が
り
始
め
た
感
が
出
て
き
た
。

理
由
は
、
日
本
と
密
接
な
ア
メ
リ
カ
の
急
速
な
景
気
後
退
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
七
月
に
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
公
社
二
社
（
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ

と
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
）
の
経
営
悪
化
問
題
が
浮
上
し
（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
五
日
朝
刊
六
頁
）、
同
年
九
月
七
日
に
約
二
一

兆
円
（
二
、〇
〇
〇
億
ド
ル
）
と
い
う
史
上
最
大
規
模
の
公
的
資
金
注
入
を
ア
メ
リ
カ
政
府
は
決
め
た
（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
八
年
九
月
一

四
日
朝
刊
七
頁
）。
ア
メ
リ
カ
の
信
用
力
の
落
ち
る
個
人
向
け
住
宅
融
資
（
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
）
は
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
公
社
二
社
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
損
失
は
民
間
金
融
機
関
の
資
本
不
足
を
生
じ
さ
せ
、
民
間
金
融
機
関
じ
し
ん
の
信
用
悪
化
や
貸

渋
り
を
生
じ
さ
せ
て
い
る（
前
掲
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
八
年
九
月
一
四
日
朝
刊
七
頁
）。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
金
融
機
関
の
不
良
資
産
を
公

的
に
買
取
る
策
を
発
表
し
て
い
る
が
（
前
掲
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
五
日
朝
刊
六
頁
）、
保
険
大
手
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
Ｉ
Ｇ
）
の
資
金
繰
り
難
や
個
人
向
け
投
資
商
品
で
あ
る
マ
ネ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｍ
Ｍ
Ｆ
）

の
元
本
割
れ
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
個
人
領
域
で
の
悪
影
響
も
出
て
い
る
（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
五
日
朝
刊
四

頁
）。
二
〇
〇
八
年
九
月
二
九
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
市
場
の
ダ
ウ
工
業
株
三
〇
種
平
均
が
過
去
最
大
の
下
げ
幅
を
記
録

し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
五
日
朝
刊
四
頁
）。

日
米
の
投
融
資
の
み
な
ら
ず
商
品
取
引
な
ど
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、
日
本
経
済
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
き
て
し

ま
っ
た
。
新
た
な
経
済
対
策
に
関
す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
も
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
〇
日
に
、「
生
活
対
策
」

に
つ
い
て
日
本
経
済
は
「
全
治
三
年
」
と
い
う
基
本
認
識
に
基
づ
き
（「
概
要
」
一
頁
。h

ttp
: //w

w
w
5.ca

o
.g
o
.jp
/k
eiza

i1 /m
ito
sh
i

ta
isa
k
u
.h
tm
l

）、
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
緊
急
保
証
枠
に
つ
い
て
、「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」に
お
け
る
六
兆
円
規
模
に
加

え
、
新
た
に
一
四
兆
円
規
模
の
追
加
を
お
こ
な
い
、
合
計
二
〇
兆
円
規
模
に
拡
大
（
前
掲
「
概
要
」
五
頁

金
融
機
関
に
対
す
る
一
〇
〇
％

保
証
）
と
し
て
お
り
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
金
融
安
定
化
特
別
保
証
（
当
初
二
〇
兆
円
規
模
、
そ
の

後
三
〇
兆
円
規
模
に
拡
大
）
を
想
起
さ
せ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
四
月
七
日
に
は
、
さ
ら
に
一
〇
兆
円
を
積
増
し

し
、
緊
急
保
証
枠
は
計
三
〇
兆
円
に
拡
大
す
る
方
針
と
な
っ
た
（h

ttp
: /
/
w
w
w
.a
sa
h
i.c
o
m
/
p
o
litic

s /
u
p
d
a
te
/
0
4
0
8
/
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T
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Y
200904070340.h

tm
l

）。

７
）

第
Ⅰ
編
で
述
べ
る
。

８
）

ま
と
め
と
展
望
Ⅲ
二
で
述
べ
る
。

９
）

後
述
、
第
Ⅰ
編
第
一
章
第
二
節
Ⅱ
。

10
）

つ
ま
り
、
本
稿
で
は
、
既
存
の
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
か
ら
で
は
問
題
解
決
困
難
な
点
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

第
Ⅰ
編

信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
状
と
問
題
点

第
一
章

信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
状

本
章
（
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
状
）
で
は
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
「
仕
組
み
」
を
述
べ
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
「
理
想
と
現
実
」

を
述
べ
る
。

第
一
節

信
用
保
証
協
会
取
引
の
仕
組
み

ま
ず
本
節
（
信
用
保
証
協
会
取
引
の
仕
組
み
）
で
は
、「
信
用
保
証
協
会
の
意
義
」
を
述
べ
た
後
、
信
用
保
証
協
会
を
中
心
と
し
た
当
事

者
間
毎
の
「
法
律
関
係
」
と
「
取
引
実
務
」
を
中
心
に
概
観
し
、
小
括
す
る
。

256

七

信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成

㈠
（
鶴
井
・
平
野
）



Ⅰ

信
用
保
証
協
会
と
は

名
称
に
あ
る
よ
う
に
、
保
証
を
お
こ
な
う
団
体
で
あ
る
。
何
を
保
証
す
る
か
と
い
え
ば
、「
中
小
零
細
事
業
者
」
の
「
金
融
機
関
」
に

対
す
る
借
入
債
務
な
ど
で

11
）

あ
る
。
こ
の
信
用
保
証
協
会
は
、
信
用
保
証
協
会
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
く
特
殊
法
人
で
あ
る
。
信
用
保
証

協
会
は
各
都
道
府
県
（
一
都
一
道
二
府
四
三
県
の
小
計
四
七
）
に
一
機
関
づ
つ
は
存
在
し
、
市
レ
ベ
ル
の
五
つ
（
横
浜
・
川
崎
・
名
古
屋
・
岐

阜
・
大
阪
）
を
加
え
た
、
計
五
二
が
存
在
し
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
神
奈
川
県
内
に
は
、
県
レ
ベ
ル
一
と
市
レ
ベ
ル
（
横
浜
・
川

崎
）
二
の
計
三
の
信
用
保
証
協
会
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
）。

二
〇
〇
三
年
度
実
績
で
日
本
の
中
小
企
業
の
約
四
割
が
信
用
保
証
協
会
を
利
用
、信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
残
高
も
三
一

12
）

兆
円
と
、

信
用
保
証
協
会
は
日
本
経
済
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て

13
）

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
小
零
細
事
業
が
日
本
経
済
と
雇
用
を
支
え
る

基
盤
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
信
用
保
証
協
会
保
証
の
制
度
維
持
の
た
め
に
今
後
も
手
厚
い
措
置
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
わ
れ

て
お
り
、
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
＆
Ｉ
）
に
よ
る
信
用
保
証
協
会
の
格
付
け
も
日
本
国
と
同
様
の
程
度
と
さ
れ
て

14
）

い
る
。
信
用
保

証
協
会
は
日
本
経
済
を
支
え
る
中
小
零
細
事
業
へ
の
金
融
支
援
の
観
点
か
ら
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
。

Ⅱ

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
関
係

一

法
律

16
）

関
係

信
用
保
証
協
会
が
誰
と
保
証
契
約
を
締
結
す
る
か
と
い
え
ば
、
金
融
機
関
で
あ
る
（
信
用
保
証
協
会
法
一
条
・
二
〇
条
参
照
）。
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間接的手段を含めた日米公的金融残高と対ＧＤＰ

比率（1994年度末）(15) 図２

(単位：兆円・百億ドル)

日 本 アメリカ

165 35.1％ 234 34.7％

貸 付 137 29.2％ 39 5.7％

残高合計 保証など 28 5.9％ 195 28.9％

中小企業信用補完制度の法律関係 図３
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二

取
引
実
務

金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
は
あ
ら
か
じ
め
包
括
的
な
、「
約
定
書
」
を
締
結
す
る
。

金
融
機
関
が
保
証
依
頼
を
し
た
い
案
件
が
信
用
保
証
協
会
に
あ
れ
ば
、
通
常

17
）

な
ら
「
信
用
保
証
依
頼
書
」
と
い
う
中
小
零
細
事
業
者

と
の
取
引
状
況
や
当
該
中
小
零
細
事
業
者
の
財
務
面
な
ど
の
信
用
上
の
所
見
な
ど
を
記
載
し
た
書
類
と
、「
申
込
人
（
企
業
）
概
要
」
と

い
う
中
小
零
細
事
業
者
じ
た
い
の
事
業
取
引
状
況
や
属
性
、
中
小
零
細
事
業
者
お
よ
び
そ
の
代
表
者
個
人
の
所
有
資
産
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
る
書
類
を
添
え
て
、
信
用
保
証
協
会
へ
の
提
出
書
類
と
し
て
保
証
依
頼
を
す
る
こ
と
か
ら
取
引
が
始
ま
る
。

信
用
保
証
協
会
は
、
通
常
、
金
融
機
関
か
ら
の
「
信
用
保
証
依
頼
書
」
や
「
申
込
人
（
企
業
）
概
要
」
な
ど
に
基
づ
い
て
保
証
の
諾
否

を
決
し
、
保
証
を
承
諾
す
る
の
な
ら
当
該
保
証
の
条
件（
た
と
え
ば
、
保
証
金
額
、
保
証
期
間
、
信
用
保
証
協
会
が
保
証
を
引
受
け
る
に
あ
た
っ

て
の
担
保
条
件
な
ど
）
を
明
記
し
た
「
信
用
保
証
書
」
を
保
証
依
頼
人
で
あ
る
金
融
機
関
に
対
し
交
付
を
し
て
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融

機
関
と
の
保
証
契
約
を
成
立
さ
せ
る
（
約
定
書
例
一
条
）。

Ⅲ

信
用
保
証
協
会
と
中
小
零
細
事
業
者
と
の
関
係

一

法
律
関
係

信
用
保
証
協
会
保
証
は
、
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
中
小
零
細
事
業
者
に
対
し
主
た
る
債
務
者
の
意
思
に
関
係
な
く
保
証
す
る
の
で
は

な
く
、
必
ず
主
た
る
債
務
者
の
保
証
委
託
を
受
け
て
お
こ
な
う
。
し
た
が
っ
て
、
信
用
保
証
協
会
と
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
中
小
零
細

事
業
者
と
の
間
に
は
、「
保
証
委
託
契
約
」
が
存
在
す
る
。
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二

取
引
実
務

こ
の
信
用
保
証
協
会
と
中
小
零
細
事
業
者
と
の
保
証
委
託
契
約
と
、
前
述
し
た
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
保
証
契
約
と
の
関

係
は
、
保
証
委
託
契
約
が
保
証
契
約
の
「
先
決
関
係
」
に
な
っ
て
い
る
。

信
用
保
証
委
託
契
約
は
、
通
常
は
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
に
保
証
依
頼
を
す
る
と
き
に
「
信
用
保
証
委
託
契
約
書
」
と
、
申
込

内
容
や
保
証
人
の
生
活
・
資
産
状
況
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
「
信
用
保
証
委
託
申
込
書
」
を
あ
わ
せ
て
信
用
保
証
協
会
へ
送
付
し
て
、
信

用
保
証
協
会
の
保
証
承
諾
に
よ
っ
て
保
証
委
託
契
約
が
成
立
す
る
。

Ⅳ

金
融
機
関
と
中
小
零
細
事
業
者
と
の
関
係

一

法
律
関
係

信
用
保
証
協
会
の
保
証
の
対
象
は
、
中
小
零
細
事
業
者
の
金
融
機
関
に
対
す
る
金
融
債
務
で
あ
る
。
こ
の
金
融
債
務
の
発
生
根
拠
は
、

中
小
零
細
事
業
者
と
金
融
機
関
と
の
間
の
契
約
に
よ
る
。
具
体
的
に
は
、「
金
銭
消
費
貸
借
契
約
」
や
「
当
座
貸
越
契
約
」、「
手
形
割
引

契
約
」（
通
常
は
金
融
機
関
の
中
小
零
細
事
業
者
と
の
取
引
約
定
書
中
の
特
約
が
、
こ
れ
に
当
た
る
）、「
社
債
契
約
」
な
ど
が
あ
る
。

二

取
引
実
務

信
用
保
証
協
会
保
証
の
対
象
と
な
る
中
小
零
細
事
業
者
と
金
融
機
関
と
の
間
の
契
約
は
、
信
用
保
証
協
会
保
証
が
得
ら
れ
て
か
ら
締

結
さ
れ
る
。
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Ⅴ

信
用
保
証
協
会
と
中
小
企
業
信
用
保
険
と
の
関
係

一

法
律
関
係

信
用
保
証
協
会
保
証
は
、
す
べ
て
中
小
企
業
信
用
保
険
と
い
う
公
的
保
険
で
付
保
さ
れ
て
い
る
（
包
括
保
険
）。
信
用
保
証
協
会
の
金

融
機
関
へ
の
保
証
債
務
履
行
元
金
の
八
〇
％
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
三
条
の
二
第
二
項
）
付
保
が
、
実
務
上
多
い
。

保
険
者
（
現
在
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
保
険
部
門
が
担
っ
て
い
る
）
の
保
険
金
支
払
後
は
保
険
代
位
に
よ
り
保
険
者
が
信
用
保
証

協
会
の
求
償
権
や
原
債
権
を
保
険
の
塡
補
率
に
応
じ
て
取
得
す
る
の
で
は
な
く
、
信
用
保
証
協
会
に
保
険
の
塡
補
率
に
応
じ
た
回
金
義

務
を
信
用
保
証
協
会
に
課
し
て
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
八
条
）
債
権
回
収
は
信
用
保
証
協
会
が
お
こ
な
う
（
実
務
上
、
回
収
金
納
付
制
度

と
呼
ば
れ
て
い
る
）。

二

取
引
実
務

実
務
上
か
ら
み
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
で
は
信
用
保
証
協
会
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の
間
で
、「
包
括
保
証
保
険
約
款
」と
呼
ば
れ
る
も
の
を
締
結
し
て
い
る
。
そ
の

保
険
約
款
（
契
約
）
の
締
結
方
法
は
、
年
度
の
半
期
毎
に
向
こ
う
半
年
間
の
中
小
企
業
信
用
保
険
法

18
）

な
ど
に
記
載
さ
れ
た
保
険
種
別
と
各

保
険
種
別
の
付
保
見
込
額
を
信
用
保
証
協
会
が
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
信
用
保
険
部
門
へ
「
包
括
保
証
保
険
契
約
申
込
書
」
に
記
載
・

交
付
し
、
こ
の
「
包
括
保
証
保
険
契
約
申
込
書
」
に
対
し
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
当
該
信
用
保
証
協
会
へ
「
包
括
保
証
保
険
契
約
証
」

を
交
付
し
て
成
立
す
る
。
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Ⅵ

信
用
保
証
協
会
と
行
政
と
の
関
係

一

中
央
政
府

信
用
保
証
協
会
の
「
主
務
官
庁
」
は
、
経
済
産
業
省
で
あ
る
（
信
用
保
証
協
会
法
三
八

条
）。経

済
産
業
省
は
社
会
的
ニ
ー
ズ
（
世
論
や
政
治
）
を
反
映
し
た
「
法
律
」
の
創
設
・
改

廃
（
た
と
え
ば
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正
な
ど
）
や
「
行
政
指
導
」（
行
政
手
続
法
三

二
条
以
下
）な
ど
に
よ
り
、
信
用
保
証
協
会
業
務
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
た
と

え
ば
、【
図
４
】の
と
お
り
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
最
近
一
〇
年
間
で
無

担
保
保
険
限
度
額
が
二
倍
超
（
一
五
年
前
に
遡
れ
ば
四
倍
）
と
な
っ
た
こ
と
は
、
信
用
保

証
協
会
の
被
保
証
債
権
の
性
質
・
内
容
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
（
契
約
時
に
信
用
保
証
協

会
の
債
権
保
全
が
保
証
条
件
と
な
さ
れ
て
い
な
い
債
権
が
多
く
な
っ
て
い
る
）。
近
時
の
不
景

気
と
相
俟
っ
て
信
用
保
証
協
会
収
支
や
回
収
金
の
一
部
を
割
合
的
に
受
け
る
信
用
保
険

（
回
収
金
納
付
制
度
参
照
）
収
支
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
（【
図
５
】
参
照
）。
ま
た
、
信

用
保
証
協
会
は
主
務
官
庁
で
あ
る
経
済
産
業
省
か
ら
物
的
担
保
や
人
的
担
保
に
よ
ら
な

い
保
証
を
指
導
さ
れ
る
が（
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
は
特
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
）、物
的
担
保
や

人
的
担
保
に
は
主
た
る
債
務
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
）
機
能
も
あ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
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回収率推移(20) 図５

回収率＝実際回収÷(期首の求償権の残高＋期中の代位弁済の金額)

(年度・％)

1995 1997 1999 2001 2003

回収率 6.9 6.6 6.2 4.8 4.3

無担保保険限度額の変遷(19) 図４

(年度・万円)

1995 1997 1999 2001 2003

限度額 2,000 3,500 (3,500)(3,500) 5,000 (5,000) 8,000 (8,000)(8,000)(8,000)

＊2006年度より，信用保証協会による経営者保証人以外の保証人徴求が原則禁止されている。
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グ
・
コ
ス
ト
（
監
視
コ
ス
ト
）
の
低
減
効
果
も
存

21
）

在
し
、
こ
の
物
的
担
保
や
人
的
担
保
に
よ
ら
な
い
保
証
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
無
担
保

（
無
保
証
人
）
保
証
は
信
用
補
完
制
度
に
関
す
る
経
済
的
負
担
を
重
く
し
て
い
る
。

二

地
方
公
共
団
体

地
方
公
共
団
体
と
信
用
保
証
協
会
と
の
関
係
は
、
信
用
保
証
協
会
の
「
役
員
任
命
権
」
が
当
該
信
用
保
証
協
会
所
在
の
地
方
公
共
団

体
の
長
に
あ
る
こ
と
か
ら
（
信
用
保
証
協
会
定
款
例
一

22
）

一
条
）
密
接
で
あ
る
。

ま
た
、
中
央
政
府
と
同
様
に
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
（
世
論
や
政
治
）
を
反
映
し
た
条
例
の
創
設
・
改
廃
、
あ
る
い
は
行
政
指
導
な
ど
に
よ

り
信
用
保
証
協
会
業
務
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

見
逃
せ
な
い
の
は
、
地
方
公
共
団
体
と
信
用
保
証
協
会
と
の
間
で
は
、
先
の
中
小
企
業
信
用
保
険
で
賄
わ
れ
な
い
非
保
険
部
分
、
た

と
え
ば
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
金
融
機
関
に
対
す
る
保
証
債
務
履
行
元
金
の
二
〇
％
部
分
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
「
損
失
補
償
す
る
旨

の
保
証
種
別
」（
信
用
保
証
協
会
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
損
失
補
塡
契
約
付
の
保
証
）
も
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
（
地
方
公
共
団
体
、
略
し
て

地
公
体
保
証
制
度
と
、
実
務
上
呼
ん
だ
り
す
る
）。
損
失
補
塡
契
約
付
の
保
証
の
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
信
用
保
証
協
会
へ
損
失
補

償
金
を
支
払
っ
た
後
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
と
同
様
に
当
該
損
失
塡
補
率
に
応
じ
た
「
回
収
金
納
付
義
務
」
を
当
該
損
失
補
塡

契
約
上
に
あ
ら
か
じ
め
課
し
て
信
用
保
証
協
会
が
債
権
回
収
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
地

方
公
共
団
体
に
よ
る
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る
損
失
補
塡
契
約
は
財
政
援
助
制
限
法
（
法
人
に
対
す
る
政
府
の
財
政
援
助
の
制
限
に
関
す
る

法
律
）
三
条
に
反
す
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
実
務
で
は
昭
和
二
九
年
五
月
一
二
日
自
治
省
行
政
課
長
回
答
（
自
丁
行
発
第
六
五
号
）
に

よ
り
抵
触
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
大
分
県
の
照
会
に
対
す
る
回
答
。
し
か
し
、
有
力
な
反
対
説
も
あ
る
し
（
碓
井
光
明
「
地
方
公
共
団
体
に
よ
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る
「
損
失
補
償
の
保
証
」
に
つ
い
て
」
自
治
研
究
七
四
巻
六
号
一
〇
頁
以
下
。
な
お
、
同
『
公
的
資
金
助
成
法
精
義
』
一
〇
〇
頁
（
債
務
保
証
な
ど
）、

三
四
六
頁
（
損
失
補
償
契
約
の
効
力
な
ど
）（
信
山
社
・
二
〇
〇
七
年
））、
ま
た
裁
判
例
も
存
在
す
る
（
横
浜
地
判
平
成
一
八
・
一
一
・
一
五
判

例
タ
イ
ム
ズ
一
二
三
九
号
一
七
七
頁
金
融
法
務
事
情
一
七
九
三
号
三
九
頁
金
融
・
商
事
判
例
一
二
五
八
号
五
〇
頁
判
例
地
方
自
治
二
九
三
号
一
〇

頁
））。

Ⅶ

小

括

一

信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係

信
用
保
証
協
会
保
証
は
、
信
用
保
証
協
会
・
金
融
機
関
・
中
小
零
細
事
業
者
と
い
う
三
者
と
の
間
で
基
本
的
に
、
か
つ
不
可
欠
に
成

立
す
る
取
引
関
係
で
あ
る
。
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
間
、
金
融
機
関
と
中
小
零
細
事
業
者
間
、
中
小
零
細
事
業
者
と
信
用
保
証
協

会
間
の
三
面
関
係
の
う
ち
、
ど
こ
か
一
面
で
も
欠
落
し
た
ら
成
立
し
な
い
制
度
・
仕
組
み
・
ス
キ
ー
ム
で

23
）

あ
る
。

二

信
用
補
完
制
度
と
し
て
の
四
面
関
係
・
五
面
関
係

こ
の
信
用
保
証
協
会
・
金
融
機
関
・
中
小
零
細
事
業
者
の
三
面
関
係
に
加
え
て
、
信
用
保
証
協
会
は
中
小
企
業
信
用
保
険
契
約
を
す

べ
て
の
保
証
を
対
象
に
法
律
上
当
然
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
保
険
部
門
と
締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
上

の
包
括
保
険
）。
三
面
関
係
に
「
中
小
企
業
信
用
保
険
契
約
関
係
」
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
も
の
が
、
信
用
補
完
制
度
の
四
面
関
係
と
い
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
四
面
関
係
に
、
前
述
し
た
都
道
府
県
・
市
区
町
村
と
い
っ
た
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
信
用
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保
証
協
会
へ
の
「
損
失
補
償
契
約
関
係
」（
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
へ
の
保
証
債
務
履
行
金
に
対
す
る
損
失
補
償
）
が
加
わ
る
と
、
信
用

補
完
制
度
の
五
面
関
係
と
な
る
。

し
か
し
、
信
用
補
完
制
度
の
四
面
関
係
・
五
面
関
係
は
信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係
と
異
な
り
、
中
小
企
業
信
用
保
険
契
約
や

損
失
補
償
契
約
が
約
定
違
反
な
ど
に
よ
り
不
成
立
で
あ
っ
た
と
し
て
も
信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係
に
必
ず
し
も
直
接
的
な
影
響

を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い（
た
と
え
ば
、
当
該
個
別
の
具
体
的
な
中
小
企
業
信
用
保
険
契
約
や
損
失
補
償
契
約
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
不
成
立

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
信
用
保
証
が
必
ず
し
も
無
効
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
）。

と
こ
ろ
が
、
中
小
企
業
信
用
保
険
契
約
や
損
失
補
償
契
約
と
信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係
と
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
契
約
に

基
づ
く
保
険
金
支
払
い
や
地
方
公
共
団
体
の
損
失
補
償
契
約
に
基
づ
く
損
失
補
償
金
支
払
い
が
信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係
に
お

け
る
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
の
有
無
に
直
接
関
係
し
て
い
る
。
し
か
も
特
に
中
小
企
業
信
用
保
険
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
信

用
保
証
協
会
保
証
を
「
包
括
保
険
」
し
て
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。

三

帰

結

し
た
が
っ
て
、
信
用
補
完
制
度
全
体
に
お
け
る
法
律
上
の
問
題
点
は
、
起
点
・
根
本
と
な
る
信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係
を
中

心
に
据
え
て
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

11
）

な
お
、
信
用
保
証
協
会
の
業
務
の
一
端
に
つ
い
て
は
平
野
真
由
「
信
用
保
証
協
会
の
仕
事
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
五
年
五
月
（
六
〇
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五
）
号
一
二
〇
頁
以
下
参
照
、
信
用
保
証
協
会
制
度
の
概
要
・
概
説
は
平
野
真
由
と
の
共
著
・
バ
ン
ク
ビ
ジ
ネ
ス
二
〇
〇
四
年
三
月
一
五
日

号
（
特
集
号
）
参
照
。

12
）

平
野
真
由
と
の
共
著
『
金
融
時
事
用
語
集
二
〇
〇
五
年
版
』
二
二
〇
頁
（
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
・
二
〇
〇
五
年
）。

13
）

保
証
を
は
じ
め
と
す
る
間
接
的
手
段
を
含
め
た
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
公
的
金
融
規
模
を
比
べ
る
と
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（G

ro
ss D

o
m
estic

 
P
ro
d
u
ct ：

国
内
総
生
産
）
比
で
三
五
％
程
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
る
（
本
稿
に
お
い
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
は
、
各
編
に
何
ら
か
の

か
た
ち
で
随
所
に
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
）。

と
こ
ろ
で
、
保
証
は
元
来
は
手
持
資
金
を
最
初
か
ら
使
わ
ず
に
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
効
果
が
高
く
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
公
的
金
融
の
内
訳
は
日
本
で
は
八
割
強
が
直
接
的
な
貸
付
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
逆
に
間
接
的
な
手
段
で
あ
る
保

証
や
保
険
な
ど
が
公
的
金
融
全
体
の
八
割
を
占
め
て
い
る
（
野
田
彰
彦
「
欧
米
主
要
国
に
お
け
る
公
的
金
融
の
動
向
」
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一

九
九
六
年
一
二
月
号
二
六
・
二
七
頁
、【
図
２
】
参
照
）（
松
原
聡
教
授
も
、
日
本
の
公
的
貸
付
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
諸
外
国
の
四
〜
五
倍
と
さ

れ
て
い
る

「
財
務
省
改
革
で
「
小
さ
な
政
府
」
を
め
ざ
せ
」
潮
二
〇
〇
六
年
一
月
号
一
五
二
頁
）。

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
保
証
や
保
険
な
ど
の
間
接
的
手
段
に
よ
る
公
的
金
融
が
重
視
さ
れ
て
い
る
（
Ｅ
Ｕ
諸
国
も
同
様
で
あ
る

村
本
孜
「
公
的
金
融
シ
ス
テ
ム
の
国
際
比
較
分
析
⑴
」
成
城
大
学
経
済
研
究
一
五
九
号
一
六
七
頁
）。

今
後
、
金
融
特
殊
法
人
改
革
に
よ
る
公
的
貸
付
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
信
用
保
証
協
会
保
証
に
対
す
る
期
待
は
よ
り
大
き
く
な
る

と
思
わ
れ
る
。

14
）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
二
年
五
月
二
〇
日
三
頁
。

公
的
保
証
機
関
の
信
用
力
の
高
さ
・
債
務
履
行
能
力
の
確
実
性
は
、
本
稿
を
論
じ
て
い
く
う
え
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
（
星
野
英
一
博
士

や
関
沢
正
彦
弁
護
士
・
藤
原
弘
道
教
授
も
着
目
さ
れ
る

第
二
章
第
三
節
Ⅰ
一
２
㈡
⑴
、
お
よ
び
同
⑵
）。

15
）

野
田
彰
彦
「
欧
米
主
要
国
に
お
け
る
公
的
金
融
の
動
向－

わ
が
国
と
の
比
較
の
観
点
か
ら－

」
証
券
投
資
信
託
月
報
四
三
七
号
九
頁
。

16
）

本
稿
で
は
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
法
律
関
係
を
、
後
に
詳
し
く
み
る
こ
と
と
す
る
。

17
）

た
と
え
ば
社
債
保
証
な
ど
の
場
合
に
は
、
そ
の
保
証
独
自
の
書
式
が
別
途
あ
る
。
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18
）

中
小
企
業
信
用
保
険
法
以
外
を
根
拠
と
す
る
中
小
企
業
信
用
保
険
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
四
六
条
な
ど
が

存
在
す
る
。

19
）

各
年
の
六
法
全
書
中
の
中
小
企
業
信
用
保
険
法
三
条
の
二
を
、
筆
者
ら
が
参
照
し
整
理
。

20
）

田
中
均
「
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
」
経
済
一
二
六
号
一
〇
五
頁
。

21
）

小
野
有
人
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
に
お
け
る
担
保
・
保
証
の
役
割
」
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
〇
〇
四
年
六
月
号
一
〇
七
頁
。

22
）

江
口
浩
一
郎
編
『
信
用
保
証
〔
第
三
版
〕』
四
八
一
頁
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
二
〇
〇
五
年
）。

23
）

民
法
上
の
保
証
で
は
保
証
人
の
保
証
委
託
契
約
は
必
ず
し
も
前
提
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
に
お
い
て
は
不
可
欠

の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
三
面
契
約
の
色
彩
が
強
い
の
で
あ
る
。

第
二
節

信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
と
現
実

本
節
（
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
と
現
実
）
で
は
前
節
（
信
用
保
証
協
会
取
引
の
仕
組
み
）
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
文
字
ど
お
り
信
用
保

証
協
会
取
引
の
理
想
と
現
実
に
分
け
て
以
下
に
述
べ
る
。

そ
し
て
今
あ
る
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
を
、
ど
う
す
れ
ば
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
に
近
付
け
ら
れ
る
の
か
、
述
べ
る
。

Ⅰ

信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想

信
用
保
証
協
会
取
引
は
、
信
用
保
証
協
会
を
起
点
と
す
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
の
取
引
の
相
手
方
で
あ
る
金
融
機
関
と
の
関
係
と
、

中
小
零
細
事
業
者
ら
と
の
関
係
に
分
か
れ
る
。
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一

金
融
機
関
と
の
関
係

先
に
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
関
係
は
保
証
契
約
関
係
に
あ
り
、「
約
定
書
」
と
い
う
様
式
で
契
約
が
存
在
す
る
と
述
べ
た
。

こ
の
約
定
書
で
は
、

①

金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
か
ら
保
証
債
務
の
履
行
を
受
け
る
前
に
、

ⅰ
借
入
人
の
債
務
履
行
を
困
難
と
す
る
事
実
を
予
見
ま
た
は
認
知
し
た
場
合
に
保
証
機
関
に
通
知
す
る
こ
と（
例
九
条
一
項
）、
ⅱ
保
証

機
関
へ
の
請
求
ま
で
の
間
、
原
則
九
〇
日
を
経
過
す
る
こ
と（
例
六
条
一
項
）、
ⅲ
そ
の
間
金
融
機
関
は
債
権
回
収
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
（
例
九
条
一
項
・
三
項
）
を
定
め
（
簡
単
に
保
証
債
務
履
行
は
お
こ
な
わ
な
い
と
い
う
規
定
。
し
か
し
、
実
態
と
は
異
な
る
）、

②

信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
保
証
債
務
履
行
の
範
囲
も
、

ⅰ
主
た
る
債
務
に
、
ⅱ
期
限
の
利
益
喪
失
前
の
利
息
を
加
え
、
さ
ら
に
ⅲ
期
限
の
利
益
喪
失
後
の
遅
延
損
害
金
を
加
え
た
金
額
で
あ

り
（
例
六
条
二
項
）、
ⅲ
期
限
の
利
益
喪
失
後
の
遅
延
損
害
金
の
利
率
も
ⅰ
の
主
た
る
債
務
の
当
初
の
約
定
利
率
に
減
縮
さ
れ
（
例
六
条
三

項

実
務
で
は
、
約
定
利
率
よ
り
も
遅
延
損
害
金
率
の
方
が
債
権
管
理
回
収
コ
ス
ト
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
高
率
で
あ
る
）、

③
信
用
保
証
協
会
保
証
付
融
資
金
を
信
用
保
証
協
会
保
証
付
で
は
な
い
債
権
の
回
収
に
充
て
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
（
例
三
条
本
文

収
益
性
を
生
む
前
向
き
な
資
金
に
充
当
さ
せ
る
）。

二

中
小
零
細
事
業
者
等
と
の
関
係

1

求
償
債
務
者
等
と
の
関
係

信
用
保
証
協
会
は
、
金
融
機
関
へ
の
保
証
債
務
履
行
後
の
求
償
権
回
収
に
熱
心
で
あ
る
と
、
一
般
的
に
は
評
さ
れ
て

24
）

い
る
。
た
と
え
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ば
、
求
償
権
の
消
滅
時
効
中
断
に
関
す
る
裁
判
例
の
形
成
な
ど
に
、
信
用
保
証
協
会
が
数
多
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
求
償
権
回

収
の
熱
心
さ
が
窺
い
知
れ
る
。
信
用
保
証
協
会
が
公
的
機
関
で
あ
る
以
上
そ
の
有
す
る
債
権
を
容
易
に
放
棄
し
た
り
債
務
免
除
す
る
こ

と
は
、
当
然
に
困
難
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

2

原
債
権
の
債
務
保
証
人
・
物
上
保
証
人
等
と
の
関
係

金
融
機
関
に
対
し
求
償
保
証
人
が
信
用
保
証
協
会
と
共
同
保
証
の
関
係
に
あ
る
場
合
、
ま
た
は
物
上
保
証
人
と
な
っ
て
い
る
場
合
、

信
用
保
証
協
会
が
保
証
債
務
履
行
を
お
こ
な
う
前
の
こ
れ
ら
の
者
の
弁
済
ま
た
は
担
保
権
実
行
を
考
慮
し
て
、
民
法
の
共
同
保
証
人
間

の
債
務
の
負
担
部
分
（
四
六
五
・
四
四
二
条
）
や
物
上
保
証
人
の
代
位
（
五
〇
一
条
後
段
五
号
）
の
特
約
を
排
除
し
て
い
る
（
信
用
保
証
委

託
契
約
書
例
一
二
条
四
項
）。
つ
ま
り
、
信
用
保
証
協
会
の
債
務
負
担
を
究
極
的
に
は
ゼ
ロ
と
す
る
約
定
・
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。

な
お
、
以
前
は
実
務
上
事
業
の
オ
ー
ナ
ー
以
外
か
ら
も
求
償
権
担
保
の
た
め
に
保
証
人
を
追
加
す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た（
い

わ
ゆ
る
第
三
者
保
証
人
の
徴
求
）
が
、
二
〇
〇
六
年
度
よ
り
廃
止
さ
れ
た
（
第
三
者
保
証
人
擁
護
の

25
）

要
請
）。
そ
れ
で
は
な
ぜ
信
用
保
証
協
会

保
証
に
お
い
て
、
そ
の
保
証
債
務
履
行
後
の
求
償
段
階
で
求
償
連
帯
保
証
人
に
主
た
る
債
務
者
の
事
業
に
ま
っ
た
く
無
関
係
な
第
三
者

を
保
証
人
と
す
る
実
務
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
主
た
る
債
務
が
不
履
行
の
際
に
、
主
た
る
債
務
者
と
は
経
済
的
に
別
個

独
立
し
た
第
三
者
へ
最
終
的
な
保
証
債
務
負
担
を
転
嫁
し
て
、
信
用
保
証
協
会
の
支
出
を
最
小
化
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
に
拠
っ
た

か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
社
会
的
風
潮
は
、
主
た
る
債
務
者
の
経
済
的
破
綻＝

保
証
人
の
経
済
的
破
綻
を
阻
止
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
要
請
が
高
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

三

小

括
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以
上
を
踏
ま
え
た
信
用
保
証
協
会
、
お
よ
び
回
収
金
納
付
制
度
を
信
用
保
証
協
会
に
課
し
て
い
る
中
小
企
業
信
用
保
険
や
損
失
補
償

は
公
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
公
費
の
最
小
化
（
損
失
最
小
化
）
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
信
用
保
証
協
会
が
機
関
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
機
関
の
「
継
続
性
」
が
要
請
さ
れ
、
機
関
継
続
・
存
続
の
た
め
に
収
益
性
が
重
要
と

26
）

な
る
。

Ⅱ

信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実

「
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
」
で
は
、「
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
赤
字
」
を
述
べ
、「
信
用
保
証
協
会
取
引
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド

病
理
面
」
を
述
べ
る
。

各
国
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
比
較
（【
図
６
】）
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、

①
日
本
の
保
証
件
数
が
異
常
に
多
い
こ
と
、

②
日
本
以
外
の
保
証
割
合
と
保
証
料
と
の
関
係
は
概
し
て
比
例
関
係
に
あ
り
、
日
本
よ
り
も
合
理
的
な
制
度
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

日
本
の
よ
う
に
、
保
証
料
が
安
く
塡
補
率
が
高
く
、
加
え
て
保
証
引
受
数
が
多
く
あ
る
な
ら
、
信
用
補
完
制
度
の
赤
字
・
損
失
と
い

う
問
題
も
生
じ
て
こ
よ
う
。

一

中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
赤
字

中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
は
、
前
述
し
た
よ
う
に「
中
小
企
業
信
用
保
証
関
係
」（
中
小
零
細
事
業
者
と
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
い

う
三
者
間
）と
、
中
小
企
業
信
用
保
証
関
係
を
前
提
と
し
た
「
中
小
企
業
信
用
保
険
関
係
」（
信
用
保
証
協
会
と
中
小
企
業
信
用
保
険
機
関（
現
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在
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
保
険
部
門
））
と
、
都
道
府
県
や
市

区
町
村
と
い
っ
た
地
方
公
共
団
体
と
の
損
失
補
償
契
約
関
係
も

含
ま
れ
る
（
五
面
関
係
）。

し
か
し
、
地
方
公
共
団
体
と
の
損
失
補
償
契
約
関
係
は
中
小

企
業
信
用
保
険
関
係
と
は
異
な
り
、
信
用
保
証
協
会
保
証
の
す

べ
て
が
損
失
補
償
契
約
関
係
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
で
以
下
に
中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
と
い
う
場

合
に
は
、
基
本
的
に
は
「
中
小
企
業
信
用
保
証
関
係
」
と
「
中

小
企
業
信
用
保
険
関
係
」
を
あ
わ
せ
た
四
面
関
係
を
い
う
も
の

と
す
る
。

中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
の
赤
字
に
つ
い
て
、「
中
小
企
業
信

用
保
証
関
係
」
と
「
中
小
企
業
信
用
保
険
関
係
」
に
分
け
て
み

て
い
く
。

1

中
小
企
業
信
用
保
証
の
赤
字
に
関
す
る
悪
影
響

中
小
企
業
信
用
保
証
収
支
の
赤
字
が
、
中
小
零
細
事
業
者
の

信
用
保
証
協
会
保
証
の
利
用
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
。
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各国中小企業信用補完制度の比較(27) 図６

アメリカ イギリス ドイツ フランス 日 本

(2007/9まで)

実施機関 SBA

(中小企業庁)

SBS

(中小企業庁)

Burgchafts
 

bank

(保証銀行)

SOFARIS

(中小企業融

資保証会社)

信用保証協会-

保証割合 ・75％上限

融資額15万

ドル超

75％ 50～80％ ・50％成長期 原則100％

・85％上限

融資額15万

ドル以下

・70％創業期

保証料 ・3.75％

・3.5％

・2.3％

融資額が大き

いほど，保証

料率が高くな

る

2％ 0.7～1.0％

(州によりけり)

・0.6％

成長期

・0.45％

創業期

・1.35％基準

無担保

・1.25％基準

有担保

保証件数 74,825件

(2004年度)

5,966件

(2003年度)

1,229,488件

(2004年度)
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信
用
保
証
協
会
に
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
出
損
金
や
金
融
機
関
か
ら
の
負
担
金
や
信
用
保
証
協
会
み
ず
か
ら
の
事
業
利
益
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
基
本
財
産
が
存
在
す
る
た
め
、
小
さ
な
赤
字
な
ら
こ
の
基
本
財
産
の
取
崩
し
で
対
処
で
き
る
。
た
だ
し
、
保
証
規
模
は
基

本
財
産
の
六
〇
倍
が
上
限
の
た
め
（
定
款
七
条
）、
基
本
財
産
が
少
な
く
な
れ
ば
保
証
業
務
に
支
障
を
及
ぼ
す
。
た
と
え
ば
大
阪
府
中
小

企
業
信
用
保
証
協
会
の
一
九
九
八
年
度
末
の
保
証
債
務
残
高
は
三
兆
一
、〇
二
七
億
円
、
基
本
財
産
は
八
七
一
億
円
で
あ
っ
た
。
一
九
九

八
年
に
同
協
会
が
作
成
し
た
計
画
に
よ
る
と
二
〇
〇
〇
年
度
末
ま
で
に
基
本
財
産
を
五
〇
〇
億
円
使
い
果
た
し
て
し
ま
う
と
さ
れ
、
残

る
基
本
財
産
約
三
七
〇
億
円
で
は
保
証
限
度
が
六
〇
倍
保
証
で
あ
る
か
ら
二

二
兆
円
で
あ
り
、一
九
九
八
年
度
末
当
時
の
保
証
債
務
残

高
す
ら
維
持
で
き
な
い
と
さ
れ
て

28
）

い
た
。
つ
ま
り
、
信
用
保
証
協
会
は
公
的
保
証
人
で
あ
り
公
的
に
相
応
し
い
財
務
基
盤
を
有
す
る
必

要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
一
定
の
財
務
基
盤
に
達
し
な
け
れ
ば
保
証
引
受
け
に
も
悪
影
響
が
出
て
、
中
小
零
細
事
業
者
に
公
的
保
証
に
よ
る

事
業
資
金
の
調
達
の
円
滑
化
と
い
う
本
来
的
・
根
本
的
役
割
（
信
用
保
証
協
会
法
一
条
）
が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
が

起
こ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
公
的
保
証
機
関
に
よ
る
機
能
停
止
と
い
う
事
態
は
絶
対
的
に
避
け
る
よ
う
努
力
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
の
安
定
的
な
運
営
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
信
用
保
証
協
会
取
引
全
体
の
収
支
は
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。
信
用
保
証
協
会
取
引
が
公
的
保
証
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
収
支
の
う
ち
営
利
法
人
の
目
的
で
あ
る
収
入
よ
り
も
支
出
が
よ
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
信
用
保
証

協
会
の
損
失
で
あ
る
保
証
債
務
履
行
金
の
元
金
で
あ
る
七
〇
〜
八
〇
％
が
中
小
企
業
信
用
保
険
か
ら
の
保
険
金
に
よ
り
補
塡
さ
れ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、「
中
小
企
業
信
用
保
険
の
収
支
」
に
も
着
目
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2

中
小
企
業
信
用
保
険
の
赤
字

中
小
企
業
信
用
保
険
収
支
の
赤
字
は
、
毎
年
度
千
億
円
規
模
計
上
さ
れ
て
い
る
（【
図
７
】
参
照
）。
担
当
行
政
官
も
、
毎
年
度
の
中
小
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企
業
信
用
保
険
収
支
の
千
億
円
規
模
の
赤
字
を
構
造
的
と
評
し
て

30
）

い
る
。
ま
た
、
今
後
も
引
続
き
大
幅
な
赤
字
基
調

が
継
続
す
る
見
込
み
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て

31
）

い
る
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
信
用
保
険
の
経
常
的
で
多
額
の
赤
字
が
生
み
出
さ
れ
る
の
か（
本
稿
で
の
問
題

意
識
）。
中
小
企
業
信
用
保
険
契
約
と
信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係
が
中
小
企
業
信
用
保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険

金
支
払
い
に
お
い
て
直
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
信
用
保
証
協
会
保
証
の
三
面
関
係
」に
着
目
し
て
考
え
て

み
る
こ
と
と
す
る
。

二

信
用
保
証
協
会
取
引
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

病
理
面

「
信
用
保
証
協
会
取
引
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

病
理
面
」
で
は
、
具
体
的
な
取
引
当
事
者
毎
に
、「
取
引
構
造
」

と
「
取
引
実
態
」
と
に
分
け
て
、
特
に
後
者
の
取
引
実
態
に
関
し
て
は
当
該
取
引
当
事
者
を
巡
る
「
社
会
的
経
済
的

背
景
」
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
「
具
体
例
」
を
以
下
に
述
べ
る
。

1

金
融
機
関

㈠

取
引
構
造

金
融
機
関
は
中
小
零
細
事
業
者
へ
金
銭
の
貸
出
し
な
ど
の
与
信
を
基
本
的
に
は
お
こ
な
い
、
与
信
に
関
す
る
中
小

零
細
事
業
者
の
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
は
信
用
保
証
協
会
の
債
務
保
証
に
よ
っ
て
転
嫁
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
金

融
機
関
に
と
っ
て
は
み
ず
か
ら
単
独
で
の
中
小
零
細
事
業
者
と
の
与
信
取
引
と
比
較
し
て
、
信
用
保
証
協
会
と
の
関

係
が
加
わ
る
だ
け
事
務
負
担
が
増
す
が
、
取
引
の
不
利
益
リ
ス
ク
を
信
用
保
証
協
会
へ
転
嫁
・
回
避
で
き
る
と
い
う
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中小企業信用保険制度に関する収支状況(29) 図７

(年度：億円)

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

保険収支 ▲804 ▲1,883 ▲2,093 ▲4,504 ▲5,796 ▲6,048 ▲4,324
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メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
金
融
機
関
と
し
て
は
信
用
保
証
協
会
と
の
関
係
が
加
わ
る
事
務
負
担
増
と
、
当
該
中
小
零
細
事
業
者
の
債
務
不
履

行
リ
ス
ク
と
を
比
較
衡
量
し
て
、
た
と
え
ば
当
該
中
小
零
細
事
業
者
の
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
が
極
め
て
低
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
当
該
金
融
機
関
が
み
ず
か
ら
単
独
で
こ
の
中
小
零
細
事
業
者
に
貸
出
し
な
ど
の
与
信
を
お
こ
な
う
と
い
う
よ
う
に
、
信
用
保
証
協
会

保
証
を
利
用
す
る
か
否
か
を
総
合
的
見
地
か
ら
合
理
的
に
決
し
て
い
く
と
い
え
る
。

信
用
保
証
協
会
は
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
高
い
信
用
力
（
保
証
債
務
履
行
能
力
）
を
有
す
る
公
的
保
証
機
関
で
あ
る
か
ら
、
金
融
機
関

に
と
っ
て
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が
得
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
当
該
中
小
零
細
事
業
者
へ
の
与
信
リ
ス
ク
を
信
用
保
証
協
会
へ
ヘ
ッ
ジ
で
き

る
の
で
あ
り
、
極
論
す
れ
ば
信
用
保
証
協
会
が
当
該
中
小
零
細
事
業
者
の
保
証
を
引
受
け
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
（
こ
の
よ
う
な
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
取
引
へ
の
姿
勢
は
、
本
稿
で
の
問
題
の
核
心
で
あ
る
）。
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
・
ス
キ
ー

ム
・
仕
組
み
に
お
い
て
金
融
機
関
は
有
利
な
立
場
に
あ
り
、
実
質
的
な
保
証
取
引
の
成
否
判
断
は
当
然
な
が
ら
信
用
保
証
協
会
の
判
断

に
か
か
っ
て
く
る
と
い
え
る
。

㈡

取
引
実
態

⑴

社
会
的
経
済
的
背
景

一
九
九
七
年
に
北
海
道
拓
殖
銀
行
や
山
一
證
券
が
経
営
破
綻
し
、
翌
一
九
九
八
年
に
は
日
本
長
期
信
用
銀
行
や
日
本
債
券
信
用
銀
行

な
ど
の
大
手
銀
行
す
ら
経
営
破
綻
し
た
。
金
融
庁
で
は
金
融
庁
の
監
督
指
針
に
よ
り
、
金
融
機
関
の
「
自
己
資
本
」
が
不
足
し
た
場
合

に
は
早
期
是
正
措
置
（
銀
行
法
二
六
条
）
を
発
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
融
機
関
の
自
己
資
本
不
足
に
よ
る
早
期
是
正
措
置
発
動
の
前

提
と
し
て
、
一
九
九
九
年
に
は
金
融
庁
の
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
貸
倒
引
当
金
の
計
上
基
準
が
明
確
化
さ
れ
た
。
①
銀
行
法
一
四
条

の
二
が
規
定
す
る
「
銀
行
の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
の
基
準
」
に
つ
い
て
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
大
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蔵
省
告
示
第
五
五
号
別
表
第
一
に
よ
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
は
一
〇
％
と
さ
れ
て
お
り
、
②
『
金

融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
別
冊
〔
中
小
企
業
融
資
編
〕』
一
〇
頁
（
金
融
庁
・
二
〇
〇
四
年
二
月
）
の
債
権
分
類
（
債
権
分
類
に
応
じ
て
金
融
機
関

に
貸
倒
引
当
金
を
計
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の
財
務
の
健
全
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
）で
も
、
信
用
保
証
協
会
保
証
部
分
は
保

全
が
認
め
ら
れ
て

32
）

い
る
。
一
九
九
九
年
に
は
、
大
手
都
市
銀
行
が
公
的
資
金
を
導
入
す
る
際
、
中
小
企
業
向
け
融
資
拡
大
を
公
約
し
て

33
）

い
た
。
ま
た
、
た
と
え
ば
二
〇
〇
二
年
に
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
が
公
的
資
金
の
注
入
を
受
け
る
際
に
も
、
中
小
企
業
向
け
融
資
拡
大
な
ど

を
柱
と
す
る
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て

34
）

い
た
。
経
営
健
全
化
計
画
の
実
績
が
計
画
比
七
割
未
満
で
あ
る
と
、
金
融
庁
は
銀
行
法
二

六
条
に
基
づ
く
業
務
改
善
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
が

35
）

で
き
、
業
務
改
善
命
令
を
受
け
た
金
融
機
関
は
業
務
改
善
計
画
書
を
金
融
庁
へ
提

出
し
、
金
融
庁
よ
り
三
ヶ
月
毎
に
計
画
履
行
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
と

36
）

な
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
は
不
動
産
を
中
心
と
し
た
モ
ノ

の
価
値
が
低
下
し
て
い
る
デ
フ
レ
経
済
下
で
適
当
な
担
保
目
的
物
は
見
出
し
難
く
、
か
つ
不
況
下
で
多
額
の
中
小
零
細
事
業
者
の
事
業

資
金
の
保
証
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
は
せ
い
ぜ
い
中
小
零
細
事
業
者
の
経
営
者
個
人
く
ら
い
し
か
お
ら
ず
、
金
融
機
関
独
自
で
融
資
な

ど
を
実
行
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
。
中
小
零
細
事
業
で
も
事
業
資
金
は
個
人
消
費
者
ロ
ー
ン
と
比
較
し
て
、
高
額
の
債
務
引
受
け

と
な
る
の
で

37
）

あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
一
九
九
九
年
に
は
債
権
管
理
回
収
業
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
サ
ー
法
）
が
施
行
さ
れ
た
。
サ
ー
ビ

サ
ー
（
債
権
回
収
会
社
）
と
は
、
債
権
者
か
ら
委
託
を
受
け
て
ま
た
は
債
権
を
譲
受
け
て
債
権
管
理
回
収
を
お
こ
な
う
民
間
の
債
権
管
理

回
収
業
者
を
い
う
（
現
行
法
で
は
、
株
式
会
社
形
態
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る

債
権
管
理
回
収
業
に
関
す
る
特
別
措
置
法
三
条
）。
こ
れ
ま
で

日
本
で
は
、
債
権
管
理
回
収
業
務
（
特
に
、
債
権
回
収
業
務
）
は
い
わ
ゆ
る
暴
力
団
や
事
件
屋
な
ど
の
反
社
会
的
勢
力
の
介
入
を
防
ぐ
た

め
に
弁
護
士
以
外
に
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
っ
て
日
本
の
金
融
機
関
な
ど
の
不
良
債
権
が
急
激
に
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膨
れ
上
が
り
、
弁
護
士
だ
け
で
不
良
債
権
を
早
期
に
か
つ
効
率
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
な
状
況
に
な

39
）

っ
た
。
当
時
金
融
機
関
の
「
不
良
債
権
処
理
」
問
題
は
最
も
重
要
な
施
策
課
題
の
一

つ
と
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
は
二
〇
〇
四
年
度
ま
で
に
主
要
銀
行
の
不
良
債
権
を
半
減
さ
せ
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
し
た
政
府
の
「
改
革
加
速
の
た
め
の
総
合
対
応
策
」
と
「
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
公
表
さ
れ
、
金
融
機
関
の
不
良
債
権
処
理
の
主
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
サ
ー
ビ
サ
ー
が
果
た
す
役

割
が
大
き
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
サ
ー
法
施
行
後
暫
く
は
都
市
銀
行
な
ど
に

よ
る
サ
ー
ビ
サ
ー
業
界
へ
の
参
入
が
相
次
ぎ
、
地
方
銀
行
に
お
い
て
も
サ
ー
ビ
サ
ー
業
界
へ
参
入
す

る
者
も
出
て
き
た
。
二
〇
〇
二
年
（
六
月
三
〇
日
）
時
点
、
サ
ー
ビ
サ
ー
の
業
務
概
況
に
お
い
て
、
全

体
回
収
額
約
三
兆
円
（
二
、九
八
八
、一
三
七
、一
一
七
千
円
）
に
対
し
、
銀
行
系
サ
ー
ビ
サ
ー
は
う
ち
約

一

六
兆
円（
一
、六
二
四
、〇
九
七
、五
二
四
千
円
）（
五
四

四
％
）で
あ

40
）

っ
た
。
た
と
え
ば
、
銀
行
系
サ
ー

ビ
サ
ー
と
し
て
、
高
橋
勉
「
サ
ー
ビ
サ
ー
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
〇
〇
三
年
二
月
二
五
日
号
一
一
六
頁

に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
債
権
回
収
、
あ
お
ぞ
ら
債
権
回
収
、
エ
ス
エ
ム
ビ
ー
シ
ー
ロ
ー
ン

債
権
回
収
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
債
権
回
収
、
や
ま
び
こ
債
権
回
収
、
総
合
債
権
回
収
、
東
京
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
債
権
回
収
、
あ
さ
ひ
債
権
回
収
、
し
ま
な
み
債
権
回
収
、
ち
ば
債
権
回
収
、
ビ
ー
エ
ム
債
権
回

収
、
や
し
お
債
権
回
収
、
山
陰
債
権
回
収
、
日
本
リ
バ
イ
バ
ル
債
権
回
収
の
名
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
で
も
中
小
零
細
事
業
者
向
け
貸
出
し
を
増
加
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
た
多
く
の
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
信
用
力
の
優
れ
た（
保
証
債
務
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信用保証協会の保証債務履行状況(38) 図８

金 額(億円) 件 数 １件あたりの金額

(万円)

2002年度 12,604 138,488 910

2003年度 10,217 119,930 852

2004年度 8,279 97,422 850

2005年度 6,872 80,368 855

2006年度 6,852 78,708 871
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履
行
能
力
が
極
め
て
高
い
）
公
的
保
証
機
関
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
付
保
証
を
、
金
融
機
関
が
利
用
し
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。

⑵

具
体
例

１

信
用
保
証
協
会
の
審
査
任
せ
・
杜
撰
な
債
権
管
理
回
収

信
用
保
証
協
会
保
証
に
関
し
、
二
〇
〇
〇
年
当
時
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
た
。

「
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が
あ
れ
ば
断
る
理
由
は
な
い
（
都
市
銀
行
）。
こ
れ
ま
で
取
引
し
た
こ
と
も
な
い
企
業
に
融
資
し
て
い
る
だ

け
に
、
リ
ス
ク
管
理
は
お
ざ
な
り
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
特
別
保
証
は
債
務
超
過
な
ど
余
程
の
悪
条
件
が
な
い
限
り
、
保
証
協
会
の

保
証
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。
保
証
さ
え
あ
れ
ば
、
貸
出
先
が
破
綻
し
て
も
銀
行
が
保
証
協
会
か
ら
融
資
の
弁
済
を
受
け
ら
れ
る
」

「
マ
ル
保（
筆
者
注：

信
用
保
証
協
会
保
証
と
い
う
意
味
の
業
界
用
語
）を
活
用
し
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
融
資
を
積
上
げ
て
い
る
銀
行
も
あ
る
。

経
営
健
全
化
計
画
で
掲
げ
た
中
小
企
業
向
け
融
資
の
目
標
額
を
達
成
す
る
た
め
で
あ
る
。「
特
に
二
〇
兆
円
の
特
別
保
証
枠
が
三
〇
兆
円

に
か
さ
上
げ
さ
れ
た
一
九
九
九
年
秋
以
降
は
中
小
企
業
融
資
を
伸
ば
す
た
め
に
マ
ル
保
を
利
用
し
て
い
る
（
都
銀

41
）

幹
部
）」」。

ま
た
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
回
収
の
実
態
と
の
比
較
の
た
め
に
、
以
下
に
「
信
用
保
証
協
会
保
証
付
で
は
な
い
債
権

回
収
の
実
態
」
を
引
用
し
て
お
く
（
信
用
保
証
協
会
付
債
権
と
信
用
保
証
協
会
付
で
は
な
い
債
権
の
金
融
機
関
の
債
権
管
理
回
収
姿
勢
に
差
異
が

存
在
す
る
こ
と
は
、
本
稿
で
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
）。「
一
九
九
八
年
夏
、
旧
三
和
銀
行
の
「
資
金
回
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
り
、
同
年
（
一
九
九
八
年
）
一
二
月
に
は
旧
東
海
銀
行
の
「
延
滞
開
始
時
の
ル
ー
ル
」
と
い
う
内
部
文
書
も
国
会
で
取

上
げ
ら
れ
た
。

旧
三
和
銀
行
の
「
回
収
・
保
全
強
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、「
順
調
に
返
済
中
の
貸
出
先
」
か
ら
も
強
引
に
担
保
を
追

加
さ
せ
た
り
、
返
済
額
を
増
額
さ
せ
る
た
め
に
「
取
引
先
の
落
ち
度
を
見
つ
け
、
取
引
先
が
『
申
し
訳
な
い
』
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

立
っ
た
う
え
で
本
題
の
交
渉
に
入
る
な
ど
、
十
分
な
工
夫
が
課
題
の
確
率
を
高
め
る
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
相
手
の
ス
キ
を
突
い
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て
資
金
回
収
を
進
め
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
で
あ
っ
た
。

旧
東
海
銀
行
の
場
合
も
、
利
払
い
や
元
本
返
済
が
遅
れ
た
融
資
先
へ
の
対

応
を
事
細
か
に
記
し
た
も
の
で
、「
延
滞
開
始
と
同
時
に
厳
し
い
対
応
を
取
る
こ
と
が
最
善
策
」
と
し
て
、「
主
力
行
が
再
建
支
援
に
乗

出
す
な
ど
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
正
常
化
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
い
ち
早
く
強
硬
手
段
に
出
る
の
が
最
も
効
果
的
か
つ
効

率
的
」「
確
実
に
そ
の
時
期
に
応
じ
た
督
促
を
お
こ
な
い
、
そ
の
記
録
を
残
し
て
い
く
」「
督
促
は
段
階
を
追
っ
て
徐
々
に
そ
の
姿
勢
を

強
め
て
い
く
」
な
ど
考
え
ら
れ
得
る
限
り
の
対
応
を
細
か
く
書
き
、
極
め
つ
け
は
「
言
い
逃
れ
の
よ
う
な
い
い
加
減
な
理
由
は
許
さ
れ

ず
、
…
腹
落
と
し
で
き
る
ま
で
追
及
す
る
。
た
だ
し
納
得
で
き
る
理
由
が
あ
れ
ば
、
延
滞
を
許
す
わ
け
で
は
な
い
」
と
釘
ま
で
刺
し
て

42
）

い
る
」。

２

信
用
保
証
協
会
保
証
付
で
は
な
い
債
権
の
返
済
へ
の
資
金

43
）

流
用

横
浜
銀
行
事
件

横
浜
銀
行
事
件
は
、
公
的
保
証
を
利
用
し
て
企
業
が
借
り
た
資
金
を
既
存
の
自
行
の
融
資
返
済
に
充
て
る
よ
う
に
、
銀
行
本
部
か
ら

全
営
業
店
へ
指
示
・
通
達
を
出
し
て
い
た

44
）

事
件
で
あ
る
。
当
時
の
小
渕
恵
三
首
相
は
、
一
九
九
八
年
一
二
月
七
日
午
前
の
衆
議
院
予
算

委
員
会
で
、
横
浜
銀
行
が
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
別
保
証
制
度
を
利
用
し
て
自
行
の
融
資
の
一
部
を
回
収
し
よ
う

と
し
た
旧
債
振
替
問
題
に
つ
い
て
、
特
別
保
証
枠
と
し
て
用
意
し
た
二
〇
兆
円
の
資
金（
筆
者
注：

後
に
三
〇
兆
円
と
な
っ
た
の
は
、
前
述

の
と
お
り
で
あ
る
）
は
、
中
小
企
業
を
救
済
し
て
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
金
融
機
関
を
救
済
す
る
た
め
に
作
っ

た
制
度
で
は
な
い
と
述
べ
、
徹
底
し
た
実
態
調
査
に
乗
出
す
考
え
を
示

45
）

し
た
。
ま
た
、
当
時
の
与
謝
野
馨
通
産
大
臣
は
、
一
九
九
八
年

一
二
月
八
日
の
閣
議
後
の
会
見
で
一
部
銀
行
が
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
別
保
証
制
度
を
使
っ
て
自
行
の
融
資
を
回

収
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
し
ょ
せ
ん
金
貸
し
は
金
貸
し
、
銀
行
員
は
人
々
が
思
っ
て
い
る
よ
う
な
素
敵
な
人
た
ち
の
集
団

で
は
な
い
と
批
判
し
、
中
小
企
業
に
資
金
を
供
給
す
る
制
度
の
趣
旨
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
企
業
が
借
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入
金
を
返
済
で
き
な
く
て
も
約
定
に
よ
り
代
位
弁
済
し
な
い
（
筆
者
注：

旧
債
振
替
禁
止
に
よ
る
保
証
免
責

約
定
書
例
三
条
本
文
・
一
一

条
一
号
）こ
と
も
あ
り
得
る
と
述
べ
て

46
）

い
る
。
な
お
、
中
小
企
業
庁
で
は
、
金
融
機
関
に
対
し
、
公
的
保
証
を
利
用
し
た
借
入
金
で
既
存

の
自
行
融
資
へ
の
返
済
振
替
を
禁
止
す
る
通
達
を
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て

47
）

い
た
。
横
浜
銀

行
事
件
に
関
連
し
当
時
の
日
野
正
晴
金
融
監
督
庁
長
官
は
、
一
九
九
九
年
一
月
二
七
日
午
後
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
金
融
機
関
が

信
用
保
証
協
会
の
制
度
を
利
用
し
て
既
存
の
自
行
融
資
を
回
収
し
た
の
は
一
九
九
八
年
一
〇
月
と
翌
一
一
月
の
僅
か
二
ヶ
月
で
二
、四

二
九
億
円
に
も
上
っ
て
い
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
旧
債
振
替
な
ど
で
悪
質
な
事
例
が
あ
っ
た
銀
行
五
行
と
一
信
金
に
業
務
改
善

命
令
を
出

48
）

し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
三
月
五
日
付
で
当
時
の
金
融
監
督
庁
は
、
都
銀
三
行
な
ど
七
金
融
機
関
に
、
銀
行
法
二
六
条

に
基
づ
く
業
務
改
善
命
令
を
出

49
）

し
た
。
こ
の
当
時
の
金
融
監
督
庁
の
調
査
に
関
し
岸
井
雄
作
「
信
用
保
証
制
度
を
悪
用
す
る
銀
行
の
反

モ
ラ
ル
性
」
月
刊
官
界
二
五
巻
二
号
一
二
八
頁
は
、「
監
督
庁
の
「
調
査
」
が
銀
行
で
の
聞
き
取
り
で
し
か
な
く
、
ま
た
融
資
先
の
中
小

企
業
ま
で
調
べ
る
要
員
も
居
な
い
」
と
は
い
え
、「
泥
棒
に
『
盗
み
を
や
っ
た
か
』
と
聞
く
よ
う
な
も
の
」
で
、
ま
っ
た
く
信
用
で
き
な

い
と
い
っ
た
ら
言
葉
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
」、
と
批
判
す
る
。

３

保
証
免
責
に
対
す
る
保
証
債
務
履
行
の
働
き
か
け

北
国
銀
行

50
）

事
件

北
国
銀
行

51
）

事
件
は
、
北
国
銀
行
の
当
時
の
頭
取
ら
が
、
焦
げ
付
い
た
融
資
に
つ
い
て
石
川
県
信
用
保
証
協
会
に
基
本
財
産
と
な
る
負

担
金
の
拠
出
拒
否
を
ち
ら
つ
か
せ
不
正
な
代
位
弁
済
を
さ
せ
た
（
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
保
証
免
責
通
知
を
撤
回
さ
せ
た
）
と

さ
れ
る

52
）

事
件
で
あ
る
。
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
は
、
信
用
保
証
協
会
に
信
用
保
証
協
会
の
基
本
財
産
と
な
る
負
担
金
の
拠
出
拒
否
が

石
川
県
銀
行
協
会
会
長
行
で
あ
る
北
国
銀
行
だ
け
が
で
き
た
か
は
疑
問
で
あ
り
、
信
用
保
証
協
会
が
代
位
弁
済
を
拒
め
る
担
保
不
足
な

ど
の
保
証
条
件
違
反
に
よ
る
保
証
免
責
事
由
（
約
定
書
例
一
一
条
二
号
）
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
議
論
が
あ
り
得
る
な
ど
と
し
て
原
判
決
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（
有
罪
判
決
）
を
破
棄
し
高
等
裁
判
所
へ
差

53
）

戻
し
、
無
罪
と

54
）

な
り
確
定

55
）

し
た
と
い
う
も
の
で

56
）

あ
る
。
刑
事
裁
判
で
は
あ
る
も
の
の
最
高
裁

判
所
も
実
質
的
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
を
巡
る
解
釈
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら（
こ
の
点

も
本
稿
で
は
重
要
な
視
点
と
な
る
）、
ど
の
よ
う
に
問
題
を
処
理
す
べ
き
か
と
い
う
点
が
争
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2

中
小
零
細
事
業
者

㈠

取
引
構
造

信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
・
ス
キ
ー
ム
・
仕
組
み
に
お
い
て
、
金
融
機
関
と
同
様
に
中
小
零
細
事
業
者
は
、
み
ず
か
ら
が
金
融
機
関

か
ら
の
金
銭
借
入
れ
な
ど
を
欲
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
信
用
保
証
協
会
保
証
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
有
利
で
あ
る
。
中
小
零
細
事
業
者

も
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
の
公
的
保
証
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
金
銭
の
貸
出
し
な
ど
の
与
信
取
引
が
成
立
し
な
い
と
な
れ
ば
、
信
用

保
証
協
会
の
保
証
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
。

㈡

取
引
実
態

⑴

社
会
的
経
済
的
背
景

一
九
九
一
年
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
、
消
費
の
低
迷
と
物
価
下
落
と
い
う
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
一
般
に
中
小
零
細
事
業
者

の
経
営
が
恒
常
的
に
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

中
小
零
細
事
業
者
は
本
来
的
特
質
と
し
て
、
通
常
は
取
引
先
な
ど
の
影
響
を
直
接
に
受
け
易
く
、
資
産
背
景
な
ど
も
乏
し
い
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
一
度
中
小
零
細
事
業
者
に
損
害
が
発
生
す
れ
ば
当
該
中
小
零
細
事
業
者
は
回
復
不
能
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
財

務
体
質
が
脆
弱
な
中
小
零
細
事
業
者
は
、
事
業
資
金
調
達
も
得
難
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
（
こ
の
よ
う
な
中
小
零
細
事
業
者

の
特
性
・
特
質
は
、
与
信
委
任
的
取
引
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
な
ど
で
も
触
れ
る
）。
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⑵

具
体
例

他
方
で
、
事
業
資
金
以
外
へ
の
資
金

57
）

流
用
、
た
と
え
ば
運
転
資
金
と
し
て
融
資
を
得
た
カ
ネ
で
経
営
者
が
株
式
を
買
っ
て
い
た

保
証
協
会
関
係
者
に
よ
る
と
特
別
保
証
制
度
の
利
用
企
業
に
は
こ
ん
な
極
端
な
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
さ

58
）

れ
る
。

中
小
零
細
事
業
者
借
入
れ
の
事
業
資
金
以
外
へ
の
資
金
流
用
は
、
金
融
機
関
に
よ
る
貸
出
競
争
・
融
資
金
に
よ
る
強
い
投
資
勧
誘
な

ど
、
金
融
機
関
主
導
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

3

信
用
保
証
協
会

㈠

取
引
構
造

こ
の
よ
う
に
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
・
ス
キ
ー
ム
・
仕
組
み
に
お
い
て
金
融
機
関
お
よ
び
中
小
零
細
事
業
者
は
、
有
利
な
立
場
で

あ
る
。
金
融
機
関
お
よ
び
中
小
零
細
事
業
者
に
対
し
、
信
用
保
証
協
会
は
ど
う
か
。

一
見
す
る
と
信
用
保
証
協
会
は
中
小
零
細
事
業
者
の
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
を
引
受
け
る
の
だ
か
ら
、
不
利
な
立
場
と
思
え
る
。
し
か

し
、
実
際
は
必
ず
し
も
信
用
保
証
協
会
は
不
利
な
立
場
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
信
用
保
証
協
会
は
、
信
用
保
証
協
会
保
証
の
種
別

に
よ
っ
て
は
中
小
企
業
信
用
保
険
に
よ
る
損
失
塡
補
（
保
証
債
務
履
行
金
の
元
本
の
七
〇
〜
八
〇
％
補
塡
が
多
い
）
に
加
え
都
道
府
県
や
市

区
町
村
と
い
っ
た
地
方
公
共
団
体
、
場
合
に
よ
っ
て
は
国
か
ら
も
損
失
補
償
を
受
け
て
、
保
証
債
務
履
行
金
の
元
本
す
べ
て
な
い
し
は

そ
れ
に
近
い
金
額
が
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

㈡

取
引
実
態

⑴

社
会
的
経
済
的
背
景

特
に
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
は
、
公
的
保
証
機
関
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
活
用
へ
の
強
い
期
待
を
生
ん
だ
。
ま
た
経
営
体
力
が
低
下
し
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た
多
く
の
金
融
機
関
や
中
小
企
業
向
け
貸
出
し
の
数
値
ノ
ル
マ
を
経
営
健
全
化
計
画
と
し
て
課
さ
れ
た
金
融
機
関
に
お
い
て
、
信
用
保

証
協
会
の
活
用
が
一
層
注
目
さ
れ
た
。
国
や
地
方
公
共
団
体
も
、
経
済
対
策
と
し
て
の
中
小
企
業
政
策
と
し
て
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
は

通
常
時
よ
り
も
充
実
し
た
予
算
措
置
を
採
り
、
法
律
・
政
令
・
規
則
や
条
例
を
創
設
・
改
廃
す
る
と
と
も
に
行
政
指
導
も
強
化
し
て
い

る
。中

小
零
細
事
業
者
も
経
済
状
況
が
厳
し
い
時
に
こ
そ
公
的
保
証
機
関
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
が
信
用
補
完
機
能
を
一
層
発
揮
す
べ
き

と
し
て
直
接
に
信
用
保
証
協
会
の
窓
口
に
保
証
の
引
受
け
を
要
請
す
る
者
や
、
行
政（
信
用
保
証
協
会
の
主
務
官
庁
や
管
轄
地
方
公
共
団
体
）

を
通
じ
て
同
様
に
お
こ
な
う
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
で
政
治
的
に
同
様
に
お
こ
な
う
者
な
ど
が
存
在
す
る
。

⑵

具
体
例

た
と
え
ば
、
中
小
零
細
事
業
者
か
ら
依
頼
を
受
け
て
政
治
家
な
ど
の
媒
介
者
が
東
京
信
用
保
証
協
会
へ
の
信
用
保
証
に
関
す
る
口
利

き
を
し
、
謝
礼
を
受
取
っ
た
、
出
資
法
違
反
事
件
が
あ
っ
た
（
出
資
法
四
条
・
刑
法

59
）
60
）

二
四
七
条
）。

4

小

括

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
・
取
引
の
オ
モ
テ
の
面
は
、
単
独
で
は
信
用
力
の
欠
け
る
中
小
零
細
事
業
者
の

信
用
力
を
補
完
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
中
小
零
細
事
業
者
の
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
輝
か
し
い
仕
組
み
で
あ
る

（
生
理
面
・
光
の

61
）

部
分
）。
し
か
し
他
方
に
お
い
て
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
・
取
引
の
い
わ
ば
ウ
ラ
の
面
に
は
、
信
用
保
証
協
会
保
証
制

度
に
参
加
す
る
当
事
者
の
制
度
や
仕
組
み
に
頼
り
き
っ
て
し
ま
う
怠
惰
や
怠
惰
を
超
え
た
濫
用
や
悪
用
・
背
信
（
病
理
面
・
影
の
側
面
）

も
ま
っ
た
く
な
い
で
は
な
い
（
本
稿
は
こ
の
点
の
是
正
・
解
決
を
志
向
す
る
）。

た
と
え
ば
先
に
掲
げ
た
具
体
例
の
ほ
か
に
も
、
中
小
零
細
事
業
者
に
よ
る
信
用
保
証
協
会
保
証
詐
欺
事
案
も
あ

62
）

る
し
、
中
小
零
細
事
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業
者
の
み
な
ら
ず
金
融
機
関
が
貸
出
競
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
当
該
中
小
零
細
事
業
者
と
と
も
に
謀
り
な
が
ら
同
様
に
信
用
保

証
協
会
保
証
詐
欺
を
お
こ
な
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。

Ⅲ

信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
を
理
想
に
近
付
け
る
た
め
に

信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
に
参
加
す
る
当
事
者
の
制
度
や
仕
組
み
に
頼
り

き
っ
て
し
ま
う
怠
惰
や
怠
惰
を
超
え
た
濫
用
や
悪
用
・
背
信
（
病
理
面
・
影
の
側
面
）
も
ま
っ
た
く
な
い
で
は
な
い
。

他
方
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
は
、
信
用
保
証
協
会
お
よ
び
中
小
企
業
信
用
保
険
や
損
失
補
償
が
公
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
信
用

保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
や
信
用
保
証
協
会
と
中
小
零
細
事
業
者
と
の
保
証
委
託
契
約
に
お
い
て
公
費
最
小
化
（
損
失
最
小
化
）

が
図
ら
れ
て
い
る
。

公
費
最
小
化
（
損
失
最
小
化
）
と
い
う
理
想
を
、
取
引
に
お
け
る
当
事
者
の
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
や
仕
組
み
に
頼
り
き
っ
て
し
ま

う
怠
惰
や
怠
惰
を
超
え
た
濫
用
や
悪
用
・
背
信
の
可
能
性
が
む
し
ろ
高
い
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ら
の
弊
害
を
防
止
す
る
あ
ら
か
じ
め
の
手
だ
て
（
予
防
）
が
必
要
に
な
る
。
法
律
的
に
は
取
引
当
事
者
の
具
体
的
義
務
が
問
題
と
な
り

得
る
（
問
題
の
所
在
）。

24
）

國
井
和
郎
「
問
題
の
整
理
と
理
論
的
課
題－

協
会
保
証
を
中
心
に
し
て
」
金
融
法
学
会
編
『
金
融
法
研
究
（
一
六
）
資
料
編
』
二
六
七

頁
。

25
）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
六
年
三
月
二
三
日
一
頁
、
同
四
月
一
七
日
二
頁
。

26
）

公
的
信
用
補
完
機
関
の
「
継
続
・
存
続
」
の
た
め
に
収
益
性
が
重
要
と
の
発
想
は
、
次
編
の
保
険
的
構
成
を
考
え
る
う
え
で
大
切
な
視
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点
と
な
る
（
第
Ⅱ
編
第
一
章
）。

損
失
最
小
化
は
、
本
稿
を
貫
く
極
め
て
重
要
な
分
析
視
角
で
あ
る
。

27
）
「
見
直
し
が
進
む
中
小
企
業
向
け
信
用
保
証
制
度
」
み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
五
一
号
八
頁
よ
り
抜
粋
。

28
）
「
代
位
弁
済
急
増
の
大
阪
は
銀
行
の
寄
付
（
出
え
ん
）
で
危
機
回
避
」
週
刊
東
洋
経
済
一
九
九
九
年
三
月
一
三
日
号
一
〇
頁
。

29
）

伊
藤
隆
「
信
用
補
完
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
」
金
融
労
働
調
査
時
報
二
〇
〇
六
年
二
月
号
一
四
頁
。

30
）

橘
高
公
久
「
新
た
な
信
用
補
完
制
度
の
構
築
に
向
け
て
」
経
済
産
業
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
号
三
三
頁
。

31
）
「
難
航
す
る
信
用
補
完
制
度
見
直
し
、
部
分
保
証
は
不
透
明
」
金
融
財
政
事
情
二
〇
〇
六
年
三
月
一
三
日
号
六
頁
。

32
）

金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
: //w

w
w
.fsa

.g
o
.jp
/

）
よ
り
入
手
可
能
。

33
）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
四
日
一
一
頁
。

34
）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
二
年
六
月
六
日
一
一
頁
。

35
）

平
野
真
由
ほ
か
共
著
・
前
掲
注

12
）一
九
八
頁
。

36
）

平
野
真
由
ほ
か
共
著
・
前
掲
注

12
）一
九
五
頁
。

37
）

最
近
の
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
へ
の
保
証
債
務
履
行
負
担
の
平
均
で
も
、
一
件
あ
た
り
の
金
額
は
九
百
万
円
程
度
に
も
な
り（【
図

８
】
参
照
）、
総
体
で
毎
年
七
千
億
円
程
度
は
最
低
で
も
保
証
債
務
履
行
（
代
位
弁
済
）
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

38
）

全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会
『
業
務
便
覧
』
平
成
一
九
年
版
二
頁
よ
り
、
筆
者
ら
が
統
計
処
理
。

39
）

本
間
章
一
「
サ
ー
ビ
サ
ー
制
度
に
つ
い
て
」
民
事
法
情
報
二
〇
九
号
一
七
頁
。

40
）

阿
久
津
昇
一
「
サ
ー
ビ
サ
ー
制
度
の
現
状
と
課
題
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
五
巻
一
二
号
七
頁
。

な
お
、
近
時
の
サ
ー
ビ
サ
ー
に
お
け
る
法
的
問
題
を
扱
っ
た
論
稿
に
、
平
野
真
由
「
サ
ー
ビ
サ
ー
に
お
け
る
行
政
債
権
取
扱
い
の
法
的
課

題
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
二
〇
〇
九
年
八
月
号
一
〇
〇
頁
が
存
在
す
る
。

41
）

日
経
金
融
新
聞
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
六
日
一
頁
。

42
）

岸
井
雄
作
「
信
用
保
証
制
度
を
悪
用
す
る
銀
行
の
反
モ
ラ
ル
性
」
月
刊
官
界
二
五
巻
二
号
一
二
七
頁
。
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43
）

実
務
で
は
巧
妙
か
つ
悪
質
な
事
案
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
間
で
当
座
貸
越
根
保
証
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
す
る
。
保
証
対
象
で
あ
る
当
座
貸
越
契

約
と
は
、
借
入
人
と
金
融
機
関
と
が
期
間
と
金
額
を
定
め
て
そ
の
範
囲
内
で
反
復
継
続
し
て
資
金
使
途
は
事
業
用
資
金
と
い
う
限
定
だ
け
で

原
則
的
に
自
由
に
借
入
れ
で
き
る
と
い
う
契
約
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
金
融
機
関
に
は
そ
の
金
融
機
関
の
子
会
社
で
別
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事

業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
会
社
で
は
親
会
社
で
あ
る
金
融
機
関
の
業
務
効
率
化
の
た
め
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
親
会
社
で
あ
る
金
融
機
関
が
子
会
社
で
あ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
会
社
の
窓
口
と
な
る
こ

と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
で
は
当
該
中
小
零
細
事
業
者
が
信
用
保
証
協
会
の
当
座
貸
越
根
保
証
の
承
諾
を
得
る
前
に
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
会
社
よ
り
そ
の
中
小
零
細
事
業
者
の
代
表
者
個
人
が
既
に
借
入
れ
を
し
て
お
り
、
そ
の
借
入
金
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
会
社
の
根
抵
当
権
が

設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
不
動
産
の
価
値
が
実
質
的
に
極
め
て
乏
し
い
物
件
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
融
資
が
実
行
さ
れ
、
そ
の
融
資
金
で
借
入
会
社
の
事
業
用
不
動
産
を
購
入
し
た
が
、
そ

の
購
入
し
た
ば
か
り
の
不
動
産
に
信
用
保
証
協
会
保
証
付
融
資
債
権
を
被
担
保
す
る
抵
当
権
設
定
は
な
さ
れ
ず
、
不
動
産
購
入
後
暫
く
し
て

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
会
社
が
根
抵
当
権
設
定
を
受
け
て
い
る
担
保
価
値
が
二
束
三
文
の
代
表
者
個
人
所
有
の
不
動
産
と
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付

融
資
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
中
小
零
細
事
業
者
（
会
社
）
所
有
不
動
産
と
を
等
価
交
換
し
て
、
交
換
後
の
不
動
産
物
件
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
会

社
が
根
抵
当
権
設
定
を
受
け
る
と
い
う
よ
う
な
事
案
も
存
在
す
る
（
信
用
保
証
協
会
付
融
資
を
活
用
し
た
非
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
保
全

強
化
）。

44
）

日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
年
一
二
月
七
日
朝
刊
三
頁
。

45
）

日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
年
一
二
月
七
日
夕
刊
一
頁
。

46
）

日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
年
一
二
月
八
日
夕
刊
二
頁
。

47
）

日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
年
一
月
二
八
日
朝
刊
七
頁
。

48
）

前
掲
注

47
）。

49
）

日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
年
三
月
一
一
日
朝
刊
七
頁
。
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な
お
、
銀
行
法
二
六
条
一
項
は
、
信
用
金
庫
法
八
九
条
一
項
に
よ
り
信
用
金
庫
に
も
準
用
さ
れ
る
。

50
）
「
北
国
銀
行
の
「
代
位
弁
済
」
背
任
と
い
う
罪
」
月
刊
官
界
一
九
九
七
年
一
二
月
号
二
三
二
頁
。

51
）

名
古
屋
高
判
平
成
一
七
・
一
〇
・
二
八
（
差
戻
審
）、
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
八
日
夕
刊
二
三
頁
。

52
）

日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
年
九
月
二
三
日
朝
刊
三
一
頁
、
同
一
九
九
九
年
一
月
一
九
日
夕
刊
一
五
頁
、
同
二
〇
〇
一
年
一
月
二
四
日
夕

刊
一
九
頁
。

53
）

日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
四
年
九
月
一
一
日
朝
刊
三
九
頁
。

54
）

前
掲
注

51
）。

55
）

日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
五
年
一
一
月
八
日
夕
刊
一
七
頁
。

56
）

最
二
小
判
平
成
一
六
・
九
・
一
〇
刑
集
五
八
巻
六
号
五
二
四
頁
。

57
）

上
野
隆
司
「
二
一
世
紀
に
挑
む
信
用
保
証
協
会
と
そ
の
法
律
事
情
」
銀
行
法
務
21
第
五
八
五
号
一
九
頁
。

58
）

前
掲
注

41
）。

59
）
「
信
用
保
証
協
会
事
件
」
週
刊
朝
日
一
〇
五
巻
五
六
号
一
四
九
頁
、「
都
議
聴
取
で
「
信
用
保
証
協
会
」
の
腐
敗
」
週
刊
新
潮
四
五
巻
四

四
号
四
八
頁
。

60
）

信
用
保
証
協
会
・
金
融
機
関
・
中
小
零
細
事
業
者
と
い
う
三
面
関
係
以
外
の
問
題
だ
が
、
中
小
企
業
信
用
保
険
を
加
え
た
四
面
関
係
に

お
い
て
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
に
対
す
る
悪
用
・
背
信
に
関
す
る
事
件
（
保
険
金
詐
欺
事
件
）
が
あ
っ
た
（
朝
日
新
聞

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
八
日
朝
刊
三
四
頁
）。

61
）

平
野
真
由
も
信
用
保
証
協
会
取
引
の
こ
の
よ
う
な
光
の
生
理
面
を
使
命
感
に
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
後
に
信
用
保
証
協
会
の
法

務
分
野
に
身
を
投
じ
た
。
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し
博
士
（P

h
.D
.

）
の
学
位
を
取
得
し
た
現
在
も
な
お
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
生
理
面

を
使
命
感
に
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

62
）

た
と
え
ば
、
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
中
小
零
細
事
業
者
が
事
業
実
態
が
真
実
は
存
在
し
な
い
の
に
あ
た
か
も
事
業
実
態
が
あ
る
か
の
よ

う
に
仮
装
し
て
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
金
融
機
関
が
得
た
事
案
（
控
訴
審：
東
京
高
判
平
成
一
九
・
一
二
・
一
三
金
融
法
務
事
情
一
八
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二
九
号
四
六
頁
、
第
一
審：

さ
い
た
ま
地
判
平
成
一
九
・
六
・
六
金
融
法
務
事
情
一
八
二
〇
号
五
五
頁
）。
本
件
は
、
現
在
、
最
高
裁
判
所
へ

上
告
中
で
あ
る
（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
対
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
事
件
）。

な
お
、
類
似
の
先
例
と
し
て
、
東
京
地
判
昭
和
五
三
・
三
・
二
九
下
民
集
二
九
巻
一
〜
四
号
一
五
三
頁
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
六
九
号
二
三
九

頁
判
例
時
報
九
〇
九
号
六
八
頁
。

第
二
章

信
用
保
証
協
会
取
引
の
間
題
点

本
章
（
信
用
保
証
協
会
取
引
の
間
題
点
）
で
は
、「
信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
法
的
諸
間
題
の
こ
れ
ま
で
と
今
後
」
を
み
た
後
、「
信
用

保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
法
的
一
般
論
」
で
具
体
的
約
定
の
実
際
と
理
論
状
況
を
確
認
し
、
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
で
あ
る
「
民
法

上
の
保
証
構
成
だ
け
に
よ
る
不
都
合
」
を
述
べ
、
最
後
に
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
以
外
の
「
法
的
再
構
成
へ
の
視
点
・
観
点
」
を
探
る
。

第
一
節

信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
従
来
の
法
的
諸
間
題
と
今
後
の
問
題
点

本
節
（
信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
従
来
の
法
的
諸
間
題
と
今
後
の
問
題
点
）
で
は
、
文
字
ど
お
り
「
信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
法
的
諸

間
題
の
こ
れ
ま
で
」
と
、「
信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
法
的
諸
間
題
の
今
後
」
に
分
け
て
考
察
し
、
最
後
に
「
小
括
」
す
る
。

Ⅰ

信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
従
来
の
法
的
諸
間
題

こ
れ
ま
で
の
信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
法
的
諸
間
題
は
、
主
と
し
て
信
用
保
証
協
会
と
、
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
中
小
零
細
事
業

者
や
中
小
零
細
事
業
者
の
保
証
人
（
連
帯
保
証
人
・
物
上
保
証
人
）
や
担
保
物
件
の
第
三
取
得
者
な
ど
と
の
関
係
で
あ

63
）

っ
た
（
信
用
保
証
協
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会
保
証
の
債
務
履
行
「
後
」
の
求
償
権
回
収
場
面
で
の
間
題
）。

と
こ
ろ
が
、
昨
今
の
信
用
保
証
協
会
実
務
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
主
た
る
債
務
者
会
社
の
代
表
者
以
外
の
連
帯
保
証
人
と
物
的
担

保
の
徴
求
が
原
則
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
経
済
的
破
綻
の
連
鎖
防
止
の
観
点
か
ら
、
信
用
保
証
協
会
の
主
務
官
庁
で
あ
る
経
済

産
業
省
が
全
国
五
二
の
信
用
保
証
協
会
に
通
達
送
付
後
約
一
〇
日
以
内
（
二
〇
〇
六
年
四
月
）
に
実
施
す
る
旨
徹
底
さ
せ
た
の
で

64
）

あ
る
。

そ
う
す
る
と
二
〇
〇
六
年
四
月
以
降
に
信
用
保
証
協
会
保
証
取
引
に
お
け
る
信
用
保
証
協
会
保
証
債
務
履
行
「
後
」
の
求
償
権
回
収

場
面
で
は
、
信
用
保
証
協
会
と
中
小
零
細
事
業
者
な
ど
と
の
間
で
は
「
債
権
の
消
滅
時
効
」
の
成
否
が
争
わ
れ
る
く
ら
い
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

Ⅱ

今
後
の
問
題
点

前
述
の
よ
う
に
、
最
近
約
一
〇
年
間
の
金
融
変
革
時
代
で
は
金
融
機
関
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に
よ
る
不
良
債
権
処
理
と
収
益
向
上
・

資
本
充
実
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
金
融
機
関
に
と
っ
て
信
用
保
証
協
会
保
証
は
利
用
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
み
ず

か
ら
の
収
益
に
厳
し
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
金
融
機
関
（
取
引
の
現
実
）
と
、
金
融
機
関
に
信
用
保
証
協
会
保
証
取
引
に
お
い
て
一
定
の

役
割
を
期
待
す
る
信
用
保
証
協
会
（
取
引
の
理
想
）
と
の
間
で
、
従
来
以
上
に
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
見
解
が
対
立
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
信
用
保
証
協
会
保
証
の
債
務
履
行
「
前
」
の
〞
取
引
〝
の
間
題
）。

し
か
し
信
用
保
証
協
会
保
証
の
債
務
履
行
「
前
」
の
〞
取
引
〝
の
間
題
は
、
裁
判
集
、
あ
る
い
は
教
科
書
や
体
系
書
、
さ
ら
に
は
実

務
的
研

65
）

究
書
や
雑
誌
論
文
か
ら
み
て
も
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
「
後
」
の
求
償
権
回
収
場
面
で
の
間
題
（
こ
れ
ま
で
の
問
題
）

に
比
較
し
て
な
ぜ
か
議
論
が
従
来
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
信
用
保
証
協
会
保
証
取
引
の
問
題
は
、
①
約
款
問
題
と
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し
て（
し
か
も
、
取
引
の
専
門
家
同
士
の
）極
め
て
実
務
的
な
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
理
論
研
究
の
対
象
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
、

②
伝
統
的
解
決
方
法
（
た
と
え
ば
前
述
し
た
北
国
銀
行
事
件
の
よ
う
に
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
い
わ
ば
癒
着
の
な
か
で
曖
昧
・
不
明

確
に
問
題
解
決
が
な
さ
れ
る
場
合

古
き
取
引
関
係
）
に
よ
り
紛
争
が
表
面
化
せ
ず
、
研
究
対
象
と
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。と

こ
ろ
が
、
近
時
に
お
い
て
は
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
問
題
に
つ
い
て
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
い
う
当
初
の
取

引
当
事
者
以
外
の
者
か
ら
、
訴
訟
と
い
う
公
の
場
を
通
じ
て
問
題
提
起
さ
れ
る
と
い
う
新
た
な
動
き
・
萌
芽
が
あ
る
（
そ
の
ほ
か
、
比
較

的
最
近
に
立
法
化
さ
れ
た
公
益
通
報
者
保
護
法
に
よ
る
金
融
機
関
職
員
や
信
用
保
証
協
会
職
員
な
ど
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
内
部
告
発
も
実
務
で
は

新
た
な
動
き
と
し
て
存
在
す
る
）。
一
つ
の
動
き
は
、
破
綻
金
融
機
関
処
理
の
た
め
の
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
（R

C
C
:T
h
e R

eso
lu
tio
n

 
a
n
d C

o
llectio

n C
o
rp
o
ra
tio
n

）
の
登
場
で

66
）

あ
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
一
九
九
九
年
に
、
株
式
会
社
住
宅
金
融
債
権
管
理

67
）

機
構
と
株
式
会
社
整

理
回
収

68
）

銀
行
と
が
合
併
し
て
設
立

69
）

さ
れ
、
不
良
債
権
の
回
収
に
お
い
て
破
綻
処
理
費
用
の
最
小
化
を
課
題
と
し
、
国
民
か
ら
も
不
良
債

権
処
理
費
用
の
最
小
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と

70
）

し
て
、
債
権
回
収
に
お
い
て
や
や
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
印
象
が
も
た
れ
て

71
）

い
る
。
Ｒ
Ｃ

Ｃ
が
破
綻
金
融
機
関
の
不
良
債
権
の
譲
受
け
を
中
心
に
不
良
債
権
処
理
の
際
に
活
躍
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で

72
）

あ
り
、
破
綻
金
融
機
関
処

理
な
ど
で
信
用
保
証
協
会
付
債
権
が
Ｒ
Ｃ
Ｃ
へ
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
初
の
信
用
保
証
協
会
と
の
取
引
当
事
者
で
は
な
い
Ｒ

Ｃ
Ｃ
は
不
良
債
権
処
理
費
用
の
最
小
化
と
い
う
眼
目
も
あ
っ
て
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
融
資
機
能
も

73
）

な
く
信
用
保
証
協
会
と
新
た
な
保
証
取
引
関

係
に
も
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
信
用
保
証
協
会
と
原
融
資
者
と
の
約
定
解
釈
の
問
題
が
存
在
す
る
と
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
信
用
保
証
協
会
と
裁

判
外
で
の
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
よ
り
は
裁
判
と
い
う
公
正
・
中
立
な
公
的
解
決
方
法
を
望
む
傾
向
も
み
ら

74
）

れ
る
。
も
う
一
つ
の
動
き

は
、
信
用
保
証
協
会
の
求
償
連
帯
保
証
債
務
履
行
請
求
に
対
す
る
求
償
保
証
人
か
ら
の
抗
弁
で
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
問
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題
が
当
事
者
以
外
の
求
償
保
証
人
か
ら
提
起
さ
れ
る
こ
と
が

75
）

あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
二
小
判
平
成
九
・
一
〇
・

76
）

三
一
や
大
阪
高
判
昭
和

五
三
・
四
・

77
）

一
二
、
大
阪
地
判
昭
和
五
〇
・
九

78
）

・
五
な
ど
が
あ
る
。
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
問
題
を
求
償
保
証
人
が
提
起
す

る
こ
と
は
、
求
償
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
会
社
の
代
表
者
以
外
の
連
帯
保
証
人
と
物
的
担
保
の
徴
求
が
原
則
禁
止
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
実
際
上
考
え
難
く
な
っ
た
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
金
融
機
関
か
ら
Ｒ
Ｃ
Ｃ
へ
の
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
売
却
に
関
す
る
場

合
で
も
、
不
良
債
権
処
理
が
終
結
す
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
法
的
問
題
が
表
面
化
し
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る（
た
だ

し
、
昨
今
の
経
済
状
況
か
ら
、
再
論
の
必
要
も
高
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）。
し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
内
で
も
前
述
の
北
国
銀
行
事
件
な

ど
の
不
祥
事
な
ど
か
ら
組
織
内
の
法
令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
を
見
直
す
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
し
、
他
方
の
取
引
相
手
方
で
あ

る
金
融
機
関
に
お
い
て
も
組
織
内
の
法
令
遵
守
を
見
直
す
機
運
も
高
ま
っ
て
お
り
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
間
に
は
従
来
と

は
異
な
る
、「
緊
張
し
た
関
係
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
現
代
の
取
引
関
係
）。

Ⅲ

小

括

以
上
に
よ
り
、「
信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
法
的
諸
間
題
の
今
後
」に
関
し
て
は
、
①
信
用
保
証
協
会
と
中
小
零
細
事
業
者
な
ど
と

の
間
の
「
債
権
の
消
滅
時
効
」
の

79
）

問
題
と
、
②
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
「
近
時
の
緊
張
し
た
取
引
問
題
」
と
が
あ
っ
た
。

他
方
、
前
章
の
「
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
状
」
で
は
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
オ
モ
テ
の
い
わ
ば
生
理
面
・
光
の
部
分
と
、
ウ
ラ

の
病
理
面
・
影
の
側
面
を
み
た
。
そ
し
て
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
理
想
に
は
、
公
費
最
小
化
・
損
失
最
小
化
が
存
在
す
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
（
特
に
、
ウ
ラ
の
病
理
面
・
影
の
部
分

信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
に
参
加
す
る
当
事
者
の
制
度

や
仕
組
み
に
頼
り
き
っ
て
し
ま
う
怠
惰
や
怠
惰
を
超
え
た
濫
用
や
悪
用
・
背
信
）
を
理
想
（
損
失
最
小
化
）
に
近
付
け
る
た
め
に
は
、
取
引
当
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事
者
の
義
務
付
け
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
信
用
保
証
協
会
取
引
当
事
者
の
義
務
付
け
の
な
か
で
も
、
信
用
補
完
制
度
の
損
失
最

小
化
と
い
う
理
想
か
ら
最
も
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
後
の
信
用
保
証
協
会
取
引
を
巡
る
法
的
諸
間
題
の
う
ち
、
②
の
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
「
近
時
の

緊
張
し
た
取
引
問
題
」
を
考
察
対
象
と
す
る
。
つ
ま
り
、
本
稿
で
以
下
に
「
信
用
保
証
協
会
取
引
」
と
述
べ
る
の
は
、
信
用
保
証
協
会

と
金
融
機
関
と
の
取
引
を
指
す
も
の
と
す
る
。

63
）

信
用
保
証
協
会
と
担
保
目
的
物
の
第
三
取
得
者
と
の
関
係
や
、
担
保
目
的
物
の
後
順
位
担
保
権
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
最
三
小
判
昭

和
五
九
・
五
・
二
九
民
集
三
八
巻
七
号
八
八
五
頁
金
融
・
商
事
判
例
六
九
八
号
三
頁
、
最
一
小
判
昭
和
五
九
・
一
〇
・
四
裁
判
集
民
一
四
三

号
一
頁
判
例
時
報
一
一
四
〇
号
七
四
頁
金
融
法
務
事
情
一
〇
八
二
号
三
七
頁
、
最
二
小
判
昭
和
五
九
・
一
一
・
一
六
裁
判
集
民
一
四
三
号
一

六
五
頁
判
例
時
報
一
一
四
〇
号
七
六
頁
金
融
法
務
事
情
一
〇
八
二
号
三
八
頁
な
ど
が
存
在
す
る
。

64
）

日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
六
年
三
月
二
〇
日
朝
刊
一
頁
、
前
掲
注

25
）。

65
）

た
と
え
ば
、
伊
藤
進
『
信
用
保
証
協
会
保
証
法
概
論
』（
信
山
社
・
一
九
九
二
年
）。

66
）

平
野
真
由
ほ
か
共
著
・
前
掲
注

12
）一
一
五
頁
参
照
。

67
）

住
宅
金
融
専
門
会
社
法
に
基
づ
い
て
、
住
宅
金
融
専
門
会
社
か
ら
債
権
を
譲
り
受
け
て
債
権
の
管
理
・
回
収
を
お
こ
な
う
機
構
。

68
）

破
綻
金
融
機
関
か
ら
譲
受
け
た
債
権
の
回
収
業
務
な
ど
を
お
こ
な
う
組
織
。

な
お
、
現
在
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
健
全
金
融
機
関
か
ら
も
債
権
を
譲
受
け
る
（
詳
し
く
は
、
平
野
真
由
「
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
売
却
に
関

す
る
実
務
」
銀
行
実
務
二
〇
〇
二
年
一
二
月
号
五
九
頁
以
下
、
お
よ
び
後
掲
注

）参
照
）。

69
）

h
ttp
: //w

w
w
.k
a
ish
u
k
ik
o
u
.co
.jp
/q
a
/a
1 1.h

tm
l

70
）

h
ttp
: //w

w
w
.k
a
ish
u
k
ik
o
u
.co
.jp
/q
a
/a
1 2.h

tm
l

71
）

た
だ
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
も
債
務
者
の
債
務
清
算
だ
け
に
目
を
向
け
た
債
権
回
収
だ
け
で
は
な
く
、
債
務
者
の
再
建
を
目
指
し
た
サ
ー
ビ
シ
ン
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グ
機
能
を
担
う
努
力
も
さ
れ
て
い
る
（
平
野
真
由
「
保
証
協
会
付
き
債
権
の
信
託
譲
渡
ス
キ
ー
ム
を
見
る
」
近
代
セ
ー
ル
ス
二
〇
〇
四
年
五

月
一
日
号
八
八
頁
）。

72
）

な
お
、h

ttp
: //w

w
w
.k
a
ish
u
k
ik
o
u
.co
.jp
/in
tro
/in
tro
 
001.h

tm
l

も
参
照
。

73
）

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
融
資
機
能
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
信
用
保
証
協
会
取
引
に
お
い
て
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
が
Ｒ
Ｃ
Ｃ
へ
売
却
さ
れ
る

弊
害
を
考
え
る
う
え
で
、
た
い
へ
ん
重
要
な
点
と
な
る
（
後
述
、
第
三
節
Ⅰ
二
）。

74
）

た
と
え
ば
、
東
京
地
判
平
成
一
二
・
一
二
・
一
八
金
融
法
務
事
情
一
六
一
一
号
九
五
頁
、
東
京
高
判
平
成
一
三
・
六
・
二
六
（
前
掲
東

京
地
判
平
成
一
二
・
一
二
・
一
八
の
控
訴
審
）
金
融
・
商
事
判
例
一
一
二
四
号
二
五
頁
金
融
法
務
事
情
一
六
二
六
号
一
三
二
頁
、
東
京
地
判

平
成
一
四
・
一
二
・
一
八
判
例
時
報
一
八
二
一
号
三
五
頁
な
ど
。

な
お
、
平
野
真
由
は
こ
の
よ
う
な
信
用
保
証
協
会
の
よ
う
な
保
証
人
と
債
権
者
間
で
の
係
争
の
な
か
で
、
た
と
え
ば
保
証
人
が
債
権
者
と

の
関
係
で
敗
訴
の
可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
保
証
人
の
求
償
先
を
も
既
存
の
保
証
人
・
債
権
者
間
の
訴
訟
に
引
込
む
法
的
基
準

は
具
体
的
に
何
か
に
つ
い
て
、
か
つ
て
訴
訟
法
（
手
続
法
）
的
観
点
か
ら
模
索
し
た
こ
と
が
あ
る
（「
被
告
に
よ
る
第
三
者
の
訴
訟
引
込
許
否

基
準
」
金
融
法
務
事
情
一
六
八
八
号
二
八
頁
）。

75
）

裁
判
例
は
、
す
べ
て
西
日
本
に
存
在
す
る
信
用
保
証
協
会
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

西
日
本
に
存
在
す
る
信
用
保
証
協
会
に
関
す
る
訴
訟
で
、
求
償
保
証
人
が
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
保
証
免
責
（
約
定
書
例

一
一
条
）
を
主
張
す
る
の
は
、
当
該
求
償
保
証
人
が
貸
出
等
金
融
機
関
の
保
証
人
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
こ
と
を
西
日
本
の
信
用
保
証
協
会

が
要
求
し
て
い
な
い
た
め
に
、
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
保
証
免
責
事
由
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
は
貸
出
等
金
融

機
関
へ
保
証
債
務
履
行
（
代
位
弁
済
）
を
負
わ
な
く
て
よ
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
代
位
弁
済
後
の
求
償
権
も
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対

す
る
保
証
免
責
分
は
減
縮
さ
れ
、
貸
出
等
金
融
機
関
の
保
証
人
と
な
っ
て
い
な
い
求
償
保
証
人
よ
り
す
れ
ば
求
償
保
証
債
務
が
減
縮
ま
た
は

不
存
在
と
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

76
）

民
集
五
一
巻
九
号
四
〇
〇
四
頁
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
五
五
号
一
三
一
頁
判
例
時
報
一
六
二
〇
号
七
一
頁
金
融
法
務
事
情
一
五
〇
二
号
六

四
頁
金
融
・
商
事
判
例
一
〇
三
三
号
三
頁
以
下
裁
判
集
民
一
八
五
号
四
五
九
頁
裁
判
所
時
報
一
二
〇
六
号
三
七
九
頁
。
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な
お
、
本
件
裁
判
例
解
説
と
し
て
、
平
野
真
由
「
保
証
付
融
資
金
に
よ
る
当
座
貸
越
約
定
に
基
づ
く
貸
越
金
へ
の
弁
済
充
当
と
旧
債
振
替

禁
止
条
項
違
反
の
成
否
」
銀
行
法
務
21
第
六
一
七
号
四
頁
。

77
）

下
民
集
二
九
巻
一
〜
四
号
二
三
三
頁
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
六
八
号
二
七
六
頁
金
融
法
務
事
情
八
六
三
号
三
五
頁
金
融
・
商
事
判
例
五
五
〇

号
二
一
頁
以
下
。

78
）

ジ
ュ
リ
ス
ト
六
一
〇
号
六
頁
金
融
・
商
事
判
例
四
八
九
号
四
〇
頁
。

79
）

鶴
井
が
か
つ
て
信
用
保
証
協
会
の
債
権
消
滅
時
効
に
関
し
て
論
じ
た
も
の
に
、「
破
産
終
結
決
定
が
さ
れ
て
法
人
格
が
消
滅
し
た
会
社

を
主
債
務
者
と
す
る
保
証
人
が
主
債
務
の
消
滅
時
効
を
援
用
す
る
こ
と
の
可
否
（
最
二
判
平
成
一
五
・
三
・
一
四
）」
銀
行
法
務
21
第
六
二
九

号
七
四
頁
。

平
野
真
由
も
信
用
保
証
協
会
で
の
実
務
経
験
を
通
じ
て
か
つ
て
論
じ
た
も
の
に
、「
時
効
管
理
再
考－

債
務
承
認
に
よ
る
時
効
中
断
に
限

定
し
て－

」
保
険
公
庫
月
報
一
九
九
五
年
一
二
月
号
一
八
頁
、「
不
動
産
競
売
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
時
効
管
理
シ
ス
テ
ム
」
銀
行
法
務
21

第
五
三
七
号
二
二
頁
、「
債
権
の
消
滅
時
効
関
連
訴
訟－

債
務
不
存
在
確
認
訴
訟
へ
の
対
応
」Ｊ
Ａ
金
融
法
務
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
号
四
頁
が

あ
る
。

第
二
節

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
法
的
一
般
論

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
法
的
関
係
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
具
体
的
約
定
」
を
概
観
し
、
理
論
状
況
と
し
て
「
取
引
の
法
的
性

質
論
」
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
を
踏
ま
え
「
小
括
」
で
は
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
当
事
者
の
う
ち
の
金
融
機
関
に
対
す
る
義
務
付
け
論
の
方
向
性
を
述
べ
る
。

Ⅰ

具
体
的
約
定
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一

曖
昧
・
不
明
確
な
約
定
文
言

信
用
保
証
協
会
保
証
取
引
は
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
「
約
定
書
」
に
よ
り
第
一
次
的
に
規
律
さ
れ
る
（
目
ぼ
し
い
約
定
内

容
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
）。
約
定
書
違
反
の
法
的
効
果
は
、
以
下
の
と
お
り
保
証
免
責
で
あ
る
（
約
定
書
例
一
一
条
）。

一
一
条
（
免
責
）

甲
（
筆
者
注：

信
用
保
証
協
会

以
下
、
同
じ
）
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
乙
（
筆
者
注：

金
融
機
関

以
下
、
同
じ
）
に

対
し
保
証
債
務
の
履
行
に
つ
き
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
責
を
免
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑴

乙
が
第
三
条
の
本
文
（
筆
者
注：

旧
債
振
替
の
制
限
）
に
違
反
し
た
と
き
。

⑵

乙
が
保
証
契
約
に
違
反
し
た
と
き
。

⑶

乙
が
故
意
若
し
く
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
被
保
証
債
権
の
全
部
又
は
一
部
の
履
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
。

し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
の
両
者
を
規
律
す
る
約
定
書
の
規
定
じ
た
い
の
個
々
の
意
味
内
容
に
は
、
不
明
確
な
点
も
あ

る
（
約
定
書
例
一
一
条
二
号
の
保
証
契
約
違
反
）。
不
明
確
な
規
定
の
意
味
内
容
は
、
現
実
の
信
用
保
証
協
会
取
引
の
実
務
で
は
不
安
定
な

運
用
に
流
さ
れ
て
し
ま
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
場
合
に
は
そ
の
「
債
権
の
保
全
・
取
立
義
務
」
が
、
当
該
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
者
で
あ
る
金

融
機
関
に
課
さ
れ
て
い
る
（
約
定
書
例
九
条
）。

第
九
条
（
債
権
の
保
全
・
取
立
）

乙
は
、
常
に
被
保
全
債
権
の
保
全
に
必
要
な
注
意
を
な
し
、
債
務
履
行
を
困
難
と
す
る
事
実
を
予
見
し
、
又
は
認
知
し
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
甲
に
通
知
し
、
且
つ
適
当
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。
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二

乙
は
、
被
保
証
債
権
に
つ
い
て
債
務
者
に
対
し
期
限
の
利
益
を
喪
失
せ
し
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
甲
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

三

乙
は
、
債
務
者
が
被
保
証
債
権
の
履
行
期
限
（
分
割
履
行
の
場
合
の
各
履
行
期
日
を
含
む
。）
に
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
甲
の
保
証

し
て
い
な
い
債
権
の
取
立
と
同
じ
方
法
を
も
っ
て
、
被
保
証
債
務
の
取
立
を
な
す
も
の
と
す
る
。

商
法
五
一
一
条
二
項
は
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
と
連
帯
す
る
旨
を
保
証
契
約
の
な
か
に
定
め
て
い
な
く
て
も
保
証
人
は
主
た
る

債
務
者
と
連
帯
し
検
索
・
催
告
の
抗
弁
権
（
民
法
四
五
二
・
四
五
三
条
）
を
有
し
な
く
な
る
場
合
を
定
め
る
。
そ
の
一
つ
が
①
主
た
る
債

務
が
「
主
た
る
債
務
者
に
と
っ
て
」
商
行
為
と
な
る
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
る
場
合
で
、
ほ
か
の
一
つ
が
②
保
証
が
商
行
為
と
な
る
場
合

で
「
保
証
人
に
と
っ
て
」
保
証
契
約
が
商
行
為
で
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
大
判
昭
和
一
四
・
一
二
・
二
七
民
集
一
八
巻
一
六
八
一
頁
に
よ

れ
ば
「
債
権
者
に
と
っ
て
」
保
証
契
約
が
商
行
為
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
般
的
に
保
証
の
補
充
性
（
保
証
人
の
債
権

者
に
対
す
る
催
告
・
検
索
の
抗
弁
権
）
は
、
第
一
次
的
に
は
保
証
人
が
連
帯
保
証
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
喪
失
さ
れ
る
（
民
法
四
五
四
条
）

こ
と
が
多
い
。

保
証
の
補
充
性
は
一
般
的
に
喪
失
さ
れ
が
ち
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
間
で
は
約
定
書
例
九
条

の
よ
う
な
保
証
債
務
の
補
充
性
を
強
化
す
る
特
約
を
敢
え
て
設
け
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
に
保
証
債
務

の
履
行
（
代
位
弁
済
）
請
求
を
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
催
告
や
検
索
を
債
務
者
に
対
し
お
こ
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
約
定
書
例
九
条
に
お
い
て
金
融
機
関
に
課
せ
ら
れ
る
①
「
必
要
な
注
意
」
②
「
債
務
履
行
を
困
難
と
す
る
事
実
」
③
「
適

当
な
措
置
」
④
「
非
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
取
立
て
と
同
じ
方
法
」
な
ど
、
条
項
の
文
言
が
曖
昧
・
不
明
確
な
も
の
が
多
い
。
金
融

機
関
の
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る
検
索
義
務
・
催
告
義
務
に
分
け
て
、
少
し
詳
細
に
み
て
み
よ
う
（
本
稿
は
、
こ
れ
ら
曖
昧
・
不
明
確
な
金
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融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る
義
務
を
明
確
化
し
よ
う
と
の
試
み
で
も
あ
る
）。

1

検
索
義
務

金
融
機
関
に
と
っ
て
、
信
用
保
証
協
会
へ
の
保
証
債
務
履
行
請
求
の
た
め
に
特
に
検
索
（
債
務
者
の
所
有
財
産
へ
の
執
行
）
義
務
（
保
証

人
の
抗
弁
権
を
受
け
得
る
債
権
者
の
義
務
の
一
つ
）
ま
で
信
用
保
証
協
会
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
負
担
が
大
き
い
。
実
務
で
は
、
信
用
保
証

協
会
が
金
融
機
関
に
検
索
義
務
の
履
行
ま
で
求
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ

80
）

れ
る
。

2

催
告
義
務

㈠

催
告
対
象

催
告
の
抗
弁
の
点
は
ど
う
か
。
約
定
書
例
六
条
一
項
本
文
は
、
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
保
証
債
務
の
履
行
が
被
保
証

債
権
に
関
す
る
債
務
者
の
期
限
の
利
益
喪
失
日
か
ら
九
〇
日
を
経
な
い
と
原
則
と
し
て
お
こ
な
え
な
い
旨
規
定
す
る
。

第
六
条
（
保
証
債
務
の
履
行
）

甲
は
、
被
保
証
債
権
に
つ
い
て
債
務
者
が
最
終
履
行
期
限
（
期
限
の
利
益
喪
失
の
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
後
九
〇
日
を
経
て
な
お
、

そ
の
債
務
の
全
部
又
は
一
部
を
変
更
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
乙
の
請
求
に
よ
り
乙
に
対
し
保
証
債
務
の
履
行
を
な
す
も
の
と
す
る
。
但

し
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
九
〇
日
を
経
ず
し
て
甲
に
対
し
保
証
債
務
の
履
行
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

前
項
の
保
証
債
務
の
履
行
の
範
囲
は
、
主
た
る
債
務
に
利
息
お
よ
び
最
終
履
行
期
限
後
一
二
〇
日
以
内
の
延
滞
利
息
を
加
え
た
額

を
限
度
と
す
る
。

三

延
滞
利
息
は
、
貸
付
利
率
と
同
率
と
す
る
。

こ
の
被
保
証
債
権
に
つ
い
て
債
務
者
が
最
終
履
行
期
限
（
期
限
の
利
益
喪
失
の
日
を
含
む
）
後
の
九
〇
日
間
、（
前
述
の
約
定
書
例
九
条
一
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項
の
「
適
当
な
措
置
」
や
同
三
項
の
「
非
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
取
立
て
と
同
じ
方
法
」
の
解
釈
と
も
関
連
し
て
）
債
権
者
は
、
主
た
る
債
務

者
以
外
の
連
帯
保
証
人
や
物
上
保
証
人
を
も
対
象
に
督
促
す
べ
き
か
否
か
に
関
し
見
解
が
分
か
れ
る
。
肯

81
）

定
説
に
対
し
、
否

82
）

定
説
が
対

立
し
て

83
）

い
る
。
現
実
的
対
応
と
し
て
は
、
信
用
保
証
協
会
は
金
融
機
関
に
対
し
主
た
る
債
務
者
の
督
促
を
中
心
に
据
え
て
、
主
た
る
債

務
者
以
外
の
保
証
人
な
ど
の
督
促
程
度
は
軽
減
し
て
保
証
債
務
履
行
（
代
位
弁
済
）
を
お
こ
な
う
な
ど
、
運
用
を
工
夫
し
て
い
る
よ
う
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
の
運
用
基
準
は
個
別
的
で
曖
昧
で

84
）

あ
る
。

㈡

取
立
方
法
の
内
容

約
定
書
例
九
条
に
よ
り
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
間
に
は
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
保
全
・
取
立
に
関
す
る
委
託
契

約
が
成
立
し
て
い
る
（
民
法
六
五

85
）

六
条
）。
受
託
者
で
あ
る
金
融
機
関
は
委
託
者
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
に
対
し
て
、「
委
託
の
本
来
の
趣

旨
に
従
っ
て
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
委
託
事
務
を
処
理
す
る
義
務
」
を
負
う
（
民
法
六
四

86
）

四
条
）。

も
し
信
用
保
証
協
会
が
当
該
金
融
機
関
に
善
管
注
意
義
務
違
反
に
よ
る
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
（
民
法
四
一
五
条
）

を
有
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
善
管
注
意
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
、
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
に
対
し
て
有
す
る
保
証
債

務
履
行
請
求
権
と
を
、
相
殺
す
る
（
民
法
五
〇
五
条
）
こ
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
保
全
・
取
立
の
受
託
は
無
償
で

87
）

あ
る
。
無
償
受
託
の
場
合
に
は
、
無
償
受
寄
者
の
注
意
義
務
と

し
て
自
已
の
財
産
と
同
一
の
注
意
と
な
る
民
法
六
五
九
条
を
類
推
適
用
す
る
の
が
通
説
的

88
）

見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
委
託
に
基
づ
く

善
管
注
意
義
務
が
無
償
受
託
の
場
合
に
注
意
義
務
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
の
実
務
的
証
左
と
し
て
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機

関
と
の
約
定
書
例
一
一
条
三
号
で
金
融
機
関
の
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
り
信
用
保
証
協
会
に
具
体
的
損
害
を
与
え
た
場
合
に
そ
の
損

害
を
範
囲
と
し
て
保
証
免
責
さ
れ
る
と
敢
え
て
注
意
義
務
を
重
過
失
に
ま
で
軽
減
し
て
い
る
こ
と
を
、
実
際
の
金
融
機
関
と
信
用
保
証
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協
会
と
の
や
り
取
り
で
金
融
機
関
か
ら
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も

89
）

あ
る
。前
述
の
よ
う
に
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
約
定
書
例
に
は
、

信
用
保
証
協
会
の
非
保
証
債
権
と
同
じ
取
立
方
法
を
も
っ
て
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
取
立
て
を
な
す
と
し
て
い
る
（
九
条
三

項
）。
注
意
義
務
の
程
度
が
善
管
注
意
義
務
で
は
な
く
自
已
と
同
一
の
注
意
義
務
な
ら
、
信
用
保
証
協
会
と
い
う
超
優
良
保
証
人
が
付
い

て
い
れ
ば
そ
の
超
優
良
保
証
人
（
担
保
）
か
ら
回
収
す
る
こ
と
も
合
理
性
が
あ
る
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
金
融
機
関
か
ら
信
用
保
証
協
会

は
反
論
さ
れ
る
こ
と
も

90
）

あ
る
。
山
本
進
一
・
保
住
昭
一
・
伊
藤
進
・
上
井
長
久
「
信
用
保
証
の
法
的
意
義
に
つ
い
て

信
用
保
証
協

会
に
お
け
る
信
用
保
証
の
法
的
性
質
」
法
律
論
叢
四
九
巻
六
号
八
五
頁
も
、
約
定
書
例
九
条
三
項
の
「
当
該
貸
出
等
金
融
機
関
の
保
証

し
て
い
な
い
債
権
の
取
立
と
同
じ
方
法
を
も
っ
て
被
保
証
債
務
の
取
立
を
な
す
も
の
と
す
る
」
と
の
内
容
は
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
い

難
い
。
約
定
書
例
九
条
三
項
は
、
何
を
も
っ
て
「
同
じ
方
法
」
を
尽
く
し
た
と
い
え
る
の
か
は
意
見
の
対
立
が
生
じ
か
ね
な
い
。
結
局

は
、
銀
行
の
信
義
則
（
民
法
一
条
二
項
）
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

91
）

な
い
。
約
定
書
例
九
条
三
項
は
実
際
上
、
銀
行
が
安
易
に
信
用
保
証
協
会

保
証
に
依
存
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
精
神
的
効
果
以
上
に
は
具
体
的
効
果
を
期
待
し
得
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
約
定
文
言
の
不
明
確
・
不
明
瞭
性
は
、
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る
保
証
債
務
履
行
請
求
を
安
易
・
容
易
に
認
め
て
し
ま

い
が
ち
と
な
り
、
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
タ
イ
ム
リ
ー
・
ペ
イ
メ
ン
ト
（
早
期
支
払
）
を
招
来
し
て

92
）

い
る
。
信
用
保
証
協

会
も
金
融
機
関
の
保
証
債
務
履
行
請
求
に
対
す
る
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
根
拠
付
け
を
見
出
せ
ず
、
実
際
上
単
な
る
立
替
払
い
機

関
と
化
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る
保
証
債
務
履
行
請
求
を
安
易
・
容
易
に
認
め
て
し
ま
い
が
ち
な
法
解
釈
方
向
は
、

本
稿
が
目
指
す
信
用
保
証
協
会
取
引
の
損
失
最
小
化
と
い
う
取
引
理
想
と
は
当
然
な
が
ら
異
な
ら
ざ
る
を
得

93
）

な
い
。
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二

約
定
書
改
訂
の
困
難
性

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
現
行
の
約
定
に
は
、
そ
の
約
定
文
言
が
曖
昧
・
不
明
確
で
あ
り
信
用
保
証
協
会
に
と
っ
て
不
都
合

が
あ
っ
た
。
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
文
言
が
曖
昧
・
不
明
確
で
あ
る
な
ら
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
書

を
明
確
化
す
る
よ
う
に
改
訂
す
る
こ
と
が
最
も
合
理
的
の
よ
う
に
思
わ

94
）

れ
る
。

し
か
し
、
今
か
ら
半
世
紀
近
く
前
（
一
九
六
三
年
）
に
制
定
さ
れ
た
約
定
書
例
が
今
日
も
基
本
的
に
変
わ
り
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

金
融
機
関
の
責
任
負
担
条
項
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
既
存
の
み
ず
か
ら
の
権
利
義
務
に
不
利
益
と
な
る
金
融
機
関
が
、
約
定
書

改
訂
に
応
じ
る
様
相
は
一
切
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
（
金
融
機
関
の
既
得
権
堅
守
）。

三

社
団
法
人
全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会
が
示
す
約
定
書
解
釈
指
針

と
こ
ろ
で
、
約
定
書
に
は
そ
の
規
定
文
言
の
解
釈
指
針
を
示
す
解
説
が
信
用
保
証
協
会
側
よ
り
出
さ
れ
て

95
）

い
る
。
信
用
保
証
協
会
側

は
苦
肉
の
策
と
し
て
、
約
定
書
規
定
文
言
の
解
釈
指
針
を
金
融
法
務
誌
に
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
引
慣
習
の
定
着
化
（
民
法
九
二

条
）
を
図
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
約
定
書
の
条
項
そ
の
も
の
は
抽
象
的
・
包
括
的
な
定
め
方
を
し
て
い
る
た
め
、
そ
の

約
定
書
の
条
項
解
釈
を
巡
り
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
間
に
意
見
の
対
立
が
生
じ
る
こ
と
が

96
）

多
い
。
約
定
書
の
解
説
を
著
し
公

表
さ
れ
た
社
団
法
人
全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会
じ
た
い
が
、「
各
信
用
保
証
協
会
の
運
用
に
幅
が
あ
り
、
必
ず
し
も
統
一
的
な
解
釈
指

針
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
」、
と
述
べ
て

97
）

い
る
。

し
か
し
、
約
定
書
の
解
釈
指
針
を
示
す
解
説
が
他
方
当
事
者
で
あ
る
金
融
機
関
を
法
的
に
拘
束
す
る
も
の
か
否
か
は
、
疑
わ
し
い
。

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
係
争
で
は
な
く
信
用
保
証
協
会
と
求
償
連
帯
保
証
人
と
の
係
争
で
の
争
点
で
は
あ
っ
た
が
、
最
高
裁
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は
信
用
保
証
協
会
が
主
張
・
立
証
し
た
先
の
信
用
保
証
協
会
側
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
約
定
書
の
規
定
文
言
解
釈
指
針
に
対
す
る
金
融
機

関
へ
の
法
的
拘
束
力
を
結
果
と
し
て
否
定
し
た
事
案
が

98
）

あ
る
。
結
局
は
、
信
用
保
証
協
会
保
証
取
引
は
約
定
書
と
民
法
そ
の
ほ
か
の
関

連
法
規
、
お
よ
び
取
引
慣
習
な
ど
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
銀
行
法
務
21
第
六
八
〇
号
五
二
頁
で
は
、
社
団
法
人
全
国
信
用

保
証
協
会
連
合
会
「
保
証
免
責
条
項
の
新
た
な
解
釈
指
針
に
つ
い
て
（
上
）」
と
し
て
約
定
書
例
の
新
た
な
解
説
を
公
表
し
て
い
る
が
、

公
表
さ
れ
た
約
定
書
例
の
解
説
の
規
範
性
も
依
然
と
し
て
疑
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ

取
引
の
法
的
性
質
論

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
文
言
な
ど
の
内
容
の
曖
昧
さ
・
不
明
確
性
を
、
約
定
改
訂
な
ど
に
よ
り
実
際
上
是
正
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
か
ら
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
の
法
律
的
な
性
質
・
性
格
に
関
す
る
議
論
を
概
観
し
、
検
討
す
る
こ

と
と
す
る
。

一

理
論
状
況

1

民
法
上
の
保
証＝

債
務
の
保
証
説
（
裁

99
）

判
例
・
通
説
的

）

見
解
）

た
と
え
ば
札
幌
高
函
館
支
判
昭
和
三
七
・
六
・
一
二
は
、「
信
用
保
証
協
会
法
一
条
・
二
〇
条
は
金
融
機
関
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務

の
保
証
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
債
務
の
保
証
の
内
容
は
、
特
段
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
債
務
の
保
証
の
要
件

お
よ
び
効
力
は
特
約
の
な
い
限
り
、
当
然
民
法
上
の
保
証
の
規
定
に
よ
る
」、
と
述
べ
て
い
る
。

212

五
一

信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成

㈠
（
鶴
井
・
平
野
）



2

非
民
法
上
の
保
証
説

㈠

信
用
の
保
証
説

信
用
の
保
証
説
と
は
、
前
掲
札
幌
高
函
館
支
判
昭
和
三
七
・
六
・
一
二
で
の
信
用
保
証
協
会
か
ら
の
主
張
内
容
・
立
場
で
あ
る
。

信
用
保
証
協
会
保
証
は
、「
制
度
上
主
た
る
債
務
者
が
金
融
機
関
か
ら
貸
付
を
受
け
る
に
際
し
、そ
の
信
用
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
、

単
な
る
債
務
の
保
証
で
あ
る
民
法
上
の
保
証
と
は
性
格
を
異
に
し
こ
れ
ら
と
同
列
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
」。
し
た
が
っ
て
、「
信
用
保

証
協
会
は
代
位
弁
済
し
た
後
は
債
権
者
の
地
位
を
承
継
し
て
、
代
位
弁
済
の
全
額
に
つ
き
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
は
固
よ
り
、
ほ
か

の
保
証
人
に
対
し
て
も
そ
の
保
証
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

㈡

債
務
の
保
証
お
よ
び
信
用
の
保
証
併

）

存
説

裁
判
例
・
通
説
的
見
解
で
あ
る
「
債
務
の
保
証
説
」
を
出
発
点
と
し
て
信
用
保
証
協
会
は
負
担
す
る
保
証
債
務
の
履
行
を
金
融
機
関

に
対
し
て
お
こ
な
う
が
、
保
証
債
務
履
行
後
は
信
用
保
証
協
会
の
「
信
用
の
保
証
性
」
か
ら
対
共
同
保
証
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
慣

習
法
上
優
位
性
が
あ
る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。

㈢

信
用
委

）

任
説

信
用
保
証
協
会
が
金
融
機
関
に
中
小
零
細
事
業
者
へ
信
用
を
供
与
す
べ
き
こ
と
を
委
任
す
る

）

契
約
、
と
す
る
考
え
方
を

）

い
う
。
こ
の

立
場
で
は
受
任
者
で
あ
る
金
融
機
関
が
、
委
任
者
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
に
対
し
て
、
一
定
の
事
務
処
理
（
具
体
的
に
は
、
信
用
供
与
）

を
す
る
契
約
で
あ
る
。

二

検

討
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理
論
状
況
の
大
枠
は
本
節
Ⅱ
一
の
項
立
て
に
あ
る
よ
う
に
、「
民
法
上
の
保
証
」、
す
な
わ
ち
「
債
務
の
保
証
」
と
い
う
立
場
と
、
民

法
上
の
債
務
の
保
証
説
以
外
の
「
非
民
法
上
の
保
証
」
と
い
う
立
場
に
分
か
れ
る
。
一
の
民
法
上
の
債
務
の
保
証
説
は
、
そ
も
そ
も
の

法
的
性
質
論
の
出
発
点
と
な
る
考
え
方
で
あ
る
。
民
法
上
の
債
務
の
保
証
説
に
対
し
て
具
体
的
な
裁
判
で
の
紛
争
を
通
じ
て
生
じ
た
考

え
方
が
、
二
の
民
法
上
の
債
務
の
保
証
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
二
の
民
法
上
の
債
務
の
保
証
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
は
、

金
融
機
関
か
ら
み
て
信
用
保
証
協
会
と
民
法
上
共
同
保
証
関
係
に
立
つ
者
と
の
間
の
求
償
範
囲
に
つ
い
て
信
用
保
証
協
会
が
通
常
の
債

務
の
保
証
人
で
は
な
い
と
の
性
質
・
性
格
（
信
用
保
証
協
会
が
通
常
の
債
務
の
保
証
人
で
は
な
い
と
の
性
質
・
性
格
の
説
明
の
仕
方
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
立
場
が
分
か
れ
る
）
を
強
調
し
、
信
用
保
証
協
会
の
債
権
者
と
し
て
の
立
場
を
力
説
す
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
民
法
上
の
債
務
の
保
証
で
は
な
い
と
す
る
二
の
考
え
方
で
「
信
用
の
保
証
説
」
お
よ
び
そ
の
亜
種
で
あ
る
「
債
務

保
証
と
の
併
存
説
」
は
信
用
保
証
協
会
の
信
用
の
保
証
性
を
力
説
す
る
が
、
信
用
の
保
証
性
は
信
用
保
証
協
会
保
証
に
固
有
の
性
質
で

は
な
く
保
証
の
本
来
的
属
性
と
し
て
内
在
す
る
も
の
で
あ
る

）

か
ら
説
得
力
に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
債
務
保
証
と

の
併
存
説
」
に
お
け
る
信
用
保
証
協
会
保
証
に
お
け
る
取
引
慣
習
が
民
法
規
定
（
た
と
え
ば
、
共
同
保
証
に
お
け
る
求
償
関
係
を
定
め
る
四

六
五
条
・
四
四
二
条
一
項
）
を
超
越
す
る
程
に
一
般
的
通
常
的
な
法
的
認
識
が
高
ま
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
全
面
的
に
肯
定

で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
「
信
用
の
保
証
説
」
お
よ
び
そ
の
亜
種
で
あ
る
「
債
務
保
証
と
の
併
存
説
」
に
対
し
、
信
用
委
任
説
に
は
、
次
の
よ
う

な
批
判
が
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
こ
こ
で
は
述
べ
て
お
く
。
信
用
保
証
協
会
保
証
の
場
合
に
は
、
①
信
用
保
証
協
会
が
〞
中
小
零

細
事
業
者
か
ら
直
接
に
〝
信
用
保
証
協
会
保
証
付
融
資
な
ど
の
申
込
み
を
受
け
た
う
え
金
融
機
関
に
当
該
中
小
零
細
事
業
者
の
融
資
な

ど
を
依
頼
す
る
「
斡
旋
保
証
」
と
、
そ
う
で
は
な
く
②
当
該
金
融
機
関
か
ら
信
用
保
証
協
会
へ
保
証
依
頼
が
な
さ
れ
る
「
金
融
機
関
経
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由
保
証
」
と
が
あ
り
（
筆
者
注：

た
だ
し
、
現
在
で
は
す
べ
て
金
融
機
関
経
由
保
証
と
い
っ
て

）

よ
い
）、
①
の
斡
旋
保
証
に
は
信
用
委
任
性
が

窺
わ
れ
て
も
②
の
金
融
機
関
経
由
保
証
に
は
信
用
委
任
性
が
窺
わ

）

れ
ず
、
信
用
委
任
性
を
信
用
保
証
協
会
保
証
に
一
般
的
に
妥
当
さ
せ

る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て

）

い
る
。

結
局
現
在
に
至
る
ま
で
の
理
論
状
況
は
、
一
の
民
法
上
の
債
務
の
保
証
説
が
裁
判
例
で
あ
り
通
説
的
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
取
引
の
法
的
性
質
論
は
、
金
融
機
関
か
ら
み
て
信
用
保
証
協
会
と
民
法
上
共
同
保
証
関
係
な
ど
に
立

つ
者
と
の
間
の
保
証
債
務
履
行
「
後
」
の
求
償
権
回
収
場
面
で
の
間
題
・
紛
争
解
釈
（
信
用
保
証
協
会
の
求
償
保
証
人
以
外
の
保
証
人
な
ど

へ
の
求
償
）を
契
機
に
展
開
さ
れ
た
議
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
が
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
は
、
前
述
の
よ
う
に
信
用
保

証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
「
前
」
の
取
引
間
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
従
来
の
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
「
後
」

の
求
償
権
回
収
場
面
に
問
題
点
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
取
引
の
法
的
性
質
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
取
引
の
法
的
性
質
は
、
取
引
当
事
者
間
に
お
け
る
契
約
文
言
で
あ
る
民
法
上
の
債
務
保
証
で
あ
る

と
す
る
の
が
裁
判
例
で
も
あ
り
通
説
的
見
解
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
保
証
構
成
を
出
発
点
と
し
て
、
前
章
の
「
信
用
保
証
協
会

取
引
の
現
状
」
に
照
ら
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。

Ⅲ

小

括

近
時
の
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
「
緊
張
し
た
取
引
関
係
」
に
お
い
て
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実
を
損
失
最
小
化
と
い

う
理
想
に
近
付
け
る
た
め
に
は
、
金
融
機
関
に
対
す
る
義
務
付
け
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
金
融
機
関
に
対
す
る
義
務
付
け
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
具
体
的
約
定
を
確
認
し
、
さ
ら
に
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は
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
取
引
の
法
的
関
係
を
概
観
し
た
。
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
具
体
的
約
定
で
は
規
定
文
言

の
曖
昧
さ
・
不
明
確
性
で
約
定
当
事
者
で
あ
る
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
紛
争
解
決
基
準
・
行
動
規
範
と
は
な
り
得
ず
、
そ
う

し
た
曖
昧
さ
・
不
明
確
な
約
定
規
定
文
言
を
約
定
書
改
訂
に
よ
っ
て
明
確
化
す
る
こ
と
の
実
際
上
の
困
難
さ
や
、
約
定
当
事
者
の
一
方

で
あ
る
信
用
保
証
協
会
側
が
提
示
す
る
約
定
書
解
釈
指
針
の
他
方
当
事
者
で
あ
る
金
融
機
関
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
（
規
範
性
）
の
疑
わ

し
さ
か
ら
、
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
取
引
の
法
的
関
係
・
性
質
に
つ
い
て
、
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
は
「
保
証
」
と
理
解
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

結
局
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
緊
張
し
た
取
引
に
お
け
る
損
失
最
小
化
と
い
う
理
想
へ
の
金
融
機
関
に
対
す
る
義
務
付
け

は
、
既
存
の
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
「
約
定
」
に
求
め
る
と
い
う
よ
り
は
、
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協
会
と
の
「
取
引
の
法

的
関
係
・
性
質
」
で
あ
る
保
証
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
実
益
の
あ
る
議
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

80
）

筆
者
ら
も
筆
者
ら
の
認
識
す
る
実
務
慣
行
に
賛
成
す
る
。

金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る
検
索
義
務
は
原
則
と
し
て
金
融
機
関
の
加
重
な
負
担
で
あ
る
（
債
務
者
の
財
産
へ
の
執
行
ま
で
債

権
者
の
保
証
債
務
履
行
請
求
を
お
こ
な
う
た
め
に
要
す
る
の
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
過
重
な
負
担
）
か
ら
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
の
利
用

が
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
は
制
度
創
設
の
意
義
か
ら
好
ま
し
く
な
い
の
で
存
在
し
な
い
が
、
例
外
と
し
て
当
然
な
が
ら
金
融
機
関
の
協
力（
同
意
）

が
得
ら
れ
れ
ば
そ
の
金
融
機
関
と
の
合
意
に
よ
っ
て
検
索
義
務
が
発
生
す
る
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
信
用
保
証
協
会
付
貸
金
等
債
権
と
反

対
債
権
と
な
る
預
金
債
権
と
を
相
殺
（
民
法
五
〇
五
条
）
す
る
こ
と
が
考
え
得
る
（
ま
と
め
と
展
望
Ⅱ
一
２
）。

81
）

江
口
浩
一
郎
「
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証
実
務
」
金
融
法
務
事
情
八
五
四
号
三
四
頁
、
同
「
保
証
協
会
に
対
す
る
金
融
機
関
の
権
利

と
義
務
」
岡
崎
治
郎
監
修
『
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証
実
務
』
金
融
法
務
事
情
八
三
七
号
二
〇
頁
。

82
）

星
野
英
一
「
中
小
漁
業
信
用
保
証
の
法
律
的
性
格
」『
民
法
論
集
二
巻
』
二
四
八
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
七
〇
年
）、
関
沢
正
彦
「
信
用
保
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証
協
会
の
信
用
保
証
を
め
ぐ
る
法
律
的
諸
問
題
⑶－

約
定
書
の
解
説
を
中
心
に－

」
金
融
法
務
事
情
八
九
二
号
一
〇
頁
。

83
）

筆
者
ら
の
結
論
は
、
後
に
論
証
す
る
よ
う
に
基
本
的
に
肯
定
説
を
支
持
す
る
（
次
編
、
お
よ
び
第
Ⅲ
編
）。

従
来
の
肯
定
説
は
論
拠
が
明
確
で
な
く
価
値
観
の
み
が
先
行
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
肯
定
説
の
論
拠
を
独
自
の
視
点
で

解
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
（
保
険
契
約
に
お
け
る
最
大
善
意
・
最
高
信
義
、
お
よ
び
委
任
契
約
に
お
け
る
本
旨
に
従
っ
た
事
務
処
理
）。

84
）

本
稿
で
は
、
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る
催
告
対
象
の
人
的
拡
張
を
認
め
る
べ
き
か
も
問
題
の
対
象
と
し
て
い
る
。

85
）

後
述
の
信
用
保
証
協
会
取
引
の
再
構
成
の
な
か
に
は
、
与
信
委
任
的
構
成
が
存
在
す
る
（
第
Ⅲ
編
）。

こ
の
与
信
委
任
的
構
成
と
現
行
の
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
書
例
九
条
に
お
け
る
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
保
全
・
取
立
に
関
す
る
受
託
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
前
者
の
金
融
機
関
に
対
す
る
信
用
保
証
協
会
の

与
信
委
任
の
一
環
と
し
て
後
者
の
債
権
の
保
全
・
取
立
委
託
が
存
在
す
る
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
。

86
）

現
民
法
六
四
四
条
の
立
法
史
と
し
て
も
、
草
案
六
五
〇
条
で
「
受
任
者
ハ
委
任
ノ
本
旨
二
従
ヒ
忠
実
二
其
委
任
セ
ラ
レ
タ
ル
事
項
ヲ
処

理
ス
ル
義
務
ヲ
負
フ
」
と
し
て
い
た
（
一
〇
二
回
法
典
調
査
会
一
八
九
五
年
七
月
一
二
日
）
こ
と
（
起
草
委
員
の
富
井
政
章
に
よ
れ
ば
、「
本

条
ノ
必
要
ハ
主
ト
シ
テ
此
『
忠
実
ニ
』
ノ
三
字
ニ
ア
ル
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
、
ド
ン
ナ
仕
方
テ
処
理
シ
テ
モ
宜
シ
イ
ト
云
フ
訳
ニ
ハ
往
カ
ヌ
…
…

注
意
ノ
程
度
、
ド
レ
丈
ケ
ノ
注
意
を
用
ヰ
ネ
ハ
過
失
ト
云
フ
コ
ト
ニ
為
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
極
メ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
何
処
ノ
国
ノ
法
律

ニ
於
テ
モ
斯
ウ
言
フ
標
準
ハ
示
シ
テ
ア
リ
マ
ス
」（
法
典
調
査
会
編
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』
三
五
巻
八
〇
頁
（
学
術
振
興
会
・
一

九
三
七
年
））、「
私
ガ
筆
ヲ
下
シ
タ
カ
ラ
寄
託
ト
ノ
権
衡
ヲ
保
ツ
為
ニ
、
一
寸
一
言
申
シ
マ
ス
…
…
委
任
セ
ラ
レ
タ
事
務
ハ
正
実
ニ
ヤ
ラ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
ソ
レ
デ
ア
ル
カ
ラ
寄
託
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
程
度
ガ
高
イ
、
同
ジ
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
ト
云
フ
ソ
レ
ダ
ケ
ノ
弁
明
ヲ
致
シ
マ
ス
」（
法
典

調
査
会
編
『
法
典
調
査
会
民
法
整
理
会
議
事
速
記
録
』
四
巻
一
一
〇
頁
（
学
術
振
興
会
・
一
九
三
七
年
）））
か
ら
し
て
も
、
金
融
機
関
と
の

約
定
書
に
定
め
ら
れ
た
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
・
回
収
は
信
用
保
証
協
会
に
対
し
金
融
機
関
は
誠
実
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
。

87
）

信
用
保
証
協
会
に
と
っ
て
た
と
え
委
託
が
無
償
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
は
ひ
と
た
び
信
用
保
証
協
会
が
保

証
債
務
履
行
を
す
れ
ば
高
額
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
（【
図
８
】
に
よ
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
保
証
債
務
履
行
額
の
一
件
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あ
た
り
の
平
均
は
約
九
百
万
円
）、
金
融
機
関
と
の
利
益
衡
量
上
注
意
義
務
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
妥
当
と
思
わ
れ
な
い
（
石
田
穣
『
民
法
Ⅴ

（
契
約
法
）』
三
四
七
頁
（
青
林
書
院
・
一
九
八
二
年
）
も
同
様
と
思
わ
れ
る
）。

88
）

我
妻
榮
『
債
権
各
論
中
巻
二
』
六
七
二
・
六
六
〇
頁
（
岩
波
書
店
・
一
九
六
二
年
）。

89
）

金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
保
全
・
取
立
て
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
与
信
委
任
的
構
成
で
再
言
す
る
こ
と
に
な
る
（
第
Ⅲ

編
第
三
章
第
三
節
Ⅱ
二
１
）。

90
）

し
か
し
、
注
意
義
務
の
程
度
の
問
題
と
注
意
義
務
の
内
容
の
問
題
と
は
異
な
る
と
、
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
（
第
Ⅲ
編
第
三
章
第
三
節

Ⅱ
二
１
参
照
）。

な
お
、
た
と
え
ば
金
融
機
関
か
ら
は
、
同
一
債
務
者
に
対
し
て
信
用
保
証
協
会
付
債
権
と
非
信
用
保
証
協
会
付
債
権
と
を
併
有
す
る
場
合

に
、
当
該
金
融
機
関
が
非
信
用
保
証
協
会
付
債
権
に
対
し
て
の
み
、
裁
判
上
ま
た
は
裁
判
外
で
債
務
者
ら
と
和
解
を
締
結
し
て
し
ま
う
こ
と

も
問
題
は
な
い
と
さ
え
実
務
上
主
張
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。

91
）

信
用
保
証
協
会
取
引
の
規
律
は
、
①
金
融
機
関
と
の
約
定
、
②
民
商
法
の
規
定
・
慣
習
、
③
信
義
則
・
権
利
濫
用
と
い
う
一
般
法
理
の

順
に
な
る
。

92
）

つ
ま
り
、
信
用
保
証
協
会
保
証
の
現
行
実
務
は
「
支
払
保
証
」
で
あ
っ
て
、「
損
失
補
償
」
で
は
な
い
。

93
）

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
書
例
九
条
は
、
前
述
の
よ
う
に
明
文
で
貸
出
等
金
融
機
関
の
当
該
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権

の
保
全
・
取
立
義
務
を
定
め
る
。

し
か
し
、
筆
者
ら
は
約
定
書
例
九
条
が
仮
に
存
在
し
な
く
と
も
、
信
用
保
証
協
会
と
貸
出
等
金
融
機
関
と
の
大
方
の
信
用
補
完
取
引
で
は

（
後
述
の
第
Ⅳ
編
信
用
創
造
型
保
証
を
除
い
て
は
）約
定
書
例
九
条
の
よ
う
な
義
務
は
当
然
に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
信
用
保
証
協

会
取
引
に
お
け
る
金
融
機
関
の
義
務
付
け
の
論
証
に
、
少
し
で
も
足
掛
か
り
を
付
け
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

94
）

最
終
的
に
は
本
稿
は
、
約
定
書
の
明
確
化
を
信
用
保
証
協
会
・
金
融
機
関
双
方
の
主
務
官
庁
が
主
導
し
て
お
こ
な
う
こ
と
を
提
言
す
る

（
ま
と
め
と
展
望
Ⅲ
一
）。

95
）

た
と
え
ば
、
全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会
「
営
業
店
の
た
め
の
信
用
保
証
協
会
信
用
保
証
取
引
「
約
定
書
」
の
解
説
⑴
」
金
融
法
務
事
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情
一
四
八
二
号
四
八
頁
な
ど
。

96
）

関
沢
正
彦
「
信
用
保
証
協
会
保
証
の
保
証
免
責
条
項
の
見
直
し
」
銀
行
法
務
21
第
六
八
〇
号
一
頁
。

97
）

六
信
勝
司
「
保
証
免
責
条
項
の
新
た
な
解
釈
指
針
の
概
要
」
金
融
法
務
事
情
一
八
一
八
号
二
六
頁
。

98
）

最
二
小
判
平
成
九
・
一
〇
・
三
一
（
前
掲
注

76
））。

99
）

東
京
高
判
昭
和
三
五
・
一
〇
・
二
六
下
民
集
一
一
巻
一
〇
号
二
二
九
二
頁
金
融
法
務
事
情
二
五
八
号
五
頁
、
札
幌
高
函
館
支
判
昭
和
三

七
・
六
・
一
二
高
民
集
一
五
巻
四
号
二
八
九
頁
金
融
法
務
事
情
三
一
五
号
六
頁
。

）

谷
川
久
「
信
用
保
証
協
会
の
す
る
保
証
の
性
質
」『
銀
行
取
引
判
例
百
選
〔
新
版
〕』〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
八
号
〕
一
八
四
頁
、
同
「
信

用
保
証
協
会
の
保
証
の
性
質－

共
同
保
証
人
と
分
別
の
利
益
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
一
五
号
一
〇
五
頁
、
藤
江
忠
次
郎
「
信
用
保
証
協
会
の
保
証

の
法
律
的
性
質
」
金
融
法
務
事
情
三
三
〇
号
一
九
頁
、
鈴
木
竹
雄
編
『
担
保
・
保
証
（
銀
行
取
引
セ
ミ
ナ
ー
⑸
）』
二
二
頁
（
有
斐
閣
・
一
九

六
四
年
）、
加
藤
一
郎
・
吉
原
省
三
『
銀
行
取
引
（
改
訂
版
）』
二
一
九
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
七
一
年
）、
喜
多
了
祐
「
信
用
保
証
協
会
の
保
証

に
つ
い
て－

求
償
金
請
求
事
件
の
札
幌
高
裁
判
決
」
商
学
討
究
一
四
巻
二
号
一
二
三
頁
、
吉
井
直
明
・
高
木
多
喜
男
『〔
新
版
〕
担
保
・
保
証

の
基
礎
』
三
五
六
頁
（
青
林
書
院
新
社
・
一
九
八
一
年
）。

）

伊
藤
進
「
信
用
保
証
協
会
と
連
帯
保
証
人
・
物
上
保
証
人
と
の
求
償
権
の
範
囲
に
関
す
る
約
定
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
（
判
批
）」
判

例
評
論
二
三
五
号
二
二
頁
（
判
例
時
報
八
九
三
号
一
三
六
頁
）、
同
「
個
人
保
証
と
機
関
保
証－

信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
中
心
と
し
て－

」

手
形
研
究
一
九
二
号
四
五
頁
。

）

鈴
木
正
和
「
制
度
保
証
の
法
的
性
格
の
明
確
化
」
信
用
保
証
五
八
号
二
一
頁
。

）

筆
者
ら
は
本
学
説
の
呼
称
（
名
称
）
は
、
信
用
委
任
よ
り
も
「
与
信
」
委
任
が
相
応
し
い
と
考
え
て
い
る
。

理
由
は
、
信
用
委
任
は
ド
イ
ツ
で
は
明
文
の
あ
る
法
制
度
だ
が
（
後
述
、
第
Ⅲ
編
第
三
章
第
二
節
Ⅰ
二
２
㈠
）
本
稿
が
志
向
す
る
法
効
果

（
補
充
性
の
拡
張
や
充
実
を
中
心
と
す
る
）を
導
き
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
信
用
委
任
制
度
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め「
与
信
」

委
任
と
の
呼
称
（
名
称
）
を
一
般
的
に
使
用
し
て
い
る
（
後
述
、
第
Ⅲ
編
）。

）

信
用
委
任
説
（
与
信
委
任
契
約
説
）
は
、
本
稿
の
後
述
（
法
的
再
構
成
）
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
（
第
Ⅲ
編
第
三
章
第
二
節
Ⅱ
）。
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）

関
沢
・
前
掲
注

82
）「
法
律
的
諸
問
題
⑴
」
金
融
法
務
事
情
八
九
〇
号
八
頁
。

）

澤
政
司
編
『
信
用
保
証
読
本
（
第
三
版
）』
一
六
三
頁
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
一
九
八
〇
年
）。

な
お
、
中
小
零
細
事
業
者
か
ら
金
融
機
関
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
直
接
に
信
用
保
証
協
会
に
保
証
委
託
が
な
さ
れ
る
「
斡
旋
保
証
」
と
、

本
稿
で
後
述
す
る
「
与
信
委
任
的
取
引
」（
第
Ⅲ
編
）
と
は
異
な
る
点
を
事
前
に
指
摘
し
て
お
く
。

）

信
用
保
証
協
会
取
引
の
形
態
が
一
律
で
は
な
く
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
毎
に
各
取
引
の
法
的
性
質
・
性
格
を
考
察
す
べ
き
と
の
発
想

は
重
要
と
思
わ
れ
、
本
稿
の
発
想
の
原
点
に
も
な
っ
て
い
る
（
序
論
Ⅱ
参
照
）。

）

上
野
隆
司
「
信
用
保
証
協
会
保
証
の
特
色
」
加
藤
一
郎
・
林
良
平
編
『
担
保
法
大
系

第
五
巻

』
四
六
二
頁
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・

一
九
八
四
年
）。

こ
れ
に
対
し
、
筆
者
ら
は
反
対
で
あ
る
（
第
Ⅲ
編
の
与
信
委
任
的
構
成
）。

第
三
節

民
法
上
の
保
証
構
成
に
よ
る
不
都
合

本
節
（
民
法
上
の
保
証
構
成
の
み
に
よ
る
不
都
合
）
で
は
、
法
的
再
構
成
の
必
要
性
と
許
容
性
を
述
べ
る
。

Ⅰ

法
的
再
構
成
の
必
要
性

法
的
再
構
成
の
必
要
性
は
、「
保
証
契
約
締
結
後
の
債
権
者
の
義
務
」
と
「
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
委
託
・
譲
渡
」
を
指

摘
で
き
る
。

一

保
証
契
約
締
結
後
の
債
権
者
の
義
務

杜
撰
に
な
り
が
ち
な
債
権
管
理
回
収

保
証
契
約
当
事
者
間
に
お
け
る
義
務
の
負
担
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
た
。
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「
保
証
債
務
を
設
定
す
る
債
権
関
係
が
保
証
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
一
方
的
に
責
任
を
負
う
の
み
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
片

務
契
約
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

片
務
契
約
で
あ
る
以
上
そ
の
一
般
的
な
性
質
か
ら
、
債
務
者
に
対
す
る

関
係
で
債
権
者
に
何
ら
か
の
義
務
を
観
念
す
る
こ
と
は
一
貫
し
な
い
と
考
え
ら

）

れ
た
」。「
ド
イ
ツ
民
法
典
で
は
保
証
関
係
に
お
け
る
債

権
者
は
、
保
証
債
務
者
に
対
し
て
何
ら
の
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
原
則
が
採
用
さ
れ
て

）

い
る
。

保
証
債
務
に
お
け
る
保

証
人
の
地
位
は
、
専
ら
被
担
保
債
権
の
債
権
者
の
た
め
に
主
た
る
債
務
者
の
債
務
不
履
行
危
険
を
備
え
る
と
い
う
危
険
を
一
方
的
に
引

受
け
る
の
み
」で
あ
り
、「
危
険
引
受
関
係
に
入
る
か
否
か
の
段
階
で
の
考
慮
、
す
な
わ
ち
保
証
契
約
締
結
に
向
け
て
の
準
備
交
渉
段
階

で
の
考
慮
が
重
要
性
を

）

も
つ
」
と
さ
れ
て
い
た
。

保
証
契
約
に
お
け
る
義
務
の
負
担
は
保
証
人
の
み
が
負
う
と
す
る
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
保
証
契
約
締
結
後
の
債
権
者
義
務
を
観
念

す
る
こ
と
は
一
層
困
難
と
な
る
。

1

条
文
上
の
義
務

保
証
契
約
に
関
す
る
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
に
つ
い
て
従
来
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
対
し
、
条
文
上
の
義
務
に
は
、
以
下

の
「
催
告
・
検
索
義
務
」
と
、「
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
」
の
二
つ
が
存
在
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
、
概
説
、
裁
判
例
、
学
説
の
順
に
述
べ
る
。

㈠

催
告
お
よ
び
検
索
の
抗
弁
（
民
法
四
五
五
条
）

⑴

概

説

民
法
四
四
六
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
保
証
人
は
主
た
る
債
務
者
が
そ
の
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
に
そ
の
履
行
を
す
る
責
任
を
負
う
と

す
る
。
し
た
が
っ
て
民
法
は
、
債
権
者
が
保
証
人
に
債
務
の
履
行
を
請
求
し
た
と
き
に
、
①
保
証
人
は
ま
ず
「
主
た
る
債
務
者
」
に
催
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告
を
す
べ
き
旨
を
債
権
者
に
原
則
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
（
四
五
二
条
）、
②
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
催
告
を
し
た
後

で
あ
っ
て
も
保
証
人
が
「
主
た
る
債
務
者
」
に
弁
済
を
す
る
資
力
が
あ
り
か
つ
執
行
が
容
易
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
債
権

者
は
ま
ず
主
た
る
債
務
者
の
財
産
に
つ
い
て
執
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
五
三
条
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
保
証
人
が
こ
れ
ら

①
②
の
催
告
・
検
索
の
抗
弁
権
を
債
権
者
に
行
使
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
債
権
者
が
こ
れ
ら
催
告
・
検
索
義
務
を
怠
り
催
告
・
検
索
義

務
を
怠
っ
た
結
果
、
主
た
る
債
務
者
か
ら
全
部
の
弁
済
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
債
権
者
が
直
ち
に
催
告
ま
た
は
執
行
を
す
れ

ば
主
た
る
債
務
者
か
ら
弁
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
限
度
に
お
い
て
保
証
人
は
義
務
を
免
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
民
法
四
五
五
条
）。

⑵

裁
判
例

債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
催
告
お
よ
び
検
索
の
抗
弁
に
関
す
る
裁
判
例
に
は
、
債
権
者
の
主
た
る
債
務
者
へ
の
権
利
行
使
の
懈
怠

が
保
証
人
に
対
す
る
信
義
則
に
反
す
る
と
き
に
は
、
保
証
人
か
ら
の
催
告
・
検
索
の
抗
弁
権
の
行
使
が
な
く
て
も
、
保
証
人
が
受
け
た

不
利
益
の
限
度
で
保
証
人
に
免
責
を
認
め
て
よ
い
と
す
る
も
の
が

）

あ
る
。

⑶

学

説

星
野
英
一
博
士
も
、
債
権
者
の
主
た
る
債
務
者
へ
の
権
利
行
使
の
懈
怠
が
保
証
人
に
対
す
る
信
義
則
に
反
す
る
と
き
に
は
、
保
証
人

か
ら
の
催
告
・
検
索
の
抗
弁
権
の
行
使
が
な
く
て
も
、
保
証
人
が
受
け
た
「
不
利
益
の
限
度
」
で
保
証
人
に
免
責
を
認
め
て
よ
い
と
す

る
裁
判
例
の
考
え
方
と
同
様
に
、
民
法
四
五
五
条
の
拡
張
解
釈
を
提
唱
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
民
法
四
五
五
条
は
債
権
者
が
主
た
る
債
務

者
の
履
行
期
到
来
後
に
請
求
を
怠
っ
て
い
た
と
し
て
も
保
証
人
か
ら
催
告
や
検
索
の
抗
弁
権
が
行
使
さ
れ
る
ま
で
は
、
保
証
人
は
免
責

さ
れ
な
い
と
す
る
が
、
民
法
四
五
五
条
の
適
用
範
囲＝

保
証
人
の
免
責
適
用
範
囲
を
拡
張
し
て
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
の
履
行
期

到
来
後
に
「
適
時
に
請
求
す
る
こ
と
を
怠
れ
ば
」
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
さ
れ
て

）

い
る
。
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な
お
、
千
葉
簡
易
裁
判
所
の
民
事
保
全
（
仮
差
押
・
仮
処
分
）
実
務
で
の
体
験
と
し
て
（
債
権
者
審
尋
手
続
き
に
お
い
て
、
申
立
債
権
者
代

理
人
と
し
て
）、
連
帯
保
証
債
務
履
行
請
求
権
を
被
保
全
権
利
と
し
て
民
事
保
全
命
令
申
立
事
件
を
提
起
す
る
際
、
も
う
一
つ
の
保
全
要

件
で
あ
る
「
保
全
の
必
要
性
」
の
疎
明
に
は
〞
主
た
る
債
務
者
〝
財
産
の
債
権
者
に
よ
る
執
行
可
能
性
や
催
告
内
容
が
問
わ
れ
る
取
扱

い
と
な
っ
て
お
り
、
本
来
は
実
体
法
上
補
充
性
の
な
い
連
帯
保
証
で
あ
っ
て
も
実
際
上
は
保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
検
索
・
催
告
の

抗
弁
権
を
も
つ
補
充
性
あ
る
通
常
保
証
と
同
様
の
取
扱
い
が
な
さ
れ
て

）

い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
連
帯
保
証
に
補
充
性
を
認
め
る

考
え
方
は
、
民
事
保
全
と
い
う
特
殊
局
面
に
お
け
る
手
続
上
の
判
断
要
件
で
あ
り
、
実
体
法
上
の
解
釈
論
と
は
別
異
に
理
解
す
る
必
要

も
あ
る
か
も
し
れ

）

な
い
。

⑷

催
告
・
検
索
対
象
者
拡
張
の
必
要
性

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
い
ず
れ
の
立
場
に
拠
ろ
う
と
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
催
告
義
務
・
検
索
義
務
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に

保
証
債
務
の
補
充
性
よ
り
生
じ
る
義
務
で
あ
る
か
ら
（
民
法
四
四
六
条

）

一
項
）、
保
証
人
に
対
す
る
債
権
者
の
「
主
た
る
債
務
者
」
へ
の
権

利
行
使
義
務
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
主
た
る
債
務
者
以
外
の
連
帯
保
証
人
（
共
同
保
証
人
）
な
ど
へ
の
債
権
者
の
権
利
行
使

義
務
は
、
お
の
ず
と
こ
こ
で
の
議
論
の
対
象
外
と
な
る
。
つ
ま
り
、
債
権
者
よ
り
み
て
共
同
保
証
人
間
な
ど
の
催
告
・
検
索
に
対
す
る

優
劣
は
、
保
証
法
の
次
元
で
は
問
題
と
な
り
得
な
い
と
思
わ

）

れ
る
。
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実（
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
に
参
加
す
る

当
事
者
の
制
度
や
仕
組
み
に
頼
り
き
っ
て
し
ま
う
怠
惰
や
、
怠
惰
を
超
え
た
濫
用
や
悪
用
・
背
信
）
を
信
用
保
証
協
会
取
引
に
お
け
る
信
用
保

証
協
会
の
損
失
最
小
化
と
い
う
理
想
に
近
付
け
る
た
め
に
は
、
従
来
の
伝
統
的
学
説
の
よ
う
に
債
権
者
の
対
保
証
人
に
対
す
る
債
権
の

管
理
回
収
義
務
を
「
主
た
る
債
務
者
の
み
」
対
象
と
し
た
の
で
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
保
証
構
成
で
は
、
債
権
者
か
ら
し
て
信
用
保

証
協
会
と
共
同
保
証
人
等
の
関
係
に
立
つ
者
と
信
用
保
証
協
会
と
の
間
で
こ
の
信
用
保
証
協
会
と
共
同
保
証
人
等
の
関
係
に
立
つ
者
を
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債
権
者
が
優
先
的
に
債
権
回
収
・
保
全
す
る
取
扱
い
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
の
確
実
性
に
対
し
て
信
用
保
証
協
会
保
証
の
保
証
債
務
不
履
行
に
陥
る
主
た
る
債
務
者

が
中
小
零
細
事
業
者
で
あ
る
が
ゆ
え
の
危
険
性
の
高
さ
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
損
失
保
証
（
最
終
不
足
額
支
払
保
証
）
の
よ
う
に
債
権
者
の
債

権
管
理
回
収
義
務
を
主
た
る
債
務
者
の
み
な
ら
ず
債
権
者
か
ら
み
て
信
用
保
証
協
会
と
共
同
保
証
人
ら
に
立
つ
者
と
の
関
係
に
お
い
て

も
、
優
先
し
て
お
こ
な
う
こ
と
を
義
務
付
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考

）

え
る
。

㈡

債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
（
民
法
五
〇
四
条
）

⑴

概

説

民
法
は
、
弁
済
を
な
す
に
つ
き
正
当
な
利
益
を
有
す
る
者
が
い
る
場
合
に
、
債
権
者
が
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ
て
そ
の
担
保
を
喪

失
ま
た
は
減
少
さ
せ
た
と
き
は
、
法
定
代
位
し
得
る
者
は
そ
の
喪
失
ま
た
は
減
少
に
よ
っ
て
償
還
を
得
ら
れ
な
く
な
る
限
度
で
責
任
を

免
れ
る
と
す
る
（
五
〇

）

四
条
）。
こ
の
規
定
は
法
定
代
位
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
債
権
者
に
一
種
の
「
担
保
保

存
義
務
」
を
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
我
妻
榮
博
士
は
、
債
権
者
は
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
は
い
け

）

な
い
と
説

か
れ
て
い
る
。

⑵

裁
判
例

最
高
裁
判
所
は
、
当
事
者
間
の
担
保
保
存
義
務
免
除
特
約
を
信
義
則
違
反
や
権
利
濫
用
論
を
使
っ
て
排
除

）

す
る
、
半
強
行
法

）

規
化
を

図
っ
て

）

い
る
。
裁
判
例
は
民
法
五
〇
四
条
に
関
し
、「
成
る
へ
く
保
証
人
の
負
担
を
加
重
せ
さ
る
の
注
意
を
払
ふ
は
是
亦
債
権
者
と
し
て

現
実
に
対
す
る
一
の

）

徳
義
」
と
も
し
て
い
る
。
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⑶

学

説

学
説
は
、
債
権
者
の
担
保
の
任
意
変
更
・
解
除
に
関
し
①
債
権
回
収
と
い
う
見
地
か
ら
客
観
的
合
理
性
も
存
し
な
い
場
合
に
は
担
保

保
存
義
務
免
除
特
約
の
存
在
に
か
か
わ
ら
ず
民
法
五
〇
四
条
の
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
と

）

述
べ
、
ま
た
②
担
保
保
存
義
務
免
除
特
約
に
基

づ
く
債
権
者
の
行
為
は
信
義
則
違
反
や
権
利
濫
用
の
可
能
性
を
十
分
審
理
す
べ
き
と
し

）

）

て
い
る
。

2

法
解
釈
上
の
義
務

以
上
の
条
文
上
の
債
権
者
義
務
の
裁
判
例
の
動
向
を
踏
ま
え
た
試
論
と
、
学
説
状
況
を
述
べ
た
後
、
小
括
す
る
。

㈠

債
権
者
の
損
害
軽
減
義
務
と
い
う
試
論

⑴

裁
判
例
か
ら
窺
え
る
法
理
の
存
在

催
告
・
検
索
義
務
と
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
と
い
う
保
証
に
お
け
る
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
二
種
類
の
条
文
上
の
義
務
を
概

観
す
る
と
、
両
規
定
は
任
意
規
定
（
当
事
者
間
で
特
約
を
設
け
、
特
約
に
拘
束
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
で
あ
る
が
、
現
在
の
裁
判
実
務

の
運
用
で
は
当
事
者
の
特
約
よ
り
も
「
民
法
規
定
の
尊
重
（
強
行
法
規
化
現
象
）」
が
窺

）

え
る
。
こ
の
二
種
類
の
条
文
上
の
義
務
の
強
行
法

規
化
現
象
の
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
保
証
人
は
保
証
債
務
を
履
行
す
る
ま
で
主
た
る
債
務
者
へ
の
権
利
行
使
は
実
際
上
お
こ
な
う
こ

と
が
で
き
ず
、
主
た
る
債
務
者
へ
の
債
権
回
収
は
当
然
に
債
権
者
に
委
ね
る
方
が
一
般
的
に
考
え
て
も
効
率
的
で
あ
ろ
う
し
、
債
権
者

は
保
証
人
に
比
べ
て
概
し
て
専
門
性
や
技
術
性
を
有
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
（
専
門
性
や
技
術
性
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
通
常
は
債
権
者

の
立
場
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
）
か
ら
債
権
者
に
保
証
人
は
「
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
依
存
度
合
も
大
き
い
」
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
債
権
者
に
保
証
人
は
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
な
ら
、
債
権
者
は
保
証
人
に
対
す
る
「
誠
実
な
義
務
履
行
」
が

保
証
人
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
他
人
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
自
己
利
益
の
保
全
・
取
立
て
に
つ
い
て
も
法
律
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上
の
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
る
趣
旨
と
理
解
で

）

き
る
。
保
証
は
本
来
的
に
他
人
債
務
の
弁
済
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
債
権
者
は
保
証
人
の
負

担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
べ
く
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
（
保
証
人
保
護
の
観
点
）。

⑵

双
務
契
約
類
型
と
の
対
比

と
こ
ろ
で
、
契
約
当
事
者
双
方
が
債
務
を
負
担
す
る
契
約
類
型
が
、
一
般
の
契
約
に
は
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
不
特
定
物
売
買（
種
類

物
売
買
）で
、
買
主
は
売
買
目
的
物
の
引
渡
債
権
者
だ
か
ら
と
し
て
債
務
者
で
あ
る
売
主
の
損
害
発
生
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
塡
補

を
売
買
目
的
物
の
引
渡
債
務
者
で
あ
る
売
主
か
ら
無
制
限
に
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
買
主
は
一
般
の
代
替
取
引
価
額

を
基
準
に
、
当
該
取
引
価
額
と
の
差
額
を
損
害
額
と
認
定
し
て
い
る
裁
判
例
が
あ
る
（
大
判
大
正
七
・
一
一
・
一
四
民
録
二
四
巻
二
一
六
九

頁
）。
つ
ま
り
、
引
渡
債
権
者
で
あ
る
買
主
に
、
損
害
軽
減
義
務
を
間
接
的
に
課
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

対
価
的
取
引
関
係
に
は
な
い
保
証
取
引
で
は
、
債
権
者
に
対
す
る
損
害
軽
減
義
務
が
対
価
的
取
引
関
係
に
あ
る
双
務
契
約
の
場
合
に

比
較
し
て
、
利
益
衡
量
上
よ
り
重
い
と
理
解
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。

㈡

学

説

⑴

星
野
英
一
博
士
の
見
解

保
証
債
務
の
履
行
確
実
性
が
高
け
れ
ば
債
権
者
は
確
実
に
当
該
債
権
の
回
収
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
と
の
利
益
衡
量

か
ら
債
権
者
が
保
証
人
に
負
っ
て
い
る
義
務
の
程
度
は
「
加
重
」
さ
れ
て
も
致
し
方
な
い
と
さ

）

れ
る
。
債
権
者
の
保
証
人
か
ら
の
債
権

回
収
の
確
実
性
と
、
保
証
人
の
他
人
債
務
負
担
性
と
の
比
較
衡
量
か
ら
理
解
で
き
る
。

つ
ま
り
、
一
般
に
金
融
取
引
の
債
権
者
は
、
取
引
相
手
の
債
務
者
の
信
用
状
況
の
監
督
と
、
も
し
保
証
人
も
徴
求
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
そ
の
保
証
人
の
信
用
状
況
の
監
督
を
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
通
常
の
保
証
に
お
け
る
債
権
者
の
労
に
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対
し
、
保
証
人
が
信
用
保
証
協
会
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
的
保
証
機
関
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
の
保
証
債
務
履
行
能
力
の
高
さ
か
ら
、
債

権
者
に
よ
る
保
証
人
の
信
用
状
況
の
監
督
は
取
引
金
融
機
関
の
立
場
か
ら
合
理
的
に
考
え
れ
ば
基
本
的
に
は
不
要
と
な
る
。
信
用
保
証

協
会
取
引
の
場
合
に
は
、
債
権
者
で
あ
る
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
債
権
管
理
の
手
数
が
省
け
、
債
権
回
収
リ
ス
ク
が
ほ
と
ん
ど
な
く

）

な
る
。
し
か
し
、
保
証
人
で
あ
る
信
用
保
証
協
会
か
ら
す
る
と
、
主
た
る
債
務
者
が
中
小
零
細
事
業
者
で
あ
る
と
事
業
体
力
は
一
般
に

ほ
と
ん
ど
な
く
経
済
変
動
な
ど
に
よ
り
経
営
上
の
悪
影
響
を
受
け
易
い
か
ら
、
中
小
零
細
事
業
者
の
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
の
負
担
は
基

本
的
に
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
保
証
契
約
当
事
者
間
の
公
平
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
債
権
者
の
有
利
な
立
場
か
ら
、

債
権
者
の
保
証
人
へ
の
一
定
の
義
務
負
担
を
考
え
る
こ
と
が
で

）

き
る
。

⑵

関
沢
正
彦
弁
護
士
・
藤
原
弘
道
教
授
（
元
裁
判
官
）
の
見
解

「
一
般
的
に
保
証
契
約
に
お
い
て
も
債
権
者
は
、
一
定
の
注
意
義
務
を
負
担
し
て
」
い
る
（
民
法
四
五
五
条
、
五
〇
四
条
の
ほ
か
、
一
条

二
項
の
適
用
が
あ
る
）。
信
用
保
証
協
会
保
証
の
場
合
に
は
債
権
者
は
、
保
証
人
た
る
信
用
保
証
協
会
か
ら
確
実
に
弁
済
を
得
ら
れ
る
こ
と

な
ど
の
理
由
…
…
か
ら
金
融
機
関
に
つ
い
て
も
信
義
則
に
基
づ
く
よ
り
も
、
高
度
の
注
意
義
務
を
課
さ
れ
て
し
か
る

）

べ
き
と
さ

）

れ
る
。

つ
ま
り
、
一
般
的
な
保
証
法
理
論
で
は
保
証
契
約
当
事
者
間
で
あ
る
保
証
人
と
債
権
者
と
の
法
律
関
係
は
、
保
証
人
が
債
権
者
に
保

証
債
務
を
負
担
す
る
片
務
契
約
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
債
権
者
が
保
証
人
に
負
担
す
る
義
務
は
、
前
述
の
よ
う
に
法
定
さ
れ
た
検
索
・

催
告
の
抗
弁
権
に
基
因
す
る
義
務
と
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
、
お
よ
び
法
解
釈
に
よ
り
信
義
則
上
発
生
す
る
付
随
義
務
だ
け
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
公
的
な
保
証
機
関
保
証
で
は
、
保
証
人
の
保
証
債
務
履
行
の
確
実
性
か
ら
、
債
権
者
が
公
的
保
証
人
に
対
し
て
負

担
す
る
一
般
と
は
異
な
る
特
別
な
義
務
が
存
在
す
る
と
の
立
場
と
理
解
で

）

き
る
。

⑶

西
村
信
雄
博
士
の
見
解
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債
権
者
に
保
証
人
の
負
担
を
な
る
べ
く
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
べ
き
、
抽
象
的
か
つ
包
括
的
な
義
務
を
認
め
て

）

い
る
。

「
各
人
が
自
分
自
身
の
利
益
を
保
全
す
る
た
め
に
注
意
を
払
う
と
否
と
は
、
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
る
。
不
注
意
の
た
め
に
み
ず
か

ら
の
不
利
益
を
被
っ
た
と
し
て
も
…
…
い
わ
ゆ
る
自
業
自
得
に
過
ぎ
ず
、
法
律
上
の
義
務
違
反
で
は
な
い
…
…
。

し
か
し
注
意
を
欠

い
た
が
た
め
に
自
業
自
得
の
限
界
を
超
え
て
累
と
他
人
に
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
自
己
の
利
益
の
保
全
に
つ
い
て
も
法
律
上
の
注
意
義
務

が

）

あ
る
。
過
失
相
殺
に
お
け
る
過
失
は
…
…
自
己
の
利
益
の
保
全
に
関
す
る
不
注
意
が
必
然
に
累
を
他
人
に
及
ぼ
す
結
果
を
と
も
な
う

場
合
に
は
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
他
人
に
対
す
る
過
失
で
あ
り
、
法
上
の
注
意
義
務
に
対
す
る
違
反
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
民
法
四
一
八

条
は
、
債
権
者
が
一
般
に
債
務
者
に
対
し
て
右
の
如
き
注
意
義
務
を
負
う
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で

）

あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。

「
わ
が
く
に
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
、
債
権
者
は
保
証
人
に
対
し
て
一
般
的
に
注
意
義
務
を
負
担
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
」
る
。

「
し
た
が
っ
て
、
注
意
義
務
の
具
体
的
内
容
は
、
前
掲
諸
法
条
に
規
定
さ
れ
た
も
の（
民
法
五
〇
四
条
・
四
五
五
条
お
よ
び
身
元
保
証
法

）

三
条
・

）

五
条
）に
限
局
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
場
合
の
具
体
的
諸
事
情
に
応
じ
て
多
様
な
展
開
を
示
す
可
能
性
を

）

も
つ
も
の
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
」
と
さ
れ
て

）

い
る
。

⑷

伊
藤
進
教
授
の
見
解

「
保
証
人
の
負
担
を
重
か
ら
し
め
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
義
務
は
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
信
義
則
の
根
底
に
あ
り
保
証
債
務

で
は
特
に
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「
か
か
る
注
意
義
務
の
懈
怠
か
ら
、保
証
人
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
さ

）

れ
る
。

⑸

内
田
貴
教
授
の
見
解

保
証
債
務
の
補
充
性
は
担
保
と
し
て
の
必
然
的
な
効
果
で
は
な
く
、
保
証
で
は
こ
の
よ
う
な
性
質
（
補
充
性
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
背

後
に
債
権
者
は
保
証
人
の
負
担
を
不
当
に
重
く
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
義
務

が
あ
る
と
い
う
法
理
（
債
権
者
協
力
義
務
・
配
慮
義
務
）
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の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述

）

べ
る
。

⑹

平
野
裕
之
教
授
の
見
解

保
証
契
約
は
、
債
権
者
は
一
方
的
に
利
益
を
得
、
保
証
人
は
一
方
的
に
不
利
益
を
受
け
る
と
い
う
相
互
性
の
な
い
不
公
平
な
契
約
で

あ
る
。
契
約
正
義
と
い
っ
た
観
点
か
ら
は
、
契
約
自
由＝

自
己
責
任＝

契
約
拘
束
力
の
原
則
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
よ
い
は
ず
は
な
い
。

力
関
係
、
専
門
的
能
力
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
経
済
的
影
響
可
能
性
や
情
報
取
得
可
能
性
な
ど
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
担
保
と

い
う
理
念
と
は
衝
突
す
る
が
債
権
者
に
は
可
能
な
限
り
保
証
人
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
義
務
（
保
証
人
保
護
義
務
）
が
負
わ
さ
れ
保
証
人

保
護
義
務
が
尽
く
さ
れ
た
場
合
ま
た
尽
く
さ
れ
た
限
度
に
応
じ
て
の
み
自
分
の
本
来
負
担
す
べ
き
リ
ス
ク
を
保
証
人
に
転
嫁
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
さ

）

れ
る
。

な
お
、
債
権
者
の
保
証
人
保
護
義
務
の
実
定
法
上
の
根
拠
は
、
先
の
一
般
論
と
は
異
な
る
文
脈
箇
所
か
ら
で
は
あ
る
が
、
信
義
則
で

あ
ろ
う
と
思
わ

）

れ
る
。

㈢

小

括

学
説
の
共
通
認
識
は
、
債
権
者
に
も
保
証
人
の
損
失
を
可
能
な
限
り
回
避
す
べ
き
注
意
義
務
を
、
保
証
契
約
締
結
段
階
の
み
な
ら
ず

保
証
契
約
締
結
後
も
最
低
限
信
義
則
上
認
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
よ
う
に
思

）

）

わ
れ
る
。
國
井
和
郎
教
授
は
「
一
時
的
保
証
で
は
継
続
的

保
証
に
見
ら
れ
る
責
任
範
囲
の
限
定
や
解
約
権
な
ど
は
通
常
は
考
え
難
く
、
責
任
制
限
は
保
証
債
務
に
し
た
が
っ
て
保
証
契
約
の
無
効

ま
た
は
不
成
立
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
意
思
が
存
在
す
る
場
合
に
は
保
証
債
務
の
履
行
請
求
が
権
利
濫
用
も
し
く

は
信
義
則
違
反
に
該
当
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て

）

い
る
。
裏
を
返
せ
ば
債
権
者
の
保
証

人
に
対
す
る
義
務
は
、
継
続
的
保
証
に
対
す
る
一
時
的
保
証
で
は
信
義
則
違
反
ま
た
は
権
利
濫
用
で
規
律
し
て
い
く
し
か
基
本
的
に
は
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な
い
と
考
え
て
い
る
と
い
え
る
。
裁
判
例
か
ら
窺
え
る
債
権
者
の
損
害
軽
減
義
務
と
い
う
試
論
も
、
債
権
者
・
損
害
軽
減
義
務
の
実
定

法
上
の
根
拠
は
学
説
と
同
様
に
信
義
則
で
あ
り
、
意
味
内
容
も
ほ
ぼ
同
一
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
信
義
則
違
反
や
権
利
濫
用
で
は
①
注
意
義
務
違
反
と
い
う
一
定
の
基
準
超
過
が
要
件
と
な
り
、
義
務
者
で
あ
る
債
権
者
の

当
該
債
権
の
管
理
回
収
に
対
す
る
誠
実
な
全
人
格
的
応
対
・
態
度
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
②
個
別
・
具

体
的
な
当
事
者
間
の
調
整
に
機
能
す
る
だ
け
で
、
全
体
的
な
仕
組
み
や
制
度
、
ス
キ
ー
ム
じ
た
い
を
保
護
す
る
機
能
は
な
く
、
さ
ら
に

③
事
後
・
処
理
的
で
あ
っ
て
、
事
前
・
予
防
的
で
は
な
い
と
考
え
ら

）

れ
る
。

二

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
委
託
・
譲
渡

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
委
託
・
譲
渡
で
は
、
保
証
付
債
権
の
管
理
委
託
に
よ
る
信
用
保
証
協
会
・
中
小
企
業
信
用
保
証

制
度
に
対
す
る
悪
影
響
と
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
譲
渡
に
よ
る
中
小
零
細
事
業
者
に
対
す
る
悪
影
響
に
分
け
て
述
べ
る
。

1

信
用
保
証
協
会
・
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
に
対
す
る
悪
影
響

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
・
回
収
は
、
貸
出
人
等
で
あ
る
当
該
貸
出
等
金
融
機
関
が
担
っ
て
い
る
。

貸
出
等
金
融
機
関
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
に
よ
る
金
融
機
関
破
綻
を
契
機
に
、
ペ
イ
・
オ
フ
解
禁
に
と
も
な
う
預
金
者
へ
の
情
報
開
示

な
ど
か
ら
も
事
業
収
益
へ
の
一
層
の
注
力
の
必
要
か
ら
業
務
効
率
化
が
以
前
に
も
増
し
て
強
く
要
求
さ
れ
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債

権
の
管
理
・
回
収
も
当
然
に
業
務
効
率
化
の
対
象
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
当
該
貸
出
等
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権

の
管
理
・
回
収
を
当
該
貸
出
等
金
融
機
関
内
部
で
担
う
に
し
て
も
、
事
務
を
集
中
化
し
て
一
箇
所
で
お
こ
な
う
こ
と
も
多
い
（
信
用
保
証

協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
・
回
収
の
担
い
手
変
化
）。
た
と
え
ば
、
あ
る
金
融
機
関
で
は
、
大
都
市
郊
外
で
北
海
道
の
信
用
保
証
協
会
保
証
付
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債
権
で
あ
ろ
う
と
沖
縄
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
と
を
問
わ
ず
集
中
管
理
し
（
移
管
）、
実
情
は
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣
社
員
が
事
務
的
・
機
械
的

に
業
務
を
遂
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で

）

あ
り
、
債
務
者
ら
の
所
在
地
や
居
住
地
を
現
地
訪
問
す
る
こ
と
な
く
内
勤
で
せ
い
ぜ
い
債

務
者
ら
の
所
在
地
や
居
住
地
に
郵
便
と
電
話
程
度
で
最
低
限
の
事
務
手
続
き
（
た
と
え
ば
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
上
の
期
限
の
利
益
喪
失
条

項
の
適
用
に
あ
た
っ
て
、
期
限
の
利
益
を
喪
失
さ
せ
る
た
め
に
債
務
者
に
請
求
し
て
請
求
喪
失
さ
せ
る
場
合
、
端
的
に
配
達
証
明
付
内
容
証
明
郵
便

を
債
務
者
へ
送
る
）
だ
け
こ
な
せ
ば
事
足
り
る
と
い
う
こ
と
も
多
い
と
聞
く
。

金
融
機
関
コ
ス
ト
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、貸
出
の
た
め
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
は
金
融
機
関
み
ず
か
ら
が
お
こ
な
う
と
し
て
も
、

貸
出
審
査
コ
ス
ト
や
貸
出
後
の
債
権
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
）・
コ
ス
ト
は
極
力
信
用
保
証
協
会
が
担
う
べ
き
と
の
考
え
に
金

融
機
関
側
は
立
っ
て
い
る
。
結
局
、
金
融
機
関
と
し
て
は
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
で
あ
ろ
う
と
保
証
付
債
権
で
な
か
ろ
う
と
当
該

金
融
機
関
み
ず
か
ら
の
債
権
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
が
有
す
る
債
権
を
ど
の
よ
う
に
管
理
回
収
し
よ
う
と
基
本
的

に
は
当
該
金
融
機
関
の
自
由
と
い
う
発
想
が
出
発
点
に
あ
る
が（
信
用
保
証
協
会
取
引
の
現
実

こ
の
よ
う
な
金
融
機
関
の
発
想
は
、
本
稿

の
立
場
か
ら
は
根
本
的
に
対
立
す
る
）、
金
融
機
関
に
対
す
る
信
用
保
証
協
会
と
し
て
は
今
現
存
す
る
貸
出
等
債
権
は
将
来
発
生
す
る
か
も

し
れ
な
い
求
償
権
の
源
で
あ
り
、
そ
の
求
償
権
の
源
を
毀
損
す
る
行
為
は
見
逃
せ
な
い
と
の
発
想
が
存
在
す
る
（
信
用
保
証
協
会
取
引
の

理
想
）。

筆
者
ら
が
眼
目
に
置
い
て
い
る
公
的
保
証
制
度
の
損
失
の
最
小
化
が
目
指
さ
れ
る
べ
き
と
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
昨
今
の
金
融
機
関

変
革
に
お
い
て
事
務
集
中
化
・
効
率
化
と
称
し
て
与
信
機
関
か
ら
与
信
機
関
の
子
会
社
サ
ー
ビ
サ
ー
（
債
権
回
収
会
社
）
へ
の
自
由
な
業

務
委
託
な
ど
に
よ
る
信
用
保
証
協
会
や
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
に
対
す
る
一
層
の
弊
害
へ
の
法
的
対
処
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題

も
あ
る
。
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し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
委
託
に
よ
る
信
用
保
証
協
会
・
中
小
企
業
信
用
保
証
制
度
に
対
す
る
悪
影
響
の
問
題

は
、
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
に
対
す
る
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
・
回
収
上
の
義
務
の
問
題
と
し
て
解
決
が
可
能
と
思

わ
れ
る
（
た
と
え
ば
、
金
融
機
関
の
サ
ー
ビ
サ
ー
へ
の
債
権
管
理
回
収
業
務
の
委
託
の
場
合
は
、
当
該
サ
ー
ビ
サ
ー
を
当
該
金
融
機
関
の
「
履
行

補
助
者
」、
あ
る
い
は
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
書
例
九
条
の
債
権
の
保
全
取
立
条
項
を
根
拠
に
金
融
機
関
を
信
用
保
証
協
会
の
受
託

者
と
認
定
し
た
う
え
で
「
受
託
者
の
変
更
」
と
み
な
す
な
ど
で
あ
る
）。

2

中
小
零
細
事
業
者
に
対
す
る
悪
影
響

問
題
は
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
譲
渡
に
よ
る
中
小
零
細
事
業
者
（
信
用
保
証
協
会
保
証
制
度
の
利
用
者
）
に
対
す
る
悪
影
響
の

場
合
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
小
零
細
事
業
者
の
再
建
可
能
性
や
資
金
調
達
・
取
引
機
会
を
害
す
る
虞
れ
（
中
小
零
細
事
業
者
の
不
利
益
）

は
、
信
用
保
証
協
会
や
制
度
全
体
の
損
失
に
も
結
び
付
く
可
能
性
が
存
在
す
る
（
主
た
る
債
務
者
の
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
は
、
信
用
保
証
協

会
が
引
受
け
る
）。

す
な
わ
ち
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
関
係
を
裁
判
例
や
通
説
的
見
解
で
あ
る
保
証
構
成
と
す
る
立
場
に
よ
る
と
、
被
保
証

債
権
が
移
転
す
れ
ば
被
保
証
債
権
に
随
伴
し
て
保
証
債
務
履
行
請
求
権
も
移
転
す
る
（
大
判
明
治
三
九
・
三
・
三
民
録
一
二
輯
四
三
五
頁
参

照
）。
保
証
契
約
当
事
者
間
で
あ
る
保
証
人
た
る
信
用
保
証
協
会
と
債
権
者
た
る
金
融
機
関
と
の
間
で
、
被
保
証
債
権
が
移
転
す
る
場
合

に
は
あ
ら
か
じ
め
信
用
保
証
協
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
特
約
が
締
結
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
特
約
の
締
結
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
た
と
え
ば
信
用
保
証
協
会
保
証
に
お
い
て
金
融
機
関
が
不
良
債
権
処
理
の
た
め
に
融
資
機
関

で
は
な
い
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
へ
債
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
も
考
え
ら

）

れ
る
。
し
か
し
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
に
対
す
る
金

融
機
関
の
自
由
な
譲
渡
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
債
権
売
却
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
主
た
る
債
務
者
（
中
小
零
細
事
業
者
）
は
実
際
上
融
資
を
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受
け
る
機
会
を
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
高
く

）

な
る
。
金
融
機
関
に
よ
る
自
由
な
債
権
売
却
を
阻
止
す
る
必
要
性
が
、
特
に
政
策

金
融
と
い
う
世
界
で
は
存
在
す
る
。

金
融
機
関
に
よ
る
自
由
な
債
権
売
却
を
阻
止
す
る
と
い
う
問
題
は
、
従
来
の
伝
統
的
な
保
証
構
成
で
は
対
処
で
き
な
い
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら

）

れ
る
。
な
お
、
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
譲
受
制
限
解
釈
（
信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成
）
は
譲
受
人
の
保
証
付
で

あ
る
と
の
予
測
を
害
し
不
利
益
を
招
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
譲
受
け
の
実
務
と
し
て
専
門
性
あ
る

債
権
買
取
人
は
デ
ュ
ー
・
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
資
産
価
値
査
定
）
段
階
で
債
権
証
書
を
中
心
と
し
た
綿
密
な
判
断
を
お
こ
な
い
、
信
用
保
証

協
会
の
原
金
融
機
関
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
保
証
書
（
約
定
書
例
一
条
）
に
は
実
務
上
当
該
保
証
商
品
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
当
該
保
証

商
品
名
が
明
確
化
す
れ
ば
当
該
信
用
保
証
協
会
取
引
を
譲
受
前
に
理
解
で
き
、
信
用
保
証
協
会
付
債
権
の
譲
受
人
は
信
用
保
証
協
会
付

債
権
の
譲
渡
制
限
が
譲
受
人
の
予
測
を
害
し
不
利
益
を
被
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ

法
的
再
構
成
の
許
容
性

保
証
契
約
も
契
約
で
あ
る
以
上
契
約
自
由
（
私
的
自
治
）
原
則
が
支
配
す
る
領
域
で
あ
り
、
契
約
当
事
者
の
合
意
で
様
々
な
保
証
形
態

を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
伊
藤
進
教
授
は
、
保
証
の
機
能
・
性
質
あ
る
い
は
特
質
に
応
じ
て
保
証
の
法
的
効
力
を
考
え
る
べ
き
と

の
見
解
が
有
力
に
な
り
つ
つ

）

あ
る
と
さ
れ
て

）

い
る
。
他
方
、
我
妻
榮
博
士
は
、
法
律
行
為
や
契
約
解
釈
に
お
い
て
は
使
用
さ
れ
る
文
言

に
拘
泥
さ
れ
ず
に
当
事
者
の
社
会
的
・
経
済
的
な
目
的
に
則
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

）

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

保
証
に
お
け
る
債
権
者
の
法
定
義
務
（
条
文
上
の
義
務
）
の
ほ
か
信
義
則
に
よ
る
付
随
義
務
を
超
え
て
一
般
と
は
異
な
る
公
的
保
証
機

関
取
引
に
妥
当
す
る
債
権
者
の
特
別
な
義
務
が
存
在
す
る
と
き
、
保
証
と
い
う
従
来
の
法
律
関
係
の
把
握
と
は
別
に
、
ほ
か
の
異
な
る
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法
制
度
か
ら
の
「
再
構
成
」
の
可
能
性
が
問
題
と
な
り
得
る
。

）

山
本
隆
司
「
物
上
保
証
人
に
対
す
る
債
権
者
の
義
務
」
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
六
一
号
三
八
頁
。

）

通
説
、E

n
n
ecceru

s
L
eh
m
a
n
n
,
L
eh
rb
u
ch d

es B
u
rg
erlich

en R
ech

ts,
B
d
.
II,
R
ech

t d
er S

ch
u
ld
v
erh

a
ltn
isse,

1954

195 IV
;
O
ertm

a
n
n
,
K
o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
u
rg
erlich

en G
esetzb

u
ch
,
2 B

u
ch
.
R
ech

t d
er S

ch
u
ld
v
erh

a
ltn
isse,

3 u
.
4 A

u
fl.

1910,
2a zu

776;
M
o
tiv
e zu d

em
 
E
n
tw
u
rfe ein

es B
u
rg
erlich

en G
esetzb

u
ch
es fu

r d
a
s D

eu
tsch

e R
eich B

d
.
II.,

1888,

S
.
678 ff.

星
野
・
前
掲
注

82
）二
三
四
頁
以
下
の
訳
出
に
よ
る
。

）

山
本
隆
司
・
前
掲
注

）三
九
頁
。

な
お
、
本
稿
は
保
証
契
約
締
結
前
の
保
証
人
の
損
害
軽
減
に
債
権
者
が
配
慮
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
保
証
契
約
締
結
後
の
保
証
人
の
損
害

軽
減
に
も
債
権
者
が
配
慮
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
。

）

大
判
昭
和
八
・
九
・
二
九
民
集
一
二
巻
二
四
四
三
頁
。

）

星
野
・
前
掲
注

82
）二
四
三
頁
。

）

ス
イ
ス
で
も
、
連
帯
保
証
も
補
充
性
を
有
す
る
（
星
野
・
前
掲
注

82
）二
一
四
頁
）。

）

ド
イ
ツ
で
も
、
信
用
保
証
協
会
保
証
の
場
合
に
は
補
充
性
を
有
す
る
。

椿
久
美
子
教
授
に
よ
れ
ば
、「
ド
イ
ツ
で
は（
筆
者
注：

信
用
保
証
）協
会
保
証
は
民
法
上
規
定
の
な
い
、
損
失
保
証（A

u
sfa
llb
u
rg
sch

a
f

）

と
解
さ
れ
て
い
ま
す
（
右
近
健
男
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
契
約
法
』
六
五
二
頁
〔
鶴
井
俊
吉
〕（
三
省
堂
・
一
九
九
五
年
））。
損
失
保
証
は
、
最
終

不
足
額
支
払
保
証
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
」。「
損
失
保
証
は
、
先
訴
の
抗
弁
権
（
ド
イ
ツ
民
法
七
七
一
条
）
以
上
に
保
証
人
の
責
任
を
制

限
し
補
充
性
を
強
化
し
た
保
証
で
す
（H

o
rn
,
S
ta
u
d
in
g
ers K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
B
G
B
,
B
u
ch 2.

R
ech

t d
er S

ch
u
ld
v
erh

a
ltn
isse

771,
1997,

R
n
.
119

）」。「
債
権
者
が
債
務
者
に
対
す
る
強
制
執
行
だ
け
で
は
な
く
通
常
保
証
人
…
…
や
物
上
保
証
人
に
対
す
る
権
利
行
使

も
不
注
意
な
く
十
分
に
お
こ
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
損
失
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
証
明
し
た
場
合
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
そ
の

損
失
に
つ
い
て
だ
け
損
失
保
証
人
が
責
任
を
負
う
（B

G
H
 
M
D
R
 
1972,

411;
B
B
 
1978,

1688
=
W
M
 
1978,

1267,
W
M
 
1989,

559
=
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N
JW
 
1989,

1484,
1485;

W
M
 
1992,

1444,
1445

）」。「
債
権
者
は
損
失
保
証
人
の
利
益
を
図
る
た
め
債
権
の
満
足
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
尽
く
す
義
務
が
あ
り
、
ま
た
担
保
保
存
義
務
が
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
通
常
保
証
人
が
先
に
保
証
義
務
を
履
行
し
た
場
合
に
は
、

損
失
保
証
人
は
そ
れ
を
償
還
す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
」。「
損
失
保
証
は
保
証
人
の
義
務
が
最
も
軽
い
保
証
と
し
て
、
特
に
公
的
機
関
が
保

証
人
に
な
る
場
合
に
使
わ
れ
ま
す
」、
と
さ
れ
る
（「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
人
保
証
」『
法
人
保
証
を
め
ぐ
る
実
態
と
法
理
』
金
融
法
研
究
一
七

号
七
三
頁
、
金
融
法
研
究
・
資
料
編
（
一
六
）
二
二
一
頁
に
よ
る
）。

）

星
野
英
一
『
民
法
概
論
Ⅲ
（
債
権
総
論
）』
一
八
三
頁
（
良
書
普
及
会
・
一
九
七
八
年
）、
内
田
貴
『
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
・
担
保
物
権
』

三
〇
八
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
六
年
）。

）

た
だ
し
、
ド
イ
ツ
で
は
損
失
保
証
（
最
終
不
足
額
支
払
保
証
）
が
存
在
し
、
債
権
者
よ
り
み
て
共
同
保
証
人
間
の
催
告
・
検
索
に
対
す

る
優
劣
を
「
保
証
法
の
次
元
」
で
問
題
処
理
し
て
い
る
（
前
掲
注

））。

な
お
、
星
野
英
一
博
士
が
債
権
者
の
催
告
対
象
を
主
た
る
債
務
者
以
外
の
連
帯
保
証
人
や
物
上
保
証
人
を
対
象
と
し
な
く
て
よ
い
と
考
え

て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
（
前
節
Ⅰ
一
２
㈠
）。

）

本
稿
の
目
的
の
一
つ
は
、
債
権
者
の
債
権
管
理
回
収
義
務
を
主
た
る
債
務
者
の
み
な
ら
ず
、
債
権
者
か
ら
み
て
信
用
保
証
協
会
と
共
同

保
証
人
ら
に
立
つ
者
に
も
拡
張
す
る
こ
と
を
法
的
観
点
か
ら
志
向
す
る
こ
と
に
あ
る
（
保
証
に
お
け
る
補
充
性
の
人
的
対
象
の
拡
張
）。

）

ド
イ
ツ
で
も
、「
債
権
者
が
そ
の
債
権
に
結
合
し
た
優
先
権
、
す
な
わ
ち
抵
当
権
・
質
権
も
し
く
は
共
同
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
放
棄

し
た
と
き
に
は
、
保
証
人
は
七
七
四
条
に
従
い
放
棄
さ
れ
た
権
利
に
よ
っ
て
求
償
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
に
お
い
て
責
任
を
免
れ
る
。
放
棄

さ
れ
た
権
利
が
保
証
契
約
締
結
後
に
発
生
し
た
と
き
も
、
同
様
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
民
法
七
七
六
条
）（
椿
久
美
子
・
前
掲
注

）一

七
号
、
同
・
前
掲
注

）資
料
編
）。

）

水
本
浩
補
訂
『
全
訂
第
一
版
・
民
法
案
内
五－

三
（
債
権
総
論
・
下
）』
二
二
七
頁
（
一
粒
社
・
一
九
八
三
年
）。

）

ド
イ
ツ
の
裁
判
例
も
、
日
本
の
裁
判
例
と
同
様
に
主
た
る
債
務
者
か
ら
満
足
を
得
ら
れ
な
い
結
果
に
至
ら
せ
た
債
権
者
の
行
為
が
信
義

則
に
反
す
る
と
き
に
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（R

G
.
87.

328,
65.

140,
R
G
.
JW

.
1937,

3104.

星
野
・
前
掲
注

82
）

二
三
七
頁
の
訳
出
に
よ
る
）。
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）

フ
ラ
ン
ス
で
も
、
一
九
八
四
年
法
改
正
で
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
を
定
め
る
民
法
典
二
〇
三
七
条
が
、
強
行
規
定
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
（
山
野
目
章
夫
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
二
〇
三
七
条
の
一
九
八
四
年
に
お
け
る
変
容
」
比
較
法
雑
誌
二
九
巻
二
号
一
一
七
頁
）。

）

最
一
小
判
平
成
二
・
四
・
一
二
金
融
法
務
事
情
一
二
五
五
号
六
頁
金
融
・
商
事
判
例
八
八
三
号
一
四
頁
、
最
二
小
判
平
成
七
・
六
・
二

三
民
集
四
九
巻
六
号
一
七
三
七
頁
判
例
時
報
一
五
三
四
号
三
五
頁
、
最
一
小
判
平
成
八
・
一
二
・
一
九
金
融
法
務
事
情
一
四
八
二
号
七
七
頁
。

）

大
判
昭
和
八
・
九
・
二
九
民
集
一
二
巻
二
四
五
一
頁
。

）

鈴
木
禄
弥
編
『
注
釈
民
法

』
三
三
一
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
九
三
年
）。

同
旨
、
磯
村
哲
編
『
注
釈
民
法

債
権
⑶
』
三
六
八
頁
〔
石
田
喜
久
夫
〕（
有
斐
閣
・
一
九
七
〇
年
）、
星
野
・
前
掲
注

）二
六
七
頁
、

宮
川
種
一
郎
「
担
保
保
存
義
務
に
つ
い
て
」
金
融
法
務
事
情
六
六
五
号
七
頁
。

）

椿
寿
夫
「
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
」
金
融
法
務
事
情
五
一
二
号
一
八
頁
。

）

ド
イ
ツ
の
学
説
も
、
民
法
七
七
六
条
じ
た
い
が
債
権
者
は
恣
意
的
に
保
証
人
の
法
的
地
位
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
信
義
則
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
の
行
為
が
信
義
則
に
反
す
る
も
の
で
債
権
者
の
行
為
の
結
果
主
た
る
債
務
者
か
ら
満
足
を
得
ら
れ
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
信
義
則
上
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
（E

n
n
ecceru

s
L
eh
m
a
n
n
,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.
110),
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IV
 
1.

星
野
・
前
掲
注

82
）二
三
七
頁
の
訳
出
に
よ
る
）。

債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
信
義
則
に
基
づ
い
て
一
定
の
注
意
義
務
を
負
う
と
す
る
考
え
方
は
、
一
般
的
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
星
野
・

前
掲
注

82
）二
三
八
頁
。
藤
原
弘
道
「
信
用
保
証
協
会
の
保
証
に
お
け
る
免
責
条
項
」
金
融
法
務
事
情
七
五
六
号
一
一
頁
）。

）

保
証
法
に
お
け
る
強
行
法
規
化
（
民
法
規
定
の
尊
重
）
は
重
要
な
点
で
あ
り
、
債
権
者
と
保
証
人
と
の
利
害
調
整
点
が
時
代
に
よ
り
変

化
し
て
い
る
こ
と
を
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
後
述
、
ま
と
め
と
展
望
Ⅱ
一
２
）。

）

債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
負
担
す
る
誠
実
義
務
は
、
消
極
的
・
受
動
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
の
か
（
信
義
則
の
守
備
範
囲
内
）、
積
極

的
・
能
動
的
な
も
の
も
含
む
の
か
（
信
義
則
の
守
備
範
囲
外
）
は
問
題
と
な
り
得
る
（
後
述
、
㈡
⑴
お
よ
び
⑵
参
照
）。

）

星
野
・
前
掲
注

82
）二
四
七
頁
。

同
旨
、
藤
原
・
前
掲
注

）。
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）

こ
の
よ
う
な
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
保
証
債
務
不
履
行
リ
ス
ク
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
特
質
・
特
性
も
（
前
章
第
一
節
Ⅰ
）、

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
譲
渡
自
由
を
制
限
す
る
議
論
の
実
際
上
の
理
由
の
一
つ
と
な
る
（
後
述
、
二
）。

）

保
証
契
約
は
保
証
人
の
債
権
者
へ
の
保
証
債
務
履
行
義
務
の
ほ
か
、
逆
に
債
権
者
の
保
証
人
へ
の
一
定
の
義
務
が
観
念
で
き
る
と
す
る

立
場
は
、
契
約
の
「
双
務
性
」
に
親
和
的
で
あ
る
。

信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
は
専
門
家
同
士
の
プ
ロ
と
プ
ロ
の
取
引
で
あ
る
が
、
両
者
に
は
信
用
保
証
協
会
の
負
う
債
務
負
担
の
危
険

の
高
さ
（
前
章
第
二
節
Ⅱ
二
２
㈡
⑴
）
に
対
す
る
金
融
機
関
の
債
権
回
収
の
確
実
性
（
前
章
第
一
節
Ⅰ
）
と
い
う
特
殊
性
が
存
在
す
る
。

）

信
用
保
証
協
会
取
引
に
お
い
て
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
に
信
義
則
に
基
づ
く
よ
り
高
度
の
注
意
義
務
を
課
さ
れ
て
し
か
る
べ
き

と
の
指
摘
は
、
本
稿
も
同
様
で
あ
る
。
本
稿
の
基
調
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
、
関
沢
正
彦
弁
護
士
や
藤
原
弘
道
教
授
の
見
解
根
拠
は
、
不
明
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
契
約
当
事
者
間
の
信

義
則
を
超
え
る
高
度
の
注
意
義
務
が
金
融
機
関
に
課
さ
れ
る
べ
き
根
拠
を
で
き
得
る
限
り
明
確
化
し
た
い
考
え
で
あ
る（
後
述
Ⅱ
）。
そ
の
根

拠
は
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
保
険
的
構
成
と
与
信
委
任
的
構
成
）。

）

関
沢
・
前
掲
注

82
）「
法
律
的
諸
問
題
⑶
」
一
二
頁
。

同
旨
、
藤
原
・
前
掲
注

）。

）

関
沢
正
彦
弁
護
士
・
藤
原
弘
道
教
授
の
見
解
は
、
星
野
英
一
博
士
の
見
解
と
同
様
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
星
野
英
一
博
士
の
見
解
も
関
沢
正
彦
弁
護
士
・
藤
原
弘
道
教
授
の
見
解
も
、
保
証
人
の
債
務
履
行
の
確
実
性
か
ら
、
債
権
者
に

保
証
人
に
対
す
る
信
義
則
を
超
え
る
高
度
の
注
意
義
務
の
存
在
を
認
め
る
。

）
『
継
続
的
保
証
の
研
究
』
二
一
二
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
五
二
年
）。

）

じ
し
ん
の
不
注
意
に
よ
り
他
人
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
こ
と
が
法
律
上
の
義
務
違
反
と
な
る
も
の
に
は
、
過
失
相
殺
（
民
法
四
一
八
条
）

の
ほ
か
に
、
前
述
し
た
債
権
者
の
担
保
保
存
義
務
（
民
法
五
〇
四
条
）
が
存
在
す
る
（
１
㈡
）。

）

西
村
・
前
掲
注

）二
一
八
・
二
一
九
頁
。

）

通
知
義
務
で
あ
る
。
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）

監
督
義
務
で
あ
る
。

）

保
証
取
引
の
形
態
に
よ
っ
て
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
西
村
信
雄
博
士
の
指
摘
も
、
本
稿

で
は
重
要
と
考
え
る
（
後
述
Ⅱ
）。

）

西
村
・
前
掲
注

）二
二
〇
・
二
二
一
頁
。

）
『
保
証
・
人
的
担
保
論
』
二
六
八
頁
（
信
山
社
・
一
九
九
六
年
）。

直
前
⑶
の
西
村
信
雄
博
士
の
見
解
と
同
様
と
思
わ
れ
る
。

）
『
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
・
担
保
物
権
〔
第
二
版
〕』
三
五
〇
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
四
年
）。

直
前
⑷
の
伊
藤
進
教
授
の
見
解
や
、
⑶
の
西
村
信
雄
博
士
の
見
解
と
同
様
と
思
わ
れ
る
。

）
『
保
証
人
保
護
の
判
例
総
合
解
説
〔
第
二
版
〕』
二
二
頁
（
信
山
社
・
二
〇
〇
五
年
）、「
保
証
契
約
に
お
け
る
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す

る
義
務
⑴
⑶
」
法
律
論
叢
七
四
巻
一
号
三
三
・
三
四
頁
七
五
巻
一
号
一
八
頁
。

直
前
⑸
の
内
田
貴
教
授
の
見
解
や
、
⑷
の
伊
藤
進
教
授
の
見
解
、
⑶
の
西
村
信
雄
博
士
の
見
解
と
同
様
と
思
わ
れ
る
。

）

平
野
裕
之
・
前
掲
注

）『
解
説
〔
第
二
版
〕』
一
〇
頁
。

）

債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
損
失
最
小
化
義
務
は
一
般
的
に
は
信
義
則
に
拠
る
と
し
て
も
、
関
沢
正
彦
弁
護
士
・
藤
原
弘
道
教
授
ら
は

信
用
保
証
協
会
保
証
で
は
信
義
則
よ
り
高
度
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
存
在
す
る（
㈡
⑵
）。
裁
判
例
と
の
比
較
に
お
い
て
学

説
の
な
か
で
特
徴
的
な
の
が
、
星
野
英
一
博
士
や
関
沢
正
彦
弁
護
士
・
藤
原
弘
道
教
授
ら
の
見
解
で
あ
る
。

本
稿
も
、
信
用
保
証
協
会
保
証
で
は
債
権
者
は
保
証
人
に
対
し
て
信
義
則
よ
り
高
度
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
の
よ
う
な
解
釈

方
向
を
支
持
す
る
。

）

な
お
、
西
村
信
雄
博
士
に
関
し
て
は
、
先
の
引
用
部
分
の
ほ
か
、
西
村
・
前
掲
注

）一
八
三
頁
。

）
「
保
証
」
椿
寿
夫
編
『
担
保
法
理
の
現
状
と
課
題
』
一
二
六
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
九
五
年
）。

）

こ
の
よ
う
な
保
証
構
成
（
信
義
則
違
反
や
権
利
濫
用
に
よ
る
規
律
）
の
難
点
の
解
決
こ
そ
が
、
本
稿
で
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

）

こ
の
よ
う
な
方
式
は
都
市
銀
行
を
は
じ
め
、
地
方
銀
行
な
ど
で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
業
界
で
は
一
般
に
セ
ン
タ
ー
方
式
と
呼
ば
れ
て
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い
る
。

）

破
綻
金
融
機
関
が
有
す
る
債
権
の
み
な
ら
ず
正
常
金
融
機
関
が
有
す
る
債
権
も
、
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
へ
の
売
却
対
象
債
権
と
な

り
得
る
（
金
融
再
生
法
五
三
条
一
項
一
号
ニ
）。
詳
し
く
は
、
平
野
真
由
・
前
掲
注

68
）参
照
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
五
年
三
月
末
買
取
申
込
み

を
期
限
に
、
現
在
は
買
取
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
（
金
融
再
生
法
五
三
条
二
項
三
号
）。

し
か
し
、
昨
今
の
日
本
の
経
済
状
況
か
ら
す
る
と
（
序
論
Ⅰ
）、
正
常
金
融
機
関
が
有
す
る
債
権
の
買
取
り
が
復
活
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

本
稿
で
の
議
論
は
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

）

ま
ず
、
正
常
債
権
の
整
理
回
収
機
構
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
へ
の
譲
渡
の
場
合
が
考
え
得
る
。
正
常
債
権
で
も
①
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
で

は
な
い
金
融
機
関
独
自
の
プ
ロ
パ
ー
債
権
の
保
全
状
況
劣
化
（
た
と
え
ば
、
不
動
産
担
保
貸
付
に
お
け
る
担
保
価
値
の
実
質
的
減
少
な
ど
）

に
よ
る
貸
倒
引
当
金
の
積
増
し
を
回
避
す
る
た
め
に
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
パ
ー
債
権
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
②
自
己
資
本
比
率
向
上
の
た
め
の

分
母
を
構
成
す
る
資
産
減
少
の
た
め
に
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
で
あ
っ
て
も
売
却
（
譲
渡
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
正
常
債
権
の
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
譲
渡
で
は
、
債
務
者
（
借
入
人
）
の
取
引
先
な
ど
が
い
わ
ゆ
る
債
権
の
整
理
回
収
機

構
送
り
を
知
っ
た
こ
と
に
よ
る
取
引
の
打
切
り
な
ど
、
債
務
者
（
借
入
人
）
の
風
評
に
よ
る
事
業
被
害
も
考
え
得
る
。

加
え
て
、
延
滞
な
ど
の
問
題
債
権
と
な
っ
て
い
る
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
が
整
理
回
収
機
構
へ
売
却
さ
れ
る
と
整
理
回
収
機
構
は
融

資
機
能
を
有
し
な
い
の
で（
第
一
節
Ⅱ
）、
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
追
加
保
証
に
よ
る
事
業
再
建
が
図
り
難
く
な
る
と
い
う
中
小
零
細
事
業
者

へ
の
弊
害
も
存
在
す
る
。
な
お
、
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
で
は
な
い
プ
ロ
パ
ー
債
権
の
み
が
整
理
回
収
機
構
に
売
却
さ
れ
て
し
ま
え
ば

債
務
者
（
借
入
人
）
の
事
業
再
建
可
能
性
は
整
理
回
収
機
構
の
強
力
な
債
権
回
収
に
よ
っ
て
実
現
不
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念

も
あ
る
が
、
近
時
の
整
理
回
収
機
構
の
実
務
対
応
も
第
一
節
Ⅱ
で
述
べ
た
よ
う
に
債
務
者
（
借
入
人
）
の
事
業
再
建
に
対
す
る
債
権
回
収
上

の
整
理
回
収
機
構
の
理
解
も
み
ら
れ
、
他
債
権
者
の
事
業
再
建
支
援
に
も
協
力
す
る
柔
軟
さ
も
出
て
き
て
い
る
（
前
掲
注

72
））。

金
融
機
関
の
立
場
で
も
、
金
融
機
関
が
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
譲
渡
の
自
由
を
制
限
さ
れ
た
と
し
て
も
、
①
実
務
上
は
貸
付
債
権

な
ど
の
原
債
権
に
関
す
る
期
限
の
利
益
喪
失
日
か
ら
一
二
〇
日
以
内
を
目
途
に
信
用
保
証
協
会
か
ら
の
債
権
回
収
が
確
実
に
図
れ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り（
約
定
書
例
六
条
二
項
参
照
）、
ま
た
②
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
は
貸
倒
れ
を
観
念
し
難
い
債
権
で
あ
り
、
信
用
保
証
協
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会
保
証
付
債
権
が
期
中
で
貸
倒
引
当
金
を
積
増
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
は
想
定
し
難
い
。
金
融
機
関
の
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権

の
譲
渡
制
限
に
よ
る
不
利
益
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
債
権
と
い
う
資
産
売
却
に
よ
る
自
己
資
本
比
率
上
の
分
母
を
構
成
す
る
資
産
額
の
減

縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

）

信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
譲
渡
制
限
の
問
題
は
、
本
稿
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
で
あ
る
（
保
証
債
務
の
「
随
伴
性
の
制
限
」）。
つ

ま
り
、
本
稿
で
は
信
用
保
証
協
会
取
引
に
つ
い
て
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
で
あ
る
保
証
と
は
異
な
る
法
性
に
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
証
の
特
質
・
特
性
で
あ
る
補
充
性
（
一
１
㈠
）・
付
従
性
（
次
編
第
三
章
第
二
節
Ⅰ
一
１
㈠
）・
随
伴
性
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
容
す

る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
理
論
的
テ
ー
マ
で
あ
る
。

現
行
実
務
で
の
処
理
と
し
て
は
直
前
一
で
述
べ
た
よ
う
に
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
約
定
書
例
九
条
の
債
権
の
保
全
取
立
条
項

を
根
拠
に
金
融
機
関
を
信
用
保
証
協
会
の
受
託
者
と
認
定
し
た
う
え
で
「
受
託
者
の
変
更
」
と
す
る
こ
と
が
考
え
得
る
が
（
第
Ⅲ
編
第
三
章

第
三
節
Ⅰ
参
照
）、
具
体
的
信
用
保
証
協
会
取
引
形
態
毎
に
信
用
保
証
協
会
付
債
権
譲
渡
の
制
限
・
制
約
を
本
質
的
・
根
本
的
・
純
理
論
的
に

考
察
し
た
い
。

）
「
保
証
の
法
的
効
力
に
つ
い
て
①－
中
小
企
業
金
融
に
伴
う
保
証
を
中
心
に－

」
銀
行
法
務
21
第
六
二
三
号
六
頁
。

）

本
稿
で
も
、
西
村
信
雄
博
士
の
見
解
を
紹
介
し
た
（
Ⅰ
一
２
㈡
⑶
）。

）
『
新
訂
民
法
總
則
（
民
法
講
義
Ⅰ
）』
二
五
〇
頁
（
岩
波
書
店
・
一
九
六
五
年
）。

同
旨
、
幾
代
通
『
民
法
総
則
〔
第
二
版
〕』
二
二
七
頁
（
青
林
書
院
・
一
九
八
四
年
）。

星
野
英
一
博
士
も
、
中
小
企
業
信
用
保
証
に
関
し
て
で
は
な
く
中
小
漁
業
信
用
保
証
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
保
証
と
い
い
つ
つ
実
体
も

保
証
で
あ
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
（
星
野
・
前
掲
注

82
）一
八
四
頁
）。

第
四
節

法
的
再
構
成
へ
の
視
点
・
観
点

前
節
の
「
民
法
上
の
保
証
構
成
だ
け
に
よ
る
不
都
合
」「
法
的
再
構
成
の
必
要
性
」
で
は
、「
保
証
契
約
締
結
後
の
債
権
者
義
務
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杜
撰
に
な
り
が
ち
な
債
権
管
理
回
収
」
と
「
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
委
託
・
譲
渡
」
を
論
じ
た
。
前
者
の
「
保
証
契
約
締

結
後
の
債
権
者
義
務

杜
撰
に
な
り
が
ち
な
債
権
管
理
回
収
」
で
は
、
債
権
者
の
信
用
保
証
協
会
以
外
の
共
同
保
証
人
ら
に
対
す
る

優
先
的
回
収
・
保
全
義
務
の
導
出
困
難
性
や
、
既
存
の
信
義
則
論
の
み
で
は
処
理
困
難
と
思
わ
れ

）

る
点
を
述
べ
た
。
ま
た
、
後
者
の「
信

用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
管
理
委
託
・
譲
渡
」
で
は
、
特
に
信
用
保
証
協
会
保
証
付
債
権
の
譲
渡
に
よ
る
債
権
者
変
更
に
と
も
な
う

中
小
零
細
事
業
者
へ
の
弊
害
を
指
摘
し
た
。

ド
イ
ツ
の
著
名
な
法
学
者
で
あ
る
ラ
ー
レ
ン
ツ
は
、
そ
の
著
書
『
債
務
法
Ⅱ
〔
補
訂
版
〕』
に
お
い
て
保
証
の
解
釈
論
的
整
理
を
扱
っ

た
冒
頭
で
、「
保
証
は
、
保
証
人
・
債
権
者
お
よ
び
主
た
る
債
務
者
間
に
お
け
る
三
角
関
係
の
一
部
で
あ
る
」
と
明
言
さ

）

れ
た
。
前
節
Ⅰ

の
問
題
を
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
「
法
的
再
構
成
」
に
よ
っ
て
解
決
・
是
正
す
る
際
の
視
点
・
観
点
に
つ
い
て
、
当
該
保
証
契
約
外

の
事
情
を
取
込
ん
で
保
証
を
全
体
的
・
一
体
的
に
考
察
し
て
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
可
能
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
信
用
保
証
協

会
取
引
に
つ
い
て
は
現
行
三
つ
の
取
引
形
態
に
整
理
で
き
る
が
（
第
Ⅱ
編
〜
第
Ⅳ
編
）、
い
ず
れ
も
保
証
か
ら
派
生
す
る
取
引
形
態
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成
を
考
え
る
際
に
も
、
保
証
の
解
釈
論
的
視
点
・
視
角
を
類
推
で
き
る
可
能
性

も
存
在
す
る
。

日
本
の
保
証
法
学
で
は
、
保
証
契
約
の
効
力
に
関
し
て
、
当
該
保
証
契
約
外
の
事
情
を
取
込
ん
で
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
あ
る
。

「
保
証
契
約
の
効
力
に
関
し
、
当
該
保
証
契
約
外
の
事
情
を
取
込
ん
で
結
論
を
導
き
出
す
」
具
体
例
を
、「
実
体
法
領
域
か
ら
」
の
み
な

ら
ず
、「
倒
産
法
領
域
か
ら
」
も
提
示
し
て
、
信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
構
成
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
す
る
。

Ⅰ

実
体
法
領
域
か
ら
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一

保
証
契
約
外
の
黙
示
の
動
機
と
錯
誤
無
効

1

裁
判
例
・
通
説
的
見
解

「
保
証
契
約
の
効
力
に
関
し
、
当
該
保
証
契
約
外
の
事
情
を
取
込
ん
で
結
論
を
導
き
出
す
」
具
体
例
と
し
て
周
知
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
の
が
、
保
証
契
約
に
お
け
る
保
証
人
の
動
機
の
錯
誤
事
案
の
処
理
が
あ
る
。
保
証
契
約
に
お
け
る
動
機
の
錯
誤
で
当
該
保
証
契
約
外

の
黙
示
の
動
機
が
契
約
内
容
に
組
込
ま
れ
る
と
の
裁
判
例
・
通
説
的
見

）

解
は
、
黙
示
の
有
無
の
認
定
基
準
が
曖
昧
・
不
明
確
で

）

あ
る
。

し
か
し
、
保
証
契
約
に
お
け
る
動
機
の
錯
誤
に
関
す
る
裁
判
例
・
通
説
的
見
解
の
黙
示
の
有
無
の
認
定
は
、
当
該
保
証
契
約
だ
け
で
は

な
く
関
係
当
事
者
間
の
取
引
（
保
証
取
引
関
係
）
全
体
を
鳥
瞰
し
て
具
体
的
事
案
を
解
決
す
べ
き
と
の
志
向
に
拠
っ
て
立
つ
考
え
方
で
あ

る
と
も
評
価
で
き
る
。

な
お
、
保
証
契
約
に
関
し
て
、
保
証
委
託
関
係
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
主
た
る
債
務
債
権
関
係
か
ら
も
影
響
す
る
場
合
が
あ
る
と
考
え

る
。
た
と
え
ば
具
体
的
に
明
確
な
目
的
を
も
っ
た
保
証
（
公
的
政
策
保
証
な
ど
）
に
お
い
て
、
保
証
の
対
象
と
な
る
被
保
証
関
係＝

主
た

る
債
務
債
権
関
係
が
当
該
保
証
目
的
に
反
す
る
目
的
外
取
引
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
保
証
契
約
じ
た
い
が
無
効
（
場
合
に
よ
っ
て
は
不
成

立
）
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
信
用
保
証
協
会
保
証
の
目
的
は
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
に
あ
り（
信
用
保
証
協
会

法
一
条
）
そ
の
目
的
に
反
し
た
場
合
（
信
用
保
証
協
会
の
保
証
に
係
る
貸
付
金
が
当
該
金
融
機
関
の
既
存
の
債
権
の
回
収
を
図
る
た
め
の
手
段
と

し
て
流
用
さ
れ
る
場
合
）
に
は
、
信
用
保
証
協
会
と
金
融
機
関
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
信
用
保
証
取
引
に
関
す
る
約
定
に
禁
止
条
項
が
設

け
ら
れ
て
お
り
（
約
定
書
例

）

三
条
）
そ
の
約
定
禁
止
違
反
の
効
果
は
当
該
信
用
保
証
協
会
保
証
の
債
務
履
行
が
免
責
さ
れ
る
旨
の
定
め
が

あ
る
（
約
定
書
例
一
一
条

）

一
号
）。
そ
の
よ
う
な
保
証
免
責
条
項
が
な
く
と
も
筆
者
ら
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
保
証
契
約
の
錯
誤
無
効
（
民
法
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九
五
条
）
に
よ
る
処
理
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
こ
の
問
題
処
理
発
想
は
、
保
証
以
外
の
法
的
構
成
を
採
る
場
合
に
、
保
証
の

付
従
性
に
お
け
る
契
約
の
成
立
場
面
で
代
替
可
能
と
思
わ
れ
る
）。
近
時
の
信
用
保
証
協
会
裁
判
例
に
も
企
業
実
態
の
な
い
会
社
の
金
融
機

関
か
ら
の
借
入
れ
に
つ
い
て
金
融
機
関
の
依
頼
に
基
づ
き
保
証
契
約
を
締
結
し
た
信
用
保
証
協
会
の
意
思
表
示
に
要
素
の
錯
誤
が
あ
る

と
さ
れ
た
事
例
が
存
在
す

）

る
が
、
主
た
る
債
務
者
の
実
態
状
況
と
い
う
保
証
契
約
外
の
事
情
を
当
該
保
証
契
約
の
効
力
判
断
に
取
込
ん

だ
例
と
い
え
る
。

2

中
舎
寛
樹
教
授
の
見
解

保
証
は
、
債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
契
約
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
保
証
契
約
が
そ
れ
じ
た
い
単
独
で
存
在
す
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
実
際
上
は
保
証
委
託
関
係
が
保
証
契
約
を
締
結
す
る
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
主
た
る
債

務
者
・
保
証
人
・
債
権
者
と
い
う
三
者
に
よ
る
保
証
取
引
が
多
い
。
こ
う
し
た
保
証
の
保
証
委
託
契
約
と
保
証
契
約
と
の
牽
連
関
係
か

ら
す
れ
ば
、
主
た
る
債
務
者
の
信
用
状
況
は
保
証
人
の
意
思
決
定
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
（
動
機
）
で
あ
る
に
留
ま
ら
ず
、
相
互
に
牽

連
し
て
「
契
約
の
基
礎
（
前
提
）」
と
な
っ
て

）

い
る
。
つ
ま
り
、
保
証
契
約
に
お
け
る
動
機
の
錯
誤
に
関
し
従
来
の
伝
統
的
理
解
は
、
委

託
に
よ
る
保
証
の
場
合
に
委
託
の
不
成
立
・
無
効
は
単
な
る
動
機
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
契
約
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
主
た
る
債
務
者
・
保
証
人
間
の
委
託
契
約
を
、
委
託
に
よ
る
保
証
の
「
成
立
要
件
な
い
し
効
力
要
件
」
と
す

る
こ
と
は
十
分
可
能
と
さ
れ
る
。

二

税
務
訴
訟
に
お
け
る
契
約
の
法
性
決
定

名
古
屋
地
判
平
成
五
・
二
・
二
六
シ
ュ
ト
イ
エ
ル
三
八
四
号
一
頁
・
税
務
訴
訟
資
料
一
九
四
号
五
六
八
頁
は
、
税
務
訴
訟
に
お
け
る
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保
証
契
約
の
法
律
関
係
性
質
決
定
に
関
し
て
「
債
務
引
受
」
契
約
か
（
主
た
る
債
務
者
と
の
）
贈
与
契
約
と
し
た
。
理
由
は
、
連
帯
保
証

人
で
あ
る
主
た
る
債
務
者
の
姉
が
保
証
契
約
締
結
の
際
か
ら
主
た
る
債
務
者
へ
の
求
償
を
お
こ
な
わ
な
い
、
あ
る
い
は
お
こ
な
え
な
い

こ
と
を
前
提
と

）

し
た
か
ら
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
名
古
屋
地
判
平
成
五
・
二
・
二
六
で
は
、
保
証
契
約
の
法
的
実
質
を
決
す
る
に

あ
た
っ
て
、
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
間
の
法
律
関
係
（
主
た
る
債
務
者
へ
の
求
償
を
お
こ
な
わ
な
い
、
あ
る
い
は
お
こ
な
え
な
い
こ
と
）
と

い
う
保
証
契
約
外
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
保
証
契
約
の
法
的
性
質
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
間
の
法
律
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る

名
古
屋
地
判
平
成
五
・
二
・
二
六
の
論
理
か
ら
す
る
と
、
逆
に
保
証
人
か
ら
主
た
る
債
務
者
へ
の
（
保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
保
証
債
務

履
行
後
の
）求
償
を
当
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
、
た
と
え
ば
保
証
機
関
保
証
一
般

）

で
は
、
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
保
証
契
約
当
事
者
で
あ

る
債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
負
担
し
て
い
る
主
た
る
債
務
者
へ
の
催
告
・
検
索
義
務
が
、
法
解
釈
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
可

）

能
性
も

指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

三

包
括
根
保
証
契
約
外
の
事
情
と
特
別
解
約
・
債
務
確
定

以
下
で
は
現
行
法
で
は
貸
金
な
ど
に
つ
い
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
包
括
根
保
証
の
議
論（
民
法
四
六
五
条
の
五
参
照

二
〇
〇
五
年
民
法

改
正
施
行
前
）
も
、
広
く
保
証
に
お
け
る
考
察
・
分
析
の
あ
り
方
・
視
点
を
得
る
た
め
に
参
考
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
検
討

）

す
る
。

具
体
的
に
は
、「
特
別
解
約
」
と
「
死
亡
に
よ
る
債
務
確
定
」
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

1

特
別
解
約

福
島
三
好
『〔
増
補
改
訂
〕
貸
付
担
保
と
保
証
』
二
三
八
頁
（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
一
九
七
六
年
）
で
は
、
継
続
的
保
証
契
約
に
お
い
て
保
証
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人
の
解
約
権
を
認
め
て

）

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
間
の
関
係
を
債
権
者
と
の
間
で
も
問
題
と
し
、
保
証
人
と
主

た
る
債
務
者
間
の
関
係
が
債
権
者
を
拘
束
す
る
こ
と
を
認
め
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
根
保
証
契
約
で
の
保
証
人
の
特
別
解
約
に
関
す
る
裁
判
例
の
一
部
を
概
観
し
て

）

み
る
。
結
果
を
先
取
り
す
れ
ば
、
包
括
根

保
証
は
経
営
陣
が
お
こ
な
う
こ
と
が
大
部
分
で
あ
る
。
経
営
陣
の
な
か
で
も
、
実
質
的
経
営
陣
が
包
括
根
保
証
契
約
の
効
力
を
争
う
事

案
は
ほ
ぼ
絶
無
で

）

あ
る
。
実
質
的
経
営
陣
で
は
な
い
名
目
役
員
や
既
に
退
任
し
た
経
営
陣
が
、
包
括
根
保
証
契
約
の
効
力
を
巡
っ
て
係

争
す
る
こ
と
が
多
い
。
包
括
根
保
証
に
お
い
て
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
と
の
一
定
の
地
位
・
立
場
（
取
締
役
な
ど
）
に
よ
り
保
証
が
な

さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
保
証
人
が
そ
の
地
位
・
立
場
を
離
れ
た
と
き
に
は
特
別
の
解
約
権
が
認
め
ら
れ
る
の
が
裁
判
例
の
立
場

）

）

で
あ
る
。

名
目
役
員
個
人
保
証
の
場
合
に
信
義
則
違
反
な
い
し
権
利
濫
用
に
よ
り
合
理
的
範
囲
内
に
責
任
を
制
限
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
説
は

異
論
な
く
認
め
て

）

い
る
。
裁
判
例
は
昨
今
で
は
下
級
審
裁
判
例
で
は
あ
る
が
社
会
的
・
経
済
的
な
諸
状
況
な
ど
も
あ
っ
て
か
保
証
人
保

護
を
さ
ら
に
一
層
推
し
進
め
、
退
任
取
締
役
な
ど
が
解
約
権
行
使
を
お
こ
な
わ
な
く
と
も
信
義
則
違
反
を
用
い
て
保
証
責
任
を
制
限
す

る
も
の
す
ら
現
わ
れ
て
い
る
。
淺
生
重
機
教
授
（
元
裁
判
官
）
が
、
特
に
中
小
企
業
で
は
部
外
者
的
な
立
場
の
者
を
会
社
の
運
営
に
参
加

さ
せ
る
こ
と
が
少
な
い
現
状
を
考
慮
し
て
、
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
会
社
の
代
表
者
な
ど
直
接
的
全
面
的
に
会
社
の
運
営
に
関
わ
る
役

員
以
外
の
役
員
に
つ
い
て
は
そ
の
会
社
の
運
営
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
漫
然
と
過
ご
し
た
こ
と
に
よ
る
そ
れ
ら
の

部
外
者
役
員
に
自
己
責
任
を
厳
し
く
問
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
疑
問
と
さ
れ
る
の
も
、
中
小
企
業
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
判
断
が

潜
ん
で
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

）

れ
る
。
ま
た
、
会
社
の
運
用
に
つ
い
て
関
与
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
会
社
の
運
用
関
与
の
過
程

で
主
た
る
債
務
で
あ
る
借
入
れ
の
発
生
や
借
入
れ
の
返
済
可
能
性
・
返
済
の
履
行
状
況
な
ど
自
己
の
保
証
責
任
に
影
響
の
あ
る
事
項
に

つ
い
て
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
名
目
役
員
は
会
社
の
運
営
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
自
己
の
保
証
責
任
に
影
響
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の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ

）

れ
る
。

㈠

東
京
地
判
昭
和
六
〇
・
一
〇
・
三
一
判
例
時
報
一
二
〇
七
号
七
二
頁

保
証
人
は
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
組
合
の
代
表
だ
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
保
証
人
と
な
っ
た
経
緯
を
、
債
権
者
で
あ
る
信
用
金
庫

も
知
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
は
そ
の
保
証
人
か
ら
解
約
権
行
使
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
奇
貸
と
し
て
、
主
た
る
債
務

全
額
の
一
、一
五
六
万
円
余
の
請
求
を
し
た
事
案
に
つ
い
て
、裁
判
所
は
保
証
人
に
主
た
る
債
務
全
額
に
つ
い
て
保
証
責
任
を
負
わ
せ
る

の
は
酷
と
し
て
信
義
則
の
見
地
か
ら
責
任
範
囲
を
五
百
万
円
に
減
縮
し
た
。

㈡

神
戸
地
判
平
成
元
・
二
・
九
判
例
時
報
一
三
一
八
号
一
一
〇
頁

保
証
人
は
、
主
た
る
債
務
者
の
営
業
に
は
全
く
無
関
与
だ
っ
た
。

債
権
者
の
請
求
金
額
四
七
六
万
円
を
、
信
義
則
上
当
初
貸
付
元
本
額
五
百
万
円
の
半
分
で
あ
る
二
五
〇
万
円
が
相
当
と
判
示
し
た
。

㈢

東
京
地
判
平
成
二
・
七
・
二
三
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
五
三
号
一
七
三
頁
判
例
時
報
一
三
八
六
号
一
二
一
頁

保
証
人
は
主
た
る
債
務
者
会
社
の
名
目
的
な
監
査
役
に
過
ぎ
ず
、
経
営
に
無
関
与
だ
っ
た
。
根
保
証
契
約
締
結
後
間
も
な
く
、
当
該

保
証
人
は
借
入
会
社
代
表
者
と
離
婚
し
た
。
債
権
者
は
保
証
人
に
四
六
一
万
円
を
保
証
債
務
履
行
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
、
債
権
者
の
保
証
債
務
履
行
請
求
じ
た
い
は
信
義
則
違
反
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
責
任
を
減
縮
す
べ
き
で
あ
る

と
し
て
、
当
初
貸
付
元
本
額
六
百
万
円
の
半
分
で
あ
る
三
百
万
円
が
相
当
と
し
た
。

㈣

東
京
高
判
昭
和
六
二
・
四
・
二
八
判
例
時
報
一
二
五
〇
号
四
五
頁

保
証
人
と
な
っ
た
経
緯
は
、
主
た
る
債
務
者
会
社
の
代
表
取
締
役
と
内
縁
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
基
因
し
た
。
主
た
る
債
務
者
会
社

の
代
表
取
締
役
と
内
縁
関
係
を
解
消
し
帰
郷
す
る
際
に
、
債
権
者
で
あ
る
信
用
金
庫
の
職
員
と
協
議
し
た
。
そ
の
主
た
る
債
務
者
会
社

178

八
五

信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成

㈠
（
鶴
井
・
平
野
）



の
代
表
取
締
役
と
内
縁
関
係
を
解
消
し
帰
郷
す
る
時
点
で
の
残
債
務
の
返
済
分
と
し
て
、
信
用
金
庫
の
職
員
か
ら
の
指
示
ど
お
り
の
金

額
を
支
払
っ
た
。

信
用
金
庫
の
職
員
か
ら
の
指
示
ど
お
り
の
金
額
支
払
後
の
信
用
金
庫
か
ら
の
保
証
債
務
履
行
請
求
に
対
し
、
裁
判
所
は
特
別
解
約
権

の
行
使
を
肯
定
し
特
別
解
約
権
行
使
以
後
保
証
責
任
は
な
い
と
し
た
。信
用
金
庫
に
看
過
し
得
な
い
損
害
を
被
る
虞
れ
が
あ
っ
た
と
は
、

認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

長
谷
川
貞
之
教
授
は
安
易
な
保
証
人
（
軽
率
な
保
証
人
）
に
対
す
る
過
大
な
責
任
の
制
限
と
し
て
、
借
入
状
況
な
ど
を
常
に
把
握
で
き

る
経
営
者
な
ど
と
借
入
状
況
な
ど
を
常
に
把
握
で
き
る
者
以
外
の
第
三
者
の
個
人
保
証
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
、
た
と
え
ば
個
人
保

証
の
責
任
制
限
方
法
と
し
て
「
経
営
責
任
保
証
」
と
「
債
務
の
保
証
」
の
区
別
を
設
け
る
か
否
か
と
い
う
議
論
を
紹
介
さ
れ
て

）

い
る
。

こ
の
借
入
状
況
な
ど
を
常
に
把
握
で
き
る
経
営
者
な
ど
と
そ
れ
以
外
の
第
三
者
の
個
人
保
証
を
区
別
す
る
議
論
を
具
体
的
に
突
詰
め
る

と
、
特
に
経
営
者
以
外
の
第
三
者
の
個
人
保
証
に
対
す
る
関
係
で
は
債
権
者
に
主
た
る
債
務
者
の
信
用
状
態
に
つ
い
て
の
調
査
義
務
を

認
め
、（
主
た
る
債
務
者
に
）
信
用
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
保
証
人
に
説
明
す
る
義
務
・
保
証
を
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
情
報
を

保
証
人
に
提
供
す
る
義
務
を
課
す
と
の
考
え
方
も
生
じ
て
こ

）

よ
う
。
借
入
状
況
な
ど
を
常
に
把
握
で
き
る
経
営
者
な
ど
と
借
入
状
況
な

ど
を
常
に
把
握
で
き
な
い
第
三
者
の
個
人
保
証
と
を
区
別
す
る
議
論
に
関
し
、
金
融
庁
が
求
め
る
金
融
機
関
側
の
保
証
人
へ
の
説
明
態

勢
に
つ
い
て
「
個
人
保
証
に
つ
い
て
は
保
証
債
務
を
負
担
す
る
と
い
う
意
思
を
形
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
保
証
債
務
が
実
行
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
が
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
を
受
容
す
る
意
思
を
形
成
す
る
に
足
る
説
明
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い
る

か
」、「
た
と
え
ば
保
証
契
約
の
形
式
的
な
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
保
証
人
の
法
的
効
果
と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
…
…
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
含
む

融
資
取
引
と
同
様
に
最
良
の
シ
ナ
リ
オ
だ
け
で
な
く
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
す
な
わ
ち
実
際
に
保
証
債
務
を
履
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態

177

八
六

信
用
保
証
協
会
取
引
の
法
的
再
構
成

㈠
（
鶴
井
・
平
野
）



を
想
定
し
た
説
明
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
考

）

え
方
も
同
様
で
あ
る
。
菅
原
胞
冶
弁
護
士
（
元
銀
行
実
務
家
）
も
、

「
第
三
者
の
場
合
と
経
営
者
の
場
合
と
で
は
責
任
の
問
わ
れ
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
」、「
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
…
…
予
見
可
能
性
と
い

い
ま
す
か
、
保
証
契
約
を
締
結
し
て
か
ら
保
証
契
約
締
結
後
の
債
務
者
の
状
況
を
知
り
得
る
者
は
そ
う
簡
単
に
責
任
は
逃
れ
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
さ
れ
て

）

い
る
。
債
権
者
で
あ
る
金
融
機
関
も
包
括
根
保
証
の
責
任
の
広
範
さ
と
被
保

証
人
の
実
態
を
知
り
得
る
立
場
に
包
括
根
保
証
人
が
い
る
か
否
か
な
ど
を
考
慮
し
て
、
全
国
銀
行
協
会
連
合
会
法
規
小
委
員
会
編
『
新

銀
行
取
引
約
定
書
ひ
な
型
の
解
説
』
二
〇
八
頁
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
・
一
九
七
七
年
）
も
、
包
括
根
保
証
の
利
用
に
関
す
る
実
務
上
の

注
意
点
と
し
て
、
①
被
保
証
債
務
の
増
減
変
動
を
常
に
熟
知
し
得
る
者
に
限
る
②
代
表
者
更
迭
の
際
は
原
則
と
し
て
保
証
人
交
代
の
手

続
き
を
と
る
こ
と
の
二
点
が
勧
奨
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
主
た
る
債
務
者
会
社
の
経
営
・
財
政
状
態
に
対
す
る
監
視
可
能
性
な

い
し
予
測
可
能
性
の
有
無
を
重
視
す
れ
ば
、
根
保
証
人
の
保
護
を
図
っ
た
民
法
四
六
五
条
の
二
第
一
項
の
適
用
範
囲
（
射
程
）
を
中
小
零

細
事
業
者
の
実
質
的
な
経
営
者
保
証
を
含
め
た
保
護
と
い
う
当
時
の
立
法
目
的
と
離
れ
て
、
実
質
的
な
経
営
陣
以
外
の
保
証
人
の
み
に

法
条
の
適
用
を
制
限
解
釈
す
べ
き
と
す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ

）

れ
る
。

他
方
、
齋
藤
由
起
准
教
授
は
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
を
詳
細
に
分
析
さ
れ
た
う
え
で
、
伝
統
的
な
民
法
理
論
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
保
証

契
約
を
媒
介
と
す
る
保
証
人
と
債
権
者
と
の
関
係
で
あ
る
。
契
約
外
の
事
情
に
過
ぎ
な
い
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
と
の
関
係
は
考
慮

に
値
し
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
の
委
託
関
係
に
着
目
す
る
と
、
近
親
者
保
証
人
は
慈
善
・
助
け
合
い
・

義
理
情
け
な
ど
と
い
う
事
情
か
ら
保
証
を
引
受

）

け
る

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
主
た
る
債
務
者
と
の
人
的
関
係
（
近
親
関
係
）
が
、
保
証
契
約

の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
と
さ

）

れ
る
。
保
証
契
約
の
効
力
に
結
果
と
し
て
保
証
契
約
外
の
事
情（
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
と
の
関
係

で
近
親
関
係
か
否
か
）
が
影
響
を
与
え
る
と
い
う
点
で
、
前
述
し
た
長
谷
川
貞
之
教
授
ら
の
考
え
方
と
共
通
す
る
と
い
え
る
。
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2

死
亡
に
よ
る
債
務
確
定

最
二
小
判
昭
和
三
七
・
一
一
・
九
民
集
一
六
巻
一
一
号
二
二
七
〇
頁
は
、
責
任
の
限
度
額
な
ら
び
に
期
間
の
定
め
の
な
い
連
帯
保
証

契
約
（
つ
ま
り
、
包
括
連
帯
根
保
証
契
約
）
に
お
け
る
保
証
人
た
る
地
位
は
、
特
段
の
事
由
の
な
い
限
り
当
事
者
そ
の
人
に
終
始
す
る
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、（
包
括
連
帯
根
）保
証
人
の
死
亡
後
生
じ
た
債
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
包
括
連
帯
根
保
証
人
の
相
続
人
に
お
い
て

包
括
連
帯
根
保
証
債
務
を
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

包
括
根
保
証
債
務
の
場
合
の
保
証
人
死
亡
時
に
一
身
専
属
債
務
と
し
て
死
亡
後
に
発
生
す
る
保
証
債
務
の
相
続
性
を
否
定
す
る
の

は
、
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
と
の
関
係
（
一
身
専
属
性
）
と
い
う
保
証
契
約
外
の
事
情
を
当
該
保
証
契
約
の
効
力
・
範
囲
に
反
映
さ
せ

る
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ

倒
産
法
領
域
か
ら

一

保
証
契
約
の
有
償
性
判
断

現
行
の
純
粋
な
実
体
法
上
で
の
「
保
証
契
約
の
効
力
に
関
す
る
」
当
該
保
証
契
約
外
の
事
情
を
取
込
ん
だ
結
論
を
導
き
出
す
具
体
例

と
は
な
り
得
な
い
が
、
当
該
保
証
契
約
の
属
性
に
関
し
て
当
該
保
証
契
約
外
の
事
情
を
取
込
ん
で
結
論
を
導
き
出
す
具
体
例
に
、「
保
証

契
約
の
有
償
性
・
無
償
性
の
判
断
」
の
議
論
が
あ
る
（
契
約
の
有
償
性
・
無
償
性
の
議
論
は
、
後
述
の
保
険
的
構
成
や
与
信
委
任
的
構
成
の
箇

所
で
も
若
干
登
場
す
る
）。

以
下
、
西
村
信
雄
博
士
の
見
解
と
、
同
様
と
思
わ
れ
る
椿
寿
夫
教
授
の
見
解
と
を
述
べ
る
。

1

西
村
信
雄
博
士
の
見
解
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保
証
料
付
保
証
は
通
例
は
、
保
証
契
約
の
相
手
方
た
る
債
権
者
か
ら
保
証
料
を
徴
す
る
の
で
は
な
い
。
保
証
依
頼
人
か
ら
、
保
証
料

を
徴
す
る
。
だ
か
ら
、
保
証
契
約
は
契
約
の
分
類
上
は
、
や
は
り
片
務
契
約
・
無
償
契
約
の
範
疇
に
属
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
保
証
の
無
償
性
は
、
保
証
人
が
保
証
を
引
受
け
る
に
つ
い
て
保
証
引
受
け
の
対
価
報
酬
た
る
意
味
を
有
す
る
財
産
的

（
経
済
的
）
利
益
を
ば
全
然
何
人
か
ら
も
取
得
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
し
保
証
人
が
保
証
契
約
の
相
手
方
も
し
く
は
「
第
三
者
」

か
ら
対
価
的
利
益
を
取
得
す
る
と
き
は
、
保
証
人
が
対
価
的
利
益
を
取
得
す
る
保
証
は
有
償
的
と
さ
れ
て

）

い
る
。

2

椿
寿
夫
教
授
の
見
解

保
証
取
引
の
場
合
を
考
え
ま
す
と
契
約
は
、
保
証
契
約
と
保
証
委
託
契
約
と
に
分
か
れ
ば
ら
ば
ら
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
保
証
取
引
は
当
事
者
の
法
律
関
係
を
「
全
体
」
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
を
我
々
が
拒
否
し
な
け
れ
ば
、
保
証
委
託
に

お
い
て
保
証
料
を
出
す
と
い
う
場
合
に
は
有
償
保
証
と
し
て
扱
っ
て
宜

）

し
い
、
と
さ
れ
る
。

二

保
証
の
倒
産
法
に
お
け
る
無
償
性

保
証
契
約
の
有
償
性
・
無
償
性
の
判
断
が
、
保
証
契
約
に
基
づ
く
権
利
行
使
（
保
証
債
務
履
行
請
求
）
の
結
論
を
左
右
す
る
こ
と
が
倒

産
法
上
存
在
す
る（
破
産
法
一
六
〇
条
三
項
、
民
事
再
生
法
一
二
七
条
三
項
、
会
社
更
生
法
八
六
条
一
項
四
号
）。
つ
ま
り
、
倒
産
法
上
、
保
証

契
約
の
有
償
性
・
無
償
性
の
判
断
が
保
証
契
約
の
効
力
そ
の
も
の
に
関
係
す
る
こ
と
が
あ
る
。
倒
産
法
上
の
保
証
契
約
の
効
力
が
、
当

該
保
証
契
約
外
の
事
情
を
取
込
ん
で
結
論
を
導
き
出
す
立
場
に
よ
れ
ば
、
本
節
が
目
指
す
「
保
証
契
約
の
効
力
に
関
し
、
当
該
保
証
契

約
外
の
事
情
を
取
込
ん
で
結
論
を
導
き
出
す
」
具
体
例
と
な
る
。
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1

保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
と
の
事
情
を
取
込
ん
で
、
結
論
を
導
き
出
す
具
体
例

最
二
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
三
民
集
四
一
巻
五
号
一
〇
六
八
頁
金
融
法
務
事
情
一
一
七
一
号
二
九
頁
の
事
案
を
挙

）

げ
る
。
破
産
事
件

に
お
い
て
、
同
族
会
社
の
代
表
者
で
実
質
的
な
経
営
者
で
あ
る
者
が
当
該
会
杜
の
た
め
に
し
た
保
証
に
関
し
、
そ
の
同
族
会
社
の
代
表

者
に
保
証
債
務
履
行
請
求
権
を
も
つ
破
産
債
権
者
が
提
出
し
た
破
産
債
権
届
出
に
対
し
て
無
償
否
認
の
成
立
・
不
成
立
が
争
わ
れ
た
事

案
で
あ
る
。
問
題
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
該
保
証
の
無
償
性
の
成
立
・
不
成
立
で
あ
る
。
問
題
が
保
証
の
無
償
性
の
成
否
で
あ
る

理
由
は
、
同
族
会
社
の
代
表
者
で
実
質
的
な
経
営
者
が
当
該
会
杜
の
た
め
に
し
た
保
証
で
は
、
当
該
保
証
契
約
じ
た
い
が
無
償
で
あ
っ

て
も
、
当
該
保
証
契
約
外
の
事
情
で
あ
る
経
営
者
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
会
社
と
の
密
接
性
の
考
慮
程
度
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
当

該
保
証
人
に
と
っ
て
実
質
的
に
有
償
と
の
結
論
を
採
り
得
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

保
証
と
無
償
否
認
に
関
す
る
同
様
の
事
案
類
型
と
し
て
は
、
結
合
企
業
・
グ
ル
ー
プ
企
業
に
よ
る
保
証
・
物
上
保
証
も
間
題
と
な
り

）

得
る
。

㈠

最
高
裁
の

）

見
解

保
証
の
無
償
否
認
は
原
則
成
立
だ
が
、
事
案
に
よ
っ
て
（
た
と
え
ば
、
主
た
る
債
務
者
の
法
人
格
が
否
認
さ
れ
、
個
々
的
・
具
体
的
事
実
に

即
し
て
実
質
的
に
考
慮
す
れ
ば
保
証
人
と
法
人
格
が
同
一
と
認
め
得
る
よ
う
な
場
合
）
は
無
償
否
認
の
不
成
立
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
の
立

場
で

）

あ
る
。
た
だ
し
、
無
償
否
認
の
不
成
立
余
地
は
、
最
高
裁
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
狭
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
破

産
者
が
保
証
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
る
利
益
を
経
済
的
に
計
量
化
す
る
こ
と
を
考
え
る
が
、
そ
の
受
益
計
量
化
が
一
般

に
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
無
償
行
為
性
が
否
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
破
産
者
に
よ
り
現
実
的
か
つ
直
接
的
な
か
た
ち
で
の
経

済
的
利
益
が
帰
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
厳
格
に
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
会
杜
と
保
証
人
個
人
の
債
権
者
が
別
個
の
可
能
性
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が
あ
る
場
合
に
は
、
倒
産
処
理
と
い
う
集
団
的
手
続
き
の
公
正
・
平
等
と
い
う
理
想
を
係
属
事
件
毎
に
形
式
的
か
つ
厳
格
に
貫
こ
う
と

す
る
特

）

殊
性
か
ら
、
利
害
調
整
が
つ
き

）

難
く
、
保
証
の
無
償
否
認
・
原
則
成
立
を
唱
え
て
い
る
と
も
解
す
る
こ
と
が
で

）

き
る
。

し
か
し
、
前
掲
最
二
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
三
の
原

）

判
決
の
事
実
認
定
に
よ
れ
ば
、
問
題
と
さ
れ
た
保
証
・
物
上
保
証
の
約
二
年
前

に
、
倒
産
者
は
み
ず
か
ら
の
実
質
支
配
下
に
あ
る
同
族
会
社
か
ら
、
役
員
貸
付
金
名
目
で
三
、五
〇
〇
万
円
を
引
出
し
て
い
る
事
案
の
よ

う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
会
社
・
当
該
会
社
役
員
個
人
間
で
責
任
財
産
の
恣
意
的
移
動
が
自
由
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
状
況
下
で
あ
っ
た
。

倒
産
局
面
に
だ
け
会
社
・
当
該
会
社
役
員
個
人
の
責
任
財
産
を
厳
格
に
峻
別
し
た
形
式
的
平
等
を
外
部
債
権
者
に
強
い
る
こ
と
が
、
そ

の
外
部
債
権
者
側
に
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
も
ら
え
る
も
の
か
異
論
も
予
想
さ
れ
る
と
の
批
判
も

）

あ
る
。

㈡

林
藤
之
輔
裁
判
官
・
反
対

）

意
見

保
証
の
無
償
否
認
は
原
則
成
立
と
い
う
点
は
前
記
最
高
裁
の
見
解
と
同
様
だ
が
、
前
記
最
高
裁
の
見
解
と
異
な
る
の
は
無
償
否
認
の

不
成
立
範
囲
で
あ
り
、
前
記
最
高
裁
の
見
解
よ
り
無
償
否
認
不
成
立
範
囲
は
広
い
（
成
立
範
囲
は
狭
い
）。
最
高
裁
・
多
数
意
見
と
林
藤
之

輔
裁
判
官
・
反
対
意
見
と
の
具
体
的
な
差
異
の
一
つ
は
、
主
た
る
債
務
者
会
社
の
法
人
格
を
否
認
す
べ
き
事
情
は
存
在
し
な
い
こ
と
を

前

）

提
に
、
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
が
よ
り
密
接
な
場
合（
た
と
え
ば
、
親
子
会
社
の

）

事
案
）
に
お
い
て
な
お
無
償
否
認
を
認
め
る
か
否
か

に

）

あ
る
。

実
質
的
支
配
経
営
者
の
出
資
の
維
持
な
い
し
増
殖
を
図
る
た
め
に
保
証
な
ど
を
し
た
と
す
れ
ば
、
破
産
者
み
ず
か
ら
直
接
な
い
し
間

接
に
経
済
的
利
益
を

）

受
け
破
産
財
団
保
全
に
資
し
無
償
行
為
に
あ
た
ら
な
い
と
さ

）

れ
る
。
上
原
敏
夫
教
授
も
同
様
に
、「
借
入
れ
に
あ

た
っ
て
経
営
者
の
個
人
保
証
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
会
社
で
は
経
営
者
が
相
当
割
合
の
持
分
（
株
式
な
ど
）
を
有
し
て
会
社
を
支
配
し
て

お
り
会
社
の
盛
衰
が
個
人
の
経
済
生
活
に
直
接
影
響
し
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
経
営
者
も
債
権
者
か
ら
の
個
人
保
証
の
要
求
に
応
ず
る
。
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会
社
が
融
資
を
受
け
ら
れ
ず
経
営
困
難
に
陥
り
倒
産
に
至
れ
ば
経
営
者
一
族
の
生
計
も
直
ち
に
立
ち
い
か
な
く
な
る
。
個
人
保
証
に
よ

る
経
営
者
自
身
の
経
済
的
利
益
を
肯
定
し
、
無
償
否
認
を
免
れ
さ
せ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
さ

）

れ
る
。

㈢

古
川
兵
衛
弁
護
士
の
見
解

保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
と
の
間
に
特
別
な
関
係
が
な
く
単
に
情
義
的
関
係
で
保
証
人
と
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
破
産
者

の
保
証
を
原
因
と
し
て
出
捐
し
た
受
益
者
よ
り
も
破
産
者
の
一
般
債
権
者
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
と
の
考
え
方
が

）

あ
る
。

㈣

霜
島
甲
一
博
士
の
見
解

無
償
否
認
を
広
く
認
め
る
実
質
的
理
由
を
、
倒
産
者
に
対
価
が
帰
属
せ
ず
一
方
的
に
不
利
な
行
為
に
求
め
る
。
し
か
し
、
実
質
的
利

益
状
況
を
分
類
し
て
、
無
償
否
認
の
肯
否
を
判
断

）

す
る
。

ま
ず
、
①
非
事
業
者
に
よ
る
親
族
・
知
人
の
た
め
の
保
証
と
、
②
事
業
者
に
よ
る
保
証
と
に
分
け
る
。

①
の
非
事
業
者
に
よ
る
親
族
・
知
人
の
た
め
の
保
証
は
、
無
償
否
認
を
肯
定
す
る
（
直
前
㈢
の
古
川
兵
衛
弁
護
士
と
同
様
）。
な
ぜ
な
ら
、

保
証
人
に
と
っ
て
実
質
的
に
無
償
な
非
取
引
行
為
だ
か
ら
と
す
る
。

②
事
業
者
に
よ
る
保
証
に
つ
い
て
、
ⅰ
販
売
促
進
の
た
め
の
住
宅
ロ
ー
ン
保
証
、
ⅱ
個
人
会
社
の
経
営
者
に
よ
る
会
社
債
務
の
保
証
、

ⅲ
一
〇
〇
％
親
会
社
に
よ
る
会
社
債
務
の
保
証
に
分
け
て
考
察
す
る
。

ⅰ
販
売
促
進
の
た
め
の
住
宅
ロ
ー
ン
保
証
は
、
有
償
性
を
肯
定
す
る
（
つ
ま
り
、
無
償
否
認
を
否
定

）

す
る
）。
な
ぜ
な
ら
、
販
売
促
進
の

利
益
が
保
証
人
に
帰
し
、
求
償
権
に
よ
る
主
債
務
者
か
ら
の
回
収
余
地
が
あ
る
か
ら
と
す
る
。

他
方
、
ⅱ
個
人
会
社
の
経
営
者
に
よ
る
会
社
債
務
の
保
証
お
よ
び
ⅲ
一
〇
〇
％
親
会
社
に
よ
る
会
社
債
務
の
保
証
は
、
無
償
否
認
を

肯
定
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
確
か
に
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
を
支
配
し
て
い
る
の
で
実
質
的
に
保
証
の
利
益
が
保
証
人
に
帰
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
保
証
人
の
主
た
る
債
務
者
へ
の
求
償
権
行
使
の
可
能
性
が
少
な
い
か
ら
と
さ
れ
る
。

2

債
権
者
の
与
信
行
為
を
取
込
ん
で
、
結
論
を
導
き
出
す
具
体
例

島
谷
六
郎
裁
判
官
・
反
対

）

意
見

破
産
法
七
二
条
五
号
（
筆
者
注：

旧
破
産
法
）
が
純
客
観
主
義
的
な
否
認
類
型
を
認
め
た
理

）

由
は
、
無
償
で
財
産
上
の
利
得
を
し
た
者

は
財
産
上
の
利
得
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
が
害
さ
れ
る
場
合
に
は
他
人
に
譲
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
理
念
に
基
づ
き
、
否

認
を
許
し
て
も
財
産
状
態
が
原
状
に
復
す
る
だ
け
で
受
益
者
が
受
益
財
産
を
原
状
に
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
損
失
を
被
る
こ
と
が

）

な
い
こ

と
を
前
提
と

）

す
る
。
贈
与
が
無
償
否
認
の
典
型
と
す
る
。

無
償
で
財
産
上
の
利
得
を
し
た
者
は
利
得
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
が
害
さ
れ
る
場
合
に
他
人
に
譲
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
無

償
否
認
制
度
の
趣
旨
を
前
提
に
す
れ
ば
、
破
産
者
の
保
証
も
し
く
は
担
保
の
供
与
（
以
下
、「
保
証
な
ど
」
と
い
う
）
が
あ
る
た
め
債
権
者

が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
貸
付
な
ど
の
出
捐
を
し
た
場
合
に
お
い
て
破
産
者
の
保
証
な
ど
の
行
為
が
無
償
行
為
に
当
た
る
と
し
て
そ

の
行
為
を
否
認
し
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
債
権
者
は
保
証
な
ど
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
捐
を
お
こ
な
っ
た
の
と
同
じ
結
果
と
な
り

債
権
者
の
立
場
は
著
し
く
害
さ
れ
る
。
破
産
者
じ
し
ん
、
債
権
者
の
出
捐
を
目
的
と
し
て
保
証
な
ど
の
行
為
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

債
権
者
の
出
捐
と
破
産
者
の
保
証
な
ど
の
行
為
と
は
互
い
に
密
接
に
関
連
し
て
お
り
「
一
体
」
と
し
て
観
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
債

権
者
の
出
捐
と
破
産
者
の
保
証
な
ど
の
行
為
と
は
別
々
に
切
離
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
が
当
該

保
証
な
ど
を
受
け
た
こ
と
と
引
換
え
に
融
資
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
無
償
否
認
を
認
め
る
べ
き
で
は

）

な
い
と
さ
れ
る
。

）

再
論
す
れ
ば
、
①
当
該
債
権
の
管
理
回
収
に
対
す
る
誠
実
な
全
人
格
的
応
対
・
態
度
の
追
求
と
、
②
直
接
の
契
約
外
の
第
三
者
を
含
め
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た
仕
組
み
・
制
度
・
ス
キ
ー
ム
全
体
の
維
持
・
調
整
、
③
事
前
・
予
防
的
規
制
の
三
点
で
あ
る
。

）
L
a
ren

z /C
a
n
a
ris,

L
eh
rb
.
d
.
S
ch
u
ld
rech

ts II 2,
13.

A
u
fl.
1994,

S
.
2.

椿
寿
夫
「〞
法
人
（
に
よ
る
）
保
証
〝
論
の
た
め
の
序

説
（
下
）－

個
人
（
に
よ
る
）
保
証
と
対
比
さ
せ
て－

」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
三
一
号
一
一
八
・
一
一
九
頁
の
訳
出
に
よ
る
。

）

山
下
純
司
教
授
の
フ
ラ
ン
ス
法
研
究
に
よ
れ
ば
、
日
本
と
同
様
の
動
機
の
錯
誤
に
関
す
る
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
①
保
証
契
約
は
、
債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
の
契
約
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
と
の
間
の
事
情－

保

証
人
と
な
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
主
た
る
債
務
の
数
額
や
態
様
・
保
証
人
の
責
任
な
ど
に
つ
い
て
主
た
る
債
務
者
が
ど
の
よ
う

に
説
明
し
た
か
な
ど－

は
保
証
契
約
の
債
務
内
容
に
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
（「
保
証
意
思
と
錯
誤
の
関
係
」
学
習
院
大
学

法
学
会
雑
誌
三
六
巻
二
号
七
三
頁
）。

判
例
理
論
に
よ
れ
ば
保
証
人
が
債
権
者
に
対
し
て
保
証
契
約
の
債
務
内
容
に
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
す
動
機
を
表
示
し
て
い
な
け
れ
ば
、
錯

誤
無
効
は
認
め
ら
れ
な
い
（
山
下
純
司
・
前
掲
七
三
・
七
四
頁
）（
動
機
表
示
説
）。

そ
し
て
、
②
保
証
の
動
機
が
、
保
証
契
約
外
に
存
在
す
る
こ
と
を
論
証
さ
れ
て
い
る
。
保
証
人
の
義
務
の
コ
ー
ズ
（
筆
者
注：

原
因
）
を

ど
こ
に
求
め
る
か
（M

a
la
u
rie et A

y
n
es,

C
o
u
rs d

e D
ro
it C

iv
il,
L
es S

u
retes la P

u
b
licite

F
o
n
ciere,

7e ed
.
(1995),

n
°
222.

山
下
純
司
・
前
掲
八
九
頁
の
訳
出
に
よ
る
）
は
、
保
証
人
・
主
た
る
債
務
者
間
で
の
保
証
人
の
動
機
に
求
め
る
。
債
権
者
は
、
コ
ー
ズ
の
存

在
が
合
意
の
条
件
か
合
意
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
限
り
、
コ
ー
ズ
の
不
存
在
と
い
う
抗
弁
を
対
抗
さ
れ
な
い
（M

a
la
u
rie et A

y
n
es,

o
p
.

cit.,
n
°
223.

山
下
純
司
・
前
掲
八
九
頁
の
訳
出
に
よ
る
）。
保
証
契
約
は
法
的
に
は
保
証
人
・
債
権
者
間
で
締
結
さ
れ
る
二
当
事
者
間
契
約

で
あ
る
と
し
て
も
、
保
証
契
約
の
有
効
性
の
根
拠
は
保
証
人
・
主
た
る
債
務
者
間
の
社
会
的
関
係
に
こ
そ
求
め
る
べ
き
と
さ
れ
る
（
山
下
純

司
・
前
掲
九
〇
頁
）。

）

松
本
恒
雄
「
商
品
代
金
の
立
替
払
契
約
が
い
わ
ゆ
る
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
で
あ
る
場
合
に
同
契
約
上
の
債
務
の
保
証
人
の
意
思
表
示
に

要
素
の
錯
誤
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
五
七
号
七
一
頁
、
平
野
真
由
「
破
綻
し
て
い
る
主
た
る
債
務
者
の
た
め
に
し
た
保
証
契
約

と
動
機
の
錯
誤
」
銀
行
法
務
21
第
六
六
九
号
八
〇
頁
。

）

前
述
し
た
横
浜
銀
行
事
件
で
も
問
題
と
な
っ
た
（
前
章
第
二
節
Ⅱ
二
１
㈡
⑵

二

）。
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）

平
野
真
由
・
前
掲
注

76
）。

）

前
掲
注

62
）。

）
「
保
証
と
い
わ
ゆ
る
多
角
関
係
」
椿
寿
夫
編
『
法
人
保
証
の
現
状
と
課
題
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
号
一
九
四
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
・
二
〇

〇
〇
年
）、「
保
証
取
引
と
錯
誤
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
〇
一
号
三
一
八
頁
。

な
お
、
信
用
保
証
協
会
取
引
で
は
保
証
委
託
契
約
が
保
証
契
約
の
先
決
関
係
と
な
っ
て
お
り（
前
章
第
一
節
Ⅳ
一
）、
適
合
的
な
考
え
方
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

）

主
た
る
債
務
者
の
事
業
が
行
詰
り
無
資
力
状
態
で
あ
り
、
も
し
主
た
る
債
務
者
の
姉
が
保
証
債
務
を
履
行
し
て
も
主
た
る
債
務
者
へ
求

償
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。

）

近
時
の
代
表
的
な
教
科
書
で
あ
る
内
田
貴
教
授
の
著
作
に
も
、
信
用
保
証
協
会
が
具
体
的
な
裁
判
を
通
じ
て
保
証
に
お
け
る
求
償
や
弁

済
者
代
位
の
領
域
の
理
論
形
成
や
問
題
提
起
に
貢
献
し
て
き
た
旨
の
論
述
が
あ
る
（
内
田
・
前
掲
注

）七
九
頁
）。
同
旨
、
國
井
・
前
掲
注

24
）。

な
お
、
弁
済
者
代
位
制
度
に
関
す
る
興
味
深
い
裁
判
例
を
扱
っ
た
論
稿
に
、
平
野
真
由
「
弁
済
に
よ
る
代
位
制
度
を
利
用
し
た
保
証
条
件

外
の
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
、
約
定
遅
延
損
害
金
利
率
で
の
請
求
は
で
き
る
の
か
」
Ｊ
Ａ
金
融
法
務
二
〇
〇
三
年
五
月
号
二
四
頁
が
あ
る
。

）

潮
見
佳
男
教
授
も
、
保
証
機
関
の
な
す
保
証
を
機
関
保
証
と
い
う
。
機
関
保
証
の
基
本
的
な
仕
組
み
は
、
個
人
保
証
の
場
合
と
同
じ
で

あ
る
。

し
か
し
機
関
保
証
は
、
特
約
で
民
法
典
の
規
定
内
容
を
変
更
し
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
機
関
保
証
で
は
、
特
約
の
有
効
性

と
射
程
が
問
題
と
な
る
（
こ
の
点
に
関
し
、
下
村
年
江
「
裁
判
例
に
現
わ
れ
た
法
人
保
証
と
そ
の
問
題
点
」
椿
寿
夫
編
『
法
人
保
証
の
現
状

と
課
題
』
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
一
号
六
一
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
・
二
〇
〇
〇
年
）
も
同
旨
）。
機
関
保
証
は
個
人
的
情
義
で
な
さ
れ
求
償
金
の
回

収
に
つ
い
て
実
際
に
は
強
い
期
待
感
を
抱
か
な
い
こ
と
の
多
い
で
あ
ろ
う
個
人
保
証
と
は
異
な
る
、
と
さ
れ
る（『
債
権
総
論
』二
九
一
頁（
信

山
社
・
一
九
九
四
年
））
の
も
本
稿
の
立
場
と
同
様
の
認
識
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
保
証
人
の
債
権
者
へ
の
保
証
債
務
履
行
後
の
保
証
人
か
ら
債
務
者
ら
へ
の
求
償
可
能
性
に
基
づ
き
保
証
契
約
の
効
力
判
断

を
決
し
て
い
く
考
え
方
は
、
倒
産
実
体
法
の
保
証
と
無
償
否
認
に
関
す
る
一
部
の
学
説
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
（
Ⅱ
二
１
㈣
②
ⅱ
、
お
よ
び
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同
ⅲ
）。

）

包
括
根
保
証
に
関
し
、
鶴
井
俊
吉
「
根
保
証
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
」
駒
澤
大
學
法
學
部
研
究
紀
要
三
二
号
一
三
三
頁
、
同
「
商
工

ロ
ー
ン
業
者
に
よ
る
根
保
証
の
法
形
式
お
よ
び
手
形
の
利
用
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
さ
れ
た
事
例－

東
京
高
判
平
成
一
三
・
二
・
二
〇
」

銀
行
法
務
21
第
五
九
三
号
七
七
頁
。

平
野
真
由
も
、
以
前
に
若
干
の
考
察
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
（「
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
包
括
根
保
証
の
実
務
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
二

〇
〇
三
年
一
二
月
号
六
〇
・
六
一
頁
な
ど
）。

）

最
二
小
判
昭
和
三
九
・
一
二
・
一
八
民
集
一
八
巻
一
〇
号
二
一
七
九
頁
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
期
間
の
定
め
の
な
い
継
続
的
保
証
契
約
は
、
保
証
人
の
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
信
頼
が
害
さ
れ
る
に
至
っ
た
な
ど
保
証
人
と
し
て
解

約
申
入
れ
を
す
る
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
右
解
約
に
よ
り
債
権
者
が
信
義
則
上
看
過
で
き
な
い
損
害
を
被
る
よ
う
な
特
段

の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
保
証
人
か
ら
一
方
的
に
解
約
で
き
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
す
る
。

）

ほ
か
に
、
金
沢
地
小
松
支
判
昭
和
六
〇
・
六
・
二
八
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
六
六
号
一
八
六
頁
（
共
同
保
証
人
の
求
償
請
求
に
お
い
て
、
被

告
で
あ
る
退
任
取
締
役
の
原
債
権
者
へ
の
解
約
権
行
使
を
肯
定
し
た
事
案
）、
東
京
地
判
平
成
三
・
七
・
三
一
金
融
法
務
事
情
一
三
一
〇
号
二

八
頁（
代
表
取
締
役
辞
任
後
警
告
文
書
が
債
権
者
へ
到
達
し
た
日
の
翌
日
以
降
の
借
入
れ
に
つ
き
、
責
任
を
否
定
）、
東
京
地
判
平
成
八
・
三
・

一
九
金
融
法
務
事
情
一
四
七
一
号
九
二
頁
（
保
証
責
任
を
肯
定
し
た
も
の
の
、
辞
任
取
締
役
で
あ
る
保
証
人
の
解
約
権
の
存
在
じ
た
い
は
肯

定
）、
東
京
高
判
昭
和
六
〇
・
一
〇
・
一
五
判
例
時
報
一
一
七
三
号
六
三
頁
金
融
・
商
事
判
例
七
三
三
号
二
六
頁
金
融
法
務
事
情
一
一
一
五
号

三
四
頁
（
包
括
根
保
証
に
お
け
る
名
目
取
締
役
の
保
証
責
任
制
限
の
事
案
）、
広
島
高
判
平
成
一
五
・
七
・
二
九
最
高
裁
判
所
・
裁
判
例
情
報

（
主
た
る
債
務
者
会
社
の
監
査
役
に
過
ぎ
ず
主
た
る
債
務
者
会
社
の
経
営
に
は
ま
っ
た
く
無
関
与
と
し
て
、
保
証
債
務
履
行
請
求
が
信
義
則

違
反
に
あ
た
る
と
し
て
保
証
責
任
を
限
定
）、
東
京
地
判
昭
和
六
〇
・
一
二
・
二
五
判
例
時
報
一
二
二
一
号
六
七
頁
な
ど
が
存
在
す
る
。

）

上
野
隆
司
・
石
井
眞
司
「
包
括
根
保
証
人
の
責
任
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
」
金
融
法
務
事
情
一
二
五
九
号
二
八
頁
〔
上
野
隆
司
発
言
〕。

）

古
く
は
、
大
判
昭
和
一
六
・
五
・
二
三
民
集
二
〇
巻
六
三
七
頁－

産
業
組
合
の
理
事
の
事
案
な
ど
。

）

な
お
、
民
法
学
に
お
い
て
、
地
位
や
立
場
と
い
っ
た
「
関
係
」
か
ら
当
事
者
の
意
思
に
基
づ
か
ず
に
責
任
や
義
務
が
発
生
す
る
か
否
か
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は
、
一
般
論
と
し
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
後
掲
注

）参
照
）。

）

淺
生
重
機
「
包
括
根
保
証
人
の
責
任
の
信
義
則
に
よ
る
制
限
」
金
融
法
務
事
情
一
六
六
七
号
七
二
頁
。

）

田
沢
元
章
教
授
（
元
銀
行
員
）
も
、
主
た
る
債
務
者
会
社
の
経
営
・
財
政
状
態
に
対
す
る
監
視
可
能
性
な
い
し
予
測
可
能
性
の
有
無
を

重
視
さ
れ
る
（「
会
社
債
務
を
根
保
証
し
た
代
表
取
締
役
の
退
任
後
の
保
証
責
任－

京
都
地
判
平
成
五
・
一
〇
・
二
五
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇

八
号
一
〇
八
頁
）。

）

淺
生
・
前
掲
注

）。

）
「
根
保
証
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
九
二
号
六
五
頁
。

）

中
舎
・
前
掲
注

）「
多
角
関
係
」。

）

河
野
玄
逸
「
融
資
取
引
・
保
証
取
引
に
際
し
て
の
説
明
義
務
」
金
融
法
務
事
情
一
六
九
〇
号
四
三
頁
、
伊
藤
進
「
会
社
代
表
者
個
人
保

証
の
責
任
制
限
」『
担
保
制
度
論
』
二
〇
六
頁
（
信
山
社
・
二
〇
〇
五
年
）、
曲
淵
敏
弘
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
機
能
強
化

に
向
け
て－

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
連
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正－

」
金
融
法
務
事
情
一
六
八
五
号
三
五
頁
、
同
「
顧
客
へ
の
説
明

態
勢
お
よ
び
相
談
苦
情
処
理
機
能
に
関
す
る
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
金
融
財
政
事
情
二
〇
〇
三
年
九
月
一
日
号
三
〇
頁
。

）

佐
伯
一
郎
・
菅
原
胞
冶
・
池
田
秀
雄
・
山
谷
耕
平
・
佐
々
木
修
・
亀
井
洋
一
「
個
人
保
証
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
諸
問
題
」
銀
行
法

務
21
第
六
三
三
号
一
七
頁
。

）

同
旨
、
平
野
裕
之
・
前
掲
注

）『
解
説
〔
第
二
版
〕』
三
二
二
頁
。

）
「
近
親
者
保
証
の
実
質
的
機
能
と
保
証
人
の
保
護
」
私
法
六
九
号
一
八
四
頁
。

）

齋
藤
・
前
掲
注

）一
九
〇
頁
。

な
お
、
齋
藤
由
起
准
教
授
の
立
論
は
、
根
保
証
に
限
ら
ず
特
定
保
証
も
包
含
し
て
妥
当
と
さ
れ
る
。

）

西
村
信
雄
編
『
注
釈
民
法

債
権
⑵
』
一
五
一
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
六
五
年
）。

）
「
法
人
保
証
論
の
整
理
と
展
望
」
金
融
法
学
会
編
『
金
融
法
研
究
』
一
七
号
八
九
頁
（
金
融
法
学
会
・
二
〇
〇
一
年
）。

）

保
証
と
無
償
否
認
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
大
判
昭
和
一
一
・
八
・
一
〇
民
集
一
五
巻
二
〇
号
一
六
八
〇
頁
で
も
争
わ
れ
た
。
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）

岡
正
晶
「
結
合
企
業
・
グ
ル
ー
プ
企
業
に
よ
る
物
上
保
証
と
無
償
否
認
」
清
水
直
編
『
企
業
再
建
の
真
髄
』
五
七
一
頁
（
商
事
法
務
・

二
〇
〇
五
年
）。

）

塩
崎
勤
教
授
（
元
裁
判
官
）
は
、
基
本
的
に
は
最
高
裁
・
多
数
意
見
に
賛
成
さ
れ
る
（「
同
族
会
社
の
代
表
者
が
会
社
の
た
め
に
し
た
保

証
ま
た
は
担
保
の
供
与
と
破
産
法
上
の
無
償
否
認
」
金
融
法
務
事
情
一
一
八
七
号
二
〇
頁
。

同
旨
、
石
川
明
・
小
島
武
司
『
破
産
法
﹇
改
訂
版
﹈』
一
四
九
頁
〔
小
島
武
司
〕（
青
林
書
院
・
一
九
九
三
年
）、
加
藤
哲
夫
『
破
産
法
〔
新

版
〕』
二
四
一
頁
（
弘
文
堂
・
一
九
九
八
年
）、
石
渡
哲
「
無
償
否
認
」
櫻
井
孝
一
編
『
演
習
ノ
ー
ト
破
産
法
〔
第
四
版
〕』
一
七
七
頁
（
法
学

書
院
・
二
〇
〇
五
年
）。

）

家
近
正
直
「
保
証
・
担
保
の
供
与
と
無
償
否
認
」
新
堂
幸
司
・
霜
島
甲
一
・
青
山
善
充
編
『
新
倒
産
判
例
百
選
（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

〇
六
号
）』
八
三
頁
。

同
旨
、
田
原
睦
夫
「
連
帯
保
証
と
無
償
否
認
」
金
融
・
商
事
判
例
一
〇
六
〇
号
一
二
〇
頁
。

）

河
野
玄
逸
「
弁
護
土
業
務
か
ら
見
た
法
人
保
証
」
金
融
法
学
会
編
『
金
融
法
研
究
・
資
料
編
』
一
六
号
一
五
四
頁
（
金
融
法
学
会
・
二

〇
〇
〇
年
）。

）

金
融
法
務
ス
ポ
ッ
ト
対
談
第
四
回

「
救
済
融
資
の
保
証
行
為
は
常
に
無
償
否
認
の
対
象
と
な
る
か
」
金
融
法
務
事
情
一
二
〇
七
号
二

二
頁
（
上
野
隆
司
発
言
）。

同
旨
、
松
下
淳
一
「
保
証
・
担
保
の
供
与
と
無
償
否
認
」
青
山
善
充
・
伊
藤
眞
・
松
下
淳
一
編
『
倒
産
判
例
百
選
〔
第
四
版
〕（
別
冊
ジ
ュ

リ
ス
ト
一
八
四
号
）』
六
五
頁
。

）

支
持
す
る
見
解
と
し
て
、
法
律
実
務
家
で
あ
る
田
原
睦
夫
「
保
証
と
破
産
法
七
二
条
五
号
に
い
う
無
償
行
為
」
金
融
法
務
事
情
一
一
八

二
号
六
頁
や
、
北
秀
昭
「
同
族
会
社
に
お
け
る
経
営
者
の
連
帯
保
証
と
無
償
否
認－

最
高
裁
平
成
八
年
三
月
二
二
日
判
決
を
踏
ま
え
て－

」

銀
行
法
務
21
第
五
三
八
号
一
八
頁
、
佐
藤
正
八
「
破
産
債
権
者
を
害
す
る
行
為
の
否
認
」
永
石
一
郎
・
腰
塚
和
男
・
須
賀
一
也
編
『
解
説
改

正
倒
産
法－

新
破
産
法
制
定
を
ふ
ま
え
て－

』
三
二
二
頁
（
青
林
書
院
・
二
〇
〇
五
年
）
が
存
在
す
る
。

）

大
阪
高
判
昭
和
五
八
・
三
・
三
一
金
融
・
商
事
判
例
七
八
〇
号
一
五
頁
。
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）

河
野
・
前
掲
注

）一
五
七
頁
。

）

前
掲
・
最
二
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
三
の
ほ
か
、
最
二
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
一
〇
（
オ
第
七
三
五
号
事
件
）
金
融
法
務
事
情
一
一
七

一
号
二
五
頁
で
も
同
様
。

）

東
京
高
判
平
成
四
・
六
・
二
九
金
融
法
務
事
情
一
三
四
八
号
三
四
頁
（
最
二
小
判
平
成
八
・
三
・
二
二
金
融
法
務
事
情
一
四
八
〇
号
五

五
頁
の
原
審
）
の
傍
論
も
、
認
定
事
実
と
し
て
主
た
る
債
務
者
会
社
の
法
人
格
を
否
認
す
べ
き
事
情
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
法
人

が
融
資
を
受
け
る
際
に
実
質
的
に
個
人
営
業
と
同
視
し
得
る
事
情
が
あ
れ
ば
、
法
人
の
代
表
者
が
保
証
す
る
こ
と
は
当
該
代
表
者
に
と
っ
て

も
経
済
的
利
益
が
あ
り
無
償
行
為
お
よ
び
無
償
行
為
と
同
視
し
得
る
有
償
行
為
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。

）

ア
メ
リ
カ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
、
親
会
社
に
は
親
会
社
の
保
有
す
る
子
会
社
の
株
式
を
通
し
て
利
益
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
親

会
社
の
子
会
社
に
対
す
る
無
償
保
証
の
場
合
で
も
否
認
権
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
織
田
博
子
「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
法
人
保

証
」
金
融
法
学
会
編
『
金
融
法
研
究
』
一
七
号
六
三
頁
（
金
融
法
学
会
・
二
〇
〇
一
年
））。

）

北
・
前
掲
注

）一
四
・
一
五
頁
参
照
。

）

①
名
古
屋
地
判
昭
和
六
〇
・
二
・
一
五
金
融
・
商
事
判
例
七
一
七
号
三
一
頁

破
産
者
が
借
財
を
他
人
に
依
頼
し
み
ず
か
ら
は
物
上
保
証
人
と
な
り
そ
の
他
人
が
借
受
け
た
金
員
の
大
半
を
破
産
者
が
更
に
借
受
け
た

事
案
に
関
し
、
破
産
者
じ
し
ん
に
お
い
て
担
保
を
提
供
し
て
金
員
を
借
受
け
る
場
合
と
実
質
に
お
い
て
何
ら
異
な
ら
な
い
と
解
し
、
物
上
保

証
と
の
間
に
対
価
関
係
を
認
め
無
償
否
認
を
否
定
し
た
。

②
東
京
高
判
昭
和
三
七
・
六
・
七
東
高
民
（
東
高
判
決
）
時
報
一
三
巻
六
号
八
二
頁

連
帯
保
証
の
契
約
締
結
の
過
程
を
通
じ
て
控
訴
会
杜
か
ら
種
々
の
協
力
・
便
宜
を
受
け
自
己
の
所
有
財
産
を
保
全
す
る
こ
と
を
得
た
ほ

か
、
直
接
間
接
に
業
務
運
営
上
利
益
を
得
た
（
新
規
取
引
の
開
設
・
手
形
割
引
上
の
便
宜
・
原
料
購
入
の
斡
旋
・
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
の
買
取

り
な
ど
）
こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
前
記
連
帯
保
証
債
務
負
担
に
対
し
十
分
経
済
上
の
利
益
を
受
け
た
と
認
定
し
、
無
償
否
認
を
認
め
な
か
っ

た
。つ

ま
り
、
連
帯
保
証
を
通
じ
て
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
か
ら
業
務
運
営
上
利
益
を
得
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
有
償
性
を
肯
定
し
た
。
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）

伊
藤
眞
「
保
証
又
は
担
保
の
供
与
と
破
産
法
七
二
条
五
号
に
い
う
無
償
行
為
」
判
例
評
論
三
五
三
号
五
九
頁
（
判
例
時
報
一
二
七
三
号

二
〇
五
頁
）
も
、
林
藤
之
輔
裁
判
官
・
反
対
意
見
を
支
持
さ
れ
る
。

小
林
秀
之
『
新
・
破
産
か
ら
民
法
が
見
え
る－

民
法
の
盲
点
と
破
産
法
入
門
』
二
〇
六
・
二
〇
七
頁
（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
六
年
）
や
、

中
野
貞
一
郎
・
道
下
徹
編
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
第
二
版
・
破
産
法
』
一
一
七
頁
〔
池
田
辰
夫
〕（
日
本
評
論
社
・
一
九
九
九
年
）
も
、

同
様
と
思
わ
れ
る
。

）
「
破
産
者
の
し
た
保
証
・
物
上
保
証
と
無
償
否
認
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
九
一
〇
号
（
昭
和
六
二
年
度
重
要
判
例
解
説
）
一
四
四
頁
。

）
「
破
産
者
の
な
し
た
保
証
と
無
償
否
認
」
金
融
法
務
事
情
一
四
二
一
号
七
六
頁
。

）
『
倒
産
法
体
系
』
三
二
六
頁
（
勁
草
書
房
・
一
九
九
〇
年
）。

）

河
野
玄
逸
弁
護
土
と
は
、
見
解
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。

河
野
弁
護
士
は
、
営
利
企
業
を
主
体
と
す
る
法
人
保
証
に
つ
い
て
は
法
人
保
証
を
事
業
継
続
と
い
う
マ
ク
ロ
的
な
経
営
判
断
の
側
面
か
ら

考
察
す
る
と
き
は
、
保
証
人
企
業
の
周
到
か
つ
合
理
的
な
利
害
得
失
計
算
に
基
づ
き
実
行
さ
れ
る
場
合
が
通
常
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
保
証
人
と
保
証
債
権
者
間
の
保
証
契
約
と
い
う
ミ
ク
ロ
的
断
面
で
判
断
す
る
と
き
は
、
宿
命
的
に
無
償
・
片
務
の
契
約
と
い
う

民
法
上
の
伝
統
的
評
価
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（「
弁
護
土
業
務
か
ら
見

た
法
人
保
証
」
金
融
法
学
会
編
『
金
融
法
研
究
』
一
七
号
五
一
頁
（
金
融
法
学
会
・
二
〇
〇
一
年
））。

河
野
弁
護
士
が
い
う
マ
ク
ロ
的
見
方
は
本
稿
の
分
析
視
角
と
も
共
通
し
、
直
後
二
の
見
解
と
も
共
通
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
保
証
の
片
務
性
と
い
う
伝
統
的
評
価
に
関
し
て
は
、
前
節
Ⅰ
一
冒
頭
参
照
。

）

前
掲
・
最
二
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
三
、
お
よ
び
前
掲
注

）・
最
二
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
一
〇
（
オ
第
七
三
五
号
事
件
）
の
ほ
か
、

最
二
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
一
〇
（
オ
第
一
二
七
八
号
事
件
）
金
融
法
務
事
情
一
一
七
四
号
二
九
頁
で
も
同
様
。

）

無
償
否
認
の
根
拠
に
関
し
ヤ
ウ
ア
ー
ニ
ヒ
（Ja

u
ern

ig

）
は
、
経
済
的
な
崩
壊
が
差
迫
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
と
き
に
み
ず
か
ら
の
債
務

を
支
払
え
な
い
者
は
、
鷹
揚
な
贈
り
主
と
し
て
振
舞
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
中
西
正
「
無
償
否
認
の
根
拠
と
限
界
」
法
と

政
治
（
関
西
学
院
大
学
）
四
一
巻
二
・
三
号
一
六
・
一
九
頁
）。
中
田
淳
一
博
士
も
、
対
価
な
し
に
出
捐
す
る
こ
と
は
経
済
取
引
の
常
道
で
は
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な
い
の
に
、
既
に
そ
の
財
産
状
態
が
危
う
く
な
っ
て
い
る
時
期
に
か
か
る
無
償
行
為
を
敢
え
て
す
る
破
産
者
は
そ
の
誠
実
を
疑
う
に
十
分
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
（『
破
産
法
・
和
議
法
』
一
六
三
頁
（
有
斐
閣
・
一
九
五
九
年
）。
同
旨
、
井
上
直
三
郎
『
破
産
法
綱
要

第
一
巻
実
体
破

産
法
』
一
五
九
頁
（
弘
文
堂
・
一
九
三
〇
年
））。

中
西
正
教
授
は
こ
の
無
償
否
認
の
根
拠
を
破
産
者
の
不
誠
実
な
振
舞
い
に
求
め
る
見
解
に
対
し
、
否
認
の
必
要
性
は
説
明
で
き
て
も
、
無

償
否
認
の
相
手
方
の
不
利
な
地
位
を
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
さ
れ
る
（
前
掲
・
三
四
頁
）。

）

ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ヒ
破
産
法
の
立
法
者
見
解
（
中
西
・
前
掲
注

）一
三
頁
）。

ド
イ
ツ
の
通
説
的
見
解
で
も
あ
り
（
中
西
・
前
掲
注

）一
四
頁
）、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
で
も
あ
る
（
中
西
・
前
掲
注

）一
五
頁
）。

同
旨
、
板
木
郁
郎
『
否
認
権
の
実
証
的
研
究
』
二
二
二
頁
（
文
京
堂
・
一
九
四
三
年
）。

）

中
田
・
前
掲
注

）。

同
旨
、
井
上
・
前
掲
注

）。

）

賛
成
、
石
川
明
「
破
産
者
の
な
し
た
保
証
・
担
保
の
供
与
と
破
産
法
七
二
条
五
号
に
い
う
『
無
償
行
為
』
の
範
囲
」
銀
行
法
務
21
第
四

〇
九
号
一
二
頁
。
中
田
・
前
掲
注

）一
六
四
頁
。
菊
井
維
大
「
保
証
は
破
産
法
第
七
二
条
五
号
の
無
償
行
為
か
」
民
事
法
判
例
研
究
会
編

『
判
例
民
事
法
（
一
六
）
昭
和
一
一
年
度
（
復
刊
）』（
有
斐
閣
・
一
九
五
四
年
）。
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